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　王ファラオに即そく位いして一年と少し。私、アルシノエはかつてない窮きゅう地ちに立たされていた。

「ですから、たまには私とお話しする時間をもうけていただけないでしょうか」

　そう言ったのは私の夫。息がかかるほどの距きょ離りに彼がいて、私はちっとも身動きがとれない。

　そう、私は今、宮きゅう殿でんの自室で夫にせまられている。

　隣りん国ごくから婿むこにとった彼は二十三歳。オリーブ色の明るい瞳ひとみでまっすぐ私を見つめる彼の声こわ音ねは、優しい音楽を奏かなでるようだ。

「ただ顔を合わせていただくだけでいいのです」

　けれど、やわらかな口調に反して彼の瞳には熱い力がこもっている。

「……こ、このような無礼を働く輩やからと話すことなどありませぬっ」

　その瞳から目をそらし、それだけ言うと、妻である私のすげない返答に彼は小さくため息をこぼした。

「どうしてそのように私をこばまれるのです？　私たちは太陽神ラーにも認められた正式な夫ふう婦ふではございませんか」

　彼のもらした息に頰ほおをなでられて、私は内心で悲鳴をあげた。必死で顔を背そむけ、彼の吐と息いきも言葉も熱い視線も全部まとめて拒きょ絶ぜつする──はずだったのに。

　彼はさらに鼻先がふれようかという距離までぐいと近づいてきて……。

　待って！　ちょっと、もう、だめ！　それ以上はだめですっ！




　だって……嬉うれしすぎるんだもの!!




　実は私、夫君とこんな風に真正面から顔を合わせるのは、今日が初めてなのだ。

　間近で見る夫、ティズカール様はすっと伸びた眉まゆに爽やかな目もとの、穏おだやかながらに精せい悍かんなお顔立ちの美び丈じょう夫ふだ。おそばにいるだけでドキドキしてしまう。

　だめよ、落ち着きなさいアルシノエ。心の中の自分を黙だまらせなさい。さぁ、ちゃんと突つき放はなすの。

「王ファラオたるわたくしの部屋に勝手に忍しのびこむなど、たとえ夫といえど罪に問われますわよ」

　うぅ、我ながら落差がひどい。さすが十八歳にして稀き代たいの名君と褒ほめそやされる私ね。この手の駆かけ引ひきはお手の物。自分で自分を褒めてしまうわ。

　これで彼もやむなく私から離はなれてくれるでしょう。正直、悲しいけど仕方がないのよ。すべてはティズカール様ご自身のためなんだから。

　って、そう思ったのに……な、なんで!?　どうして離れてくれないの!?

「お怒いかりは重々承知の上です。このようにしないと陛へい下かは顔も合わせてくださらない。せめて今だけでも目を合わせてお話しください」

　無理、無理、無理なの！　無理なんだってばー！　目を合わせちゃったらそのたくましいお胸に飛びこんでしま……ってなにを考えてるのよ私ったら！

「ティズカール殿どの……人を呼びますよ！」

「かまいません。夫婦で睦むつみあって何がおかしいのです？」

　む、む、む、睦みあうって何ー!?
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「アルシノエ様……私はあなた様と普ふ通つうの夫婦になりたいだけなのです」

　うぅ、私だって本当はティズカール様とたくさんお話ししたい。でもダメよアルシノエ……なんとか、なんとか耐たえなさい……！

　頭の中は大混乱。理性が本能に敗北するまさにその一いっ瞬しゅん前。

「わんっ！　わんわん!!」

　激しく威い嚇かくする鳴き声に驚おどろいて、ティズカール様が顔をあげる。

「わん！　わん！」

　鳴き声の主は、奥の寝しん室しつから現れた。全身真っ黒な短毛に覆おおわれた犬。耳が兎うさぎのようにピンと立ち、細い尻しっ尾ぽがユラユラ揺ゆれている。

　白い牙きばを見せ、いかにも獰どう猛もうにうなるその黒犬に助けられ、私は強い調子で言い放った。

「ティズカール殿、ご覧なさい！　アヌビス神もお怒りです」

「うぅぅぅぅわんっ！」

　婿むこ殿どのの眉が情けなく下がる。（え、そんなお顔も魅み力りょく的てきだわ）そして彼は小さなため息とともに静かに数歩下がり、黒犬神アヌビスに向けて深く一礼した。

「申し訳ございません。〝神の牧まき人びと〟たる陛下に、多くの無礼を働きましたこと、深くおわびいたします」

「わん」

「アヌビスもわたくしも寛かん大だいです。そのことを幸運にお思いなさい」

　ピシャリと木の扉とびらを指し示した。

「ティズカール殿、今こ宵よいはもうお下がりなさい。話があるならば従者を通すこと。それが礼れい儀ぎというものです」

「……承知いたしました」

　ティズカール様は私に向けて一礼すると、ようやく部屋から出てくださった。大きな背中が少し丸い。廊ろう下かを去る音が聞こえて、それが完全に消えたところまでしっかり確かく認にん。

　はぁ、なんとか助かったわ。ふにゃりと肩かたの力が抜ぬける。

「アヌぅぅぅぅ、ありがとう！」

　勢いよくアヌビスに飛びつくと、やわらかい毛並みが気持ちいい。うぅふかふか〜！　安心する！

　ところがその体はすぐに厚みと重さをなくしてしまう。ついでに実体もなくして霞かすみのようになると、その中から黒くろ髪かみの少年が現れた。えー、もう少しあの毛並みを味わっていたかったのにっ。

　彼は床ゆかに座りこんだ私を呆あきれて見下ろしている。

「おいアルシノエ、助けてほしいならそう言えよ。オレ、出て行くべきか迷ったぜ」

「はぁ!?　どう見ても助けを求めてたでしょ!?」

「うそだな、けっこう嬉しそうだった」

　ぎくぅ！

　くりくりと丸い目で私をからかう少年は、冥めい界かいの王オシリス神の息むす子こ、闇やみを司つかさどるアヌビス神。普ふ段だんは黒犬の姿なんだけど、私と話すときには人型になる。「人型」といっても、人間と間ま違ちがえられることがないように、耳と尻尾だけは黒犬のままだ。

「しかし、婿殿も気の毒だねぇ。一いっ生しょう懸けん命めいいい夫婦になろうとしているのに、妻にあんな風に拒絶されて」

「だってしようがないでしょう！　あと一年は親しくできないんだから！」

　アヌはトコトコと寝室に戻もどる。彼の見た目は十歳くらいの男の子で、気軽に寝しん台だいに腰こしかける様子は無む垢くな少年そのもの。このアヌが、本当は長い長い年月を生きる神様だなんて、今でも信じられない。

　窓の外を眺ながめるアヌの細い耳が風を受けてかすかに揺れた。布張りを外した窓からは、静かな東の星空が見える。やがて空が白み始めれば、そこに豊ほう穣じょうの星ソティスが昇のぼるのだ。

　まもなく季節は夏ケアト。今年も聖河ナイルの増水が始まる。

「次の夏ケアトに、弟が南の黒人メジャイの王国に婿入りする。それまで私はティズカール様と睦まじい仲になるわけにはいかないのよ」

　東の空をにらみつけ、決意を新たにした。

　私には王ファラオの位を争った双ふた子ごの弟がいる。継けい承しょう権けん争いに敗れ、私を強く憎にくむ彼は、私が気に入ったものをなんでも奪うばい取っていく。もしも私がティズ様に恋焦こがれていることを知ったら、弟は彼を害するだろう。そんなことは断じて許さない。だって、私はティズ様のすべてが大好きなのだ。

　王家のくだらない権力争いに、彼を巻きこむなんて絶対に嫌いや。そんな争いがあるという事実だって知られたくない。

　だから私は、愛いとしい婿殿への恋心きもちを隠かくしとおそうと決めたのだ。弟から彼を守るために。

「はーそれにしてもあと一年か〜」

　黒髪のあどけない少年は、私に向かって意地悪な笑え顔がおを向ける。

「アルシノエは、それまで自分の気持ちをおさえられるかな〜」

「もちろん、その程度のこと簡単よ。王ファラオである私に不可能なんて……」

　ない、って言い切ろうとしたのに、頭の中にさっきのティズカール様の情熱的な眼まな差ざしが浮うかんでしまった。

「あれぇどうした、アルシノエ？　顔が赤いけどぉ？」

「な、なんでもないっ！」

　こちらの顔をのぞきこんでくるアヌが私を試すようにニヤリと笑っている。

　大だい丈じょう夫ぶ、私は王ファラオだもの。この恋心きもち、必ず隠しとおしてみせるわ！

　どんなに強ごう引いんにティズカール様にせまられても、絶対に。

　彼がどんなに素す敵てきでも、きっと。

　……な、なんとか隠し通してみせるんだから……っ!!
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　我が国エジプトは砂さ漠ばくの大国。聖河ナイルの流れに寄より添そって造営された都の中央に、王ファラオである私の住まう宮きゅう殿でんがある。

「ふわぁ、今日は疲つかれたわ」

「お疲れ様、アルシノエ」

　椅い子すの背にぐったりもたれて大あくびする私に、黒犬神アヌビスは扇おうぎで風を送ってくれた。お仕事は終わったし、寝しん室しつだし、ついだらしなくなってしまうわ。

「夏ケアトの農のう閑かん期きこそ王ファラオは忙いそがしくなるもんな」

「そうよ、放っておけば民たみが一日中畑に出る季節とは違ちがうんだから」

　毎年、豊ほう穣じょうの星ソティスの朝出とともに聖河ナイルの増水が始まって、我が国エジプトには大いなる恵めぐみがもたらされる。

　たっぷり四ヶ月続く増水は、川上から養分豊富な黒土を運んでくれる。そのおかげで砂漠の真ん中に埋うもれた我が国でも麦が育つ。これが〝エジプトは聖河ナイルの賜たま物もの〟と言われる由ゆ縁えんなのだ。

　水が引くと季節は冬ペレトへと移る。暑さが多少やわらいだこの時期に、民は麦の種まきを始め、その四ヶ月後の乾季シェムウが刈かり入いれ時。

　夏ケアト、冬ペレト、乾季シェムウ。この三つの季節がめぐると、また新しい夏ケアト。これが我が国エジプトの一年だ。

　頭の中でこれから来る夏ケアトのお仕事を整理しながら、机き上じょうの手鏡に手を伸のばして、私はとんでもないことに気づいてしまった。

「やだっ！　さっきティズカール様があんなにお近くにいらっしゃったのに、私ったらこんなに薄うすい化け粧しょうだったのね！」

　それはつい先刻のこと。王ファラオとしての務めを終えて自室に戻もどった私のもとに、愛する夫君、ティズカール様が現れたのだ。完全に不意打ちで、身だしなみを整えることすらできなかった。悔くやしいわ、公務でお顔を合わせる時は化粧も衣服も完かん璧ぺきにしてるのに！

「うぅ髪かみもボサボサ……。それでさアヌ、今日の神官たちの奏そう上じょうを聞くと、夏ケアトの始まりまでに用意することになっていた舟ふねの数がそろってないっていうのよ。あれ、絶対に予算を横おう領りょうしてるわ。徹てっ底てい的てきに調べてやらなきゃ」

　アヌは肩かたをすくめる。

「アルシノエってよく二つのことを同時に考えられるよな。さっきからすんごい怖こわい顔になってるけど大だい丈じょう夫ぶか？」

「だってこんな情けない姿をティズカール様に見られたかと思うと……」

「え、そっち？　神官の横領の話は？」

　ふんっ、自室にいる時くらいは国のことよりティズカール様のことを考えていたっていいじゃない。

　あらためて手鏡の中の見慣れた顔に向き合った。自分の姿で一番好きなのは瞳ひとみの色だ。どこまでも突つき抜ぬけていく空の色。〝天上のターコイズ〟なんて大げさに褒ほめてもらえることもある。目が大きくてまつ毛が長いのも気に入っている。うん、容姿はそんなに悪くないと思うの。背は……ちょっと低いけど。

「ウヌウヌ〜！　今日もお願い！」

　背後に呼びかけると、寝しん台だいの下からぴょこんぴょこんと二つの小さな影かげが現れた。そしてその影──白しろ兎うさぎと黒兎が私の胸に飛びこんでくる。

「ふぁ〜気持ちいぃ！」

　二匹ひきを抱だきしめその体に顔をうずめて、私はもっふもふの肌はだざわりを堪たん能のうした。あぁ、このやわらかなさわりごこち……たまらないわ〜癒いやされる〜。

　なのに、ひとしきり顔をスリスリすると、二匹の体がするりと実体をなくしてしまう。

　えぇ、もう人型に戻っちゃうの!?

　ふわふわとただよう霞かすみの中から現れたのは、私より少し歳とし上うえに見える二人の男女。

「アルシノエ、今日も疲れているわねぇ」

　黒い耳をぴょこぴょこ動かして、色っぽい唇くちびるに指を添えるのが黒兎の女め神がみ様、ウヌト。

　彼女って全身から色気がムンムンなのよね……どうやったらあんなに胸が大きくなるのかしら。くるくるの黒髪を長く伸ばしているのも、とっても素す敵てき。

「さ、はやく寝台に横になって。寝ねる前のお手入れは僕たちに任せてね」

　白い耳をそよがせているのが、白兎の男お神がみ様、ウヌヌ。いかにも気の弱そうなタレ目で、肌も白くて体も薄い。彼はくせの強い白銀の髪を短くしているんだけど、その頭はまるで鳥の巣……いや、失礼ね、やめましょ。

　二人は夫ふう婦ふの神様。名前がややこしいし、いつも二人一いっ緒しょだから、私はまとめてウヌウヌって呼ぶことにしてる。

　ウヌウヌは、私の身の回りの世話をしてくれる神様なの。普ふ通つうは王ファラオといえど神様にそんなことさせないんだけどね。先代──つまり私のパパも、身の回りのことは人間の従者に任せていたもの。

　でも、兎うさぎ夫ふう婦ふがやりたいって言ってくれるから、その言葉に甘えることにしてる。歴代の王ファラオの中でも、私は特に神様に好かれやすい体質なんですって。

　寝台にうつ伏ぶせになると、まずは白兎男神ウヌヌが体をほぐしてくれる。あー固くなった肩と背中が楽になるわぁ。その間に黒兎女神ウヌトが爪つめのお手入れ。甘皮まできれいにしてくれる、丁てい寧ねいな仕事ぶりよ。最後にウヌトが香こう油ゆを全身にぬってくれて、その百合ゆりの優やさしい香りに包まれるとだんだん眠ねむくなってくる。

「アルシノエ、今日の香りはどう？　実は新しく調合したものなのだけど」

「あ、やっぱり？　いつもと少し違うなぁと思ってた……」

　眠気をこらえながらモニョモニョと答えていると、心ここ地ちよさに任せてつい本音がぽろりとこぼれた。

「でも前の方が香りが強くて好きだったかなぁ……」

　ガタン、と大きな音がして、ウヌウヌが床ゆかに転がった。二人そろって青ざめている。

「そ……そんな！」

「私たち、な、なんてことを……！」

　しまった！　私は慌あわてて発言を撤てっ回かいする。

「あ、ウヌウヌ、違うのよ、別に今日のも嫌きらいじゃ……」

　ぴーんと耳をたて白目をむいた二人は、私の話なんて全ッ然聞いてくれない。

　あぁ私ったら、余計なことを言ったわ。この夫婦、とっても気のいい神様なんだけど、ちょっとのことで自己嫌けん悪お大会を始めちゃうのよね……。

「ウヌヌ、どうしましょう!?　私たちアルシノエになんてひどいことを！」

「あぁ、ウヌト、こうなったら僕たち死してわびるしか……！」

「いや、怒おこってないのよ。今日の百合油リリノンも大好きよ、だから……」

　訂てい正せいもむなしく、二人は手を取りあってガタガタ震ふるえ始めた。見た目はチグハグな二人なのに性格はそっくり。

「ウヌト、僕たちはしょせん兎だ。こうなったらこの肉体ごと鍋なべに飛びこんで……」

「そうねウヌヌ、グツグツ煮にこんでもらいましょう……きっと美味おいしいスープになって、せめてものおわびになるはずよ」

「あぁ、僕たち冥めい界かいでも会えるだろうか!?」

「もちろんよ！　鍋の中でも、そして肉体を失っても、私たちの霊れい魂こんはずっと一緒よ！」

「ちょっとやめー！　やめなさーい！」

　抱き合って涙なみだぐむ二人に割りこんで、私は夫婦を正気に戻した。

「勝手にスープになるんじゃない！　だいたい神様がスープになれるわけないでしょうが！　それよりも私は肌のお手入れをしてほしいの、それだけだから！」

　でもとか、やっぱりとかモジモジする二人を、アヌも一緒になだめてくれた。

「そうだよ、お前らがスープになったら誰だれがズボラなアルシノエの世話をするんだよ。お前らにしかできない仕事だろ」

「アヌビス様……」

　ウヌウヌは感激の涙をにじませた。

　人間の見た目年ねん齢れいでいえば、兎夫婦はアヌよりもずいぶん歳上に見えるけど、神々の序列では逆なのよね。アヌはこう見えて偉い大だいな神様なのよ。なんといっても死者の魂たましいを審しん判ぱんの場へ導いてくれるのだもの。まぁ、さりげなく私のこと「ズボラ」とか言っちゃうところは生意気って感じだけど。

　こうしてアヌのとりなしもあって、やっとお手入れが再開された。

　百合の香りに包まれながら、私は今日の出来事をふりかえる。

　いったいどうしてティズカール様は突とつ然ぜん忍しのんでいらっしゃったのだろう。でもそのおかげで、あんなに近くでお顔を拝見できたのだ。お言葉には誠意があって……それに、とっても大だい胆たんだった。あんな強ごう引いんなところもおありになるのね、そこがまた素敵。

　さすが私が見み初そめたお方だわ。

　ふわぁ〜あくびが出ちゃう。ティズカール様も、今ごろお休みになっているのかしら。もしかしたら、私と同じように神様と一緒にご寝しん所じょにいらっしゃるのかも。

　ティズカール様の婿むこ入いりの時、ある神様が彼の守護を買って出てくれたのだ。私は彼のおそばにいられるその神様をうらやましく思いながら、ゆるやかに眠りの世界にしずみこんでいく。

「いいなぁメジェド神は、毎日ティズカール様と一緒で……」
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「ティズカール様！　よくぞご無事で！」

　陛へい下かのお部屋から自室に戻った俺のもとに、従者たちが次々に駆かけつけてきた。故郷からついてきてくれた彼ら三人の顔は、そろって青ざめている。

「みんな、ありがとう」

　余よ裕ゆうのある表情を見せたつもりだったが、彼らは涙ぐんでいる。

「もう戻られないかと思いました……」

「女王陛下はティズ様に容よう赦しゃのないお方……その場で斬きられてしまうのではないかと」

　もともとこの大国エジプトに婿入りするまで、俺は小国の王子だった。王子といっても五男だったので、たいしてありがたみのある存在ではなかったが。

「だから大丈夫だと言ったじゃろう」

　ペタペタと裸足はだしで歩く音がする。部屋の奥からゆっくりと近づいてきたのは、俺の守護を任されているという神様──メジェド君だ。

　初めて顔を合わせてからすでに半年がたったが、この奇き妙みょうな見た目にはいまだに慣れない。真っ白い大きな布を被かぶった人形──というのが第一印象だった。身長は五歳児程度だろうか。ただ、その布のすそから伸びる裸足の足は、なんというか……おじさんの足だ。声もどちらかというと歳を重ねた男のもの。ちゃんと目、鼻、口もあるが、これはその……描かいてある……ように見える。白い布に炭でもこすりつけて描いたような、そういう顔なのだ。

　正直、彼が俺の守護者だと聞いた時には……複雑な気持ちになった。

　でも話してみると、メジェド君は物知りでとても親切だった。今では異国から婿入りした俺の教育係のような存在になってくれている。

「我の命じた方法でアルシノエ嬢じょうに近づいたか？」

　メジェド君の絵に描いたような目がこちらをじっと見つめてくる。

「はい、おっしゃる通り、おそれながらも陛下を壁かべぎわに追いつめました」

　ひぃと悲鳴をあげる従者を無視し、メジェド君は続きをうながす。

「それで？」

「可能な限り近づいて、耳もとでささやくようにお話ししました」

「ちゃんとティズ君は手を壁につけていただろうな？」

「えぇ、それも言われた通り。陛下を囲うように両りょう腕うでを壁に伸ばしました」

　ふむ、とメジェド君は満足げにうなずく。

「よろしい。それがいわゆる〝壁ドン〟である」

「かべどん……」

「若い女子おなごはそういうものが好きなのである。少し古くなりつつある手法だが……やはりまだ通用するな」

「はぁ。でも陛下は突然の無礼にたいそうご不快に思われたご様子でした。俺もだいぶ恥はずかしかったですし……」

　あんな強引に女の人にせまるなんて、普ふ段だんの俺では考えられない。いや、二十三歳にもなって情けないとか、そういうことは言わないでほしい。しがない第五王子は、大きな隊商を率いて商売するのに大忙しだったのだ。

「よいのだ。ティズ君は普段は温おん厚こうな人ひと柄がらである。そんな夫がいささか強引にせまってくるのがイイのだ……！」

　メジェド君はカッと目を見開く。というか、炭で描いたような目が突然大きくなった。どうなってんだろう、この神様の顔……。

「よいかティズ君、これがいわゆる〝ギャップ萌もえ〟というやつだ」

「ぎゃっぷもえ……また俺の知らないエジプト語ですね……」

「あの、ティズ様、それってホントにエジプト語なんでしょうか……？」

　従者に訊きかれたが俺に答えられるわけもない。

「でもメジェド君、陛下には何度も『無礼だ』ってはねのけられましたよ」

　大丈夫、大丈夫、と言いながら、彼のかぶった布がヒラヒラ揺ゆれる。

「そのくらいしないとアルシノエ嬢はティズ君とは話さんじゃろ。とりあえず顔をつきあわせて話がしたいというティズ君の願いが叶かなったのだから良しとしよう」

「まぁ……そうですね」

　俺は苦く笑しょうせざるを得ない。婿入りして半年、やっと「妻」と個人的に話ができたのは確かだ。無礼だと叱しっ責せきされたが、大きな第一歩だったかもしれない。

「しかしティズ君はどうしてアルシノエ嬢と話がしたいと思ったのじゃ？」

「それは……だって、一応俺たち夫婦ですし……」

「形ばかりの夫婦など、この世にいくらでもおるじゃろ。特に王族同士の結けっ婚こんではめずらしくもない」

　たしかにメジェド君の言う通りだ。婿入りすることが決まった時、俺は人ひと質じちとしての心づもりを固めたのだ。

　エジプトは大国。それに対して俺の故国マルトゥは取るに足らない小国だ。だが、マルトゥは交通の要よう衝しょうである。北のバビロニアとの間に位置し、交易の拠きょ点てんとしてはもちろん、軍事的にも重要な位置を占しめている。

　そんな国の適当な王子を婿にとる。つまりこれは政略結婚というやつで、それ以上でもそれ以下でもない。王ファラオにとって、相手は俺じゃなくたってよかっただろう。

　でも、と俺は思う。

「幸せになると約束したんですよね、故国に残してきた、家族に」

　人質としてぼんやり生きるのは性しょうに合わない。せっかく夫婦になったのなら、良い夫婦になりたい。

　俺の顔をじっと見て、不思議な見た目の神様はうなずいた。

「ふむ。そういうティズ君の明朗な性格、我は好きであるぞ」

「ありがとうメジェド君」

　奇妙で謎なぞばかりの神様だけど、彼はいつも俺を励はげましてくれる。

　そうそう、最初は「メジェド様」と呼んでいたけど、他た人にん行ぎょう儀ぎすぎると本人に言われ「メジェド君」と呼ぶようになった。神様相手に気が引けるし、今でもだいぶ違い和わ感かんがあるが、異国でこんな風に親しくしてくれる相手がいるというのはありがたい。

「さて、それでは次の作戦を授さずけよう！」

「えっ!?」

　メジェド君の言葉に、俺は軽くのけぞった。い……嫌いやな予感がする。〝ぎゃっぷもえ〟とか〝かべどん〟とか、また変な技わざを伝授されるんじゃ……。

「よいか、ティズ君、よく聞け！」

　また布の上の目が一回り大きくなった。

「次は……〝頭ぽんぽん〟である!!」

「あたまぽんぽん……？　そ、それはいったい？」

　ふ、ふ、ふ、とメジェド君は不気味な笑いをもらした。口の片方の端はしがつり上がる。

「よいか、落ちこんだアルシノエ嬢をなぐさめる際、大人の余裕を見せて……だがほんの少し照れた顔で……頭を優しく叩たたくのだ！　それが秘技〝頭ぽんぽん〟である!!」

「ダメですっ！　そんなことしたら不敬罪で斬ざん首しゅです!!」

　従者三人がそろって絶ぜっ叫きょうした。メジェド君との間に立ちふさがった三人の後ろから顔を出し、俺はぽりぽりと頰ほおをかく。

「お、俺もそれはちょっと無理だと思いますね……。そもそもおなぐさめする機会が訪おとずれないと思いますし……」

「そうかのう？　けっこう使える技なんだが……」

　こうしてドタバタと夜が過ぎていく。この国の夜は冷えるけれど、この部屋だけは毎夜暑苦しい。

　それにしても、今日は女王と間近に顔を合わせられた。それは本当に大きな収しゅう穫かくだった。

〝天上のターコイズ〟と称しょうされる陛下の瞳。けれど今こ宵よいその瞳が俺を見つめることはなかった。いつか俺たちも、普通の夫婦のように笑い合うことができるんだろうか。

　あ、それと、先ほどの陛下はあまりお化粧をされていなかったな。

　正直言うと……俺は普段の着き飾かざった彼女より、今日のお姿の方が親しみやすくて好ましく思った。もちろん、こんなことご本人には言えないけれど。
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　ふわぁ〜よく寝たぁ。

「おはよう、アルシノエ」

「よく眠れた？」

　窓から射さしこむ光に目を覚ますと、兎夫婦ウヌウヌが人型で忙しく動き回っている。

「おはよー。うん、よく眠れたわ」

　足もとには黒犬がうずくまって眠ってる。アヌビスは朝が苦手なのよね。このまま寝かしておいてあげましょ。

「さ、顔を洗って。今日も忙しい一日になるんでしょ？」

　白兎男神ウヌヌが水をたっぷり入れた桶おけを運んできてくれて、その隣となりでは妻の黒兎女神ウヌトが亜あ麻ま布ぬのと小こ瓶びんを持ってニコニコしている。

　手で水をすくって顔を洗う。その後はウヌトに手伝われて、夜着を脱ぬいで全身を布でぬぐってもらった。この時、男神であるウヌヌは隣りん室しつで別の作業。いくら神様だからって、男性に裸はだかを見られるのは恥ずかしいもの！

　小瓶の中の薔ば薇らの香油を全身にぬりこみ上品に香らせたら、今度は着き替がえ。

「さて、本日のアルシノエの予定は神官との会議ね。議題はファイユム低地の干かん拓たくについて、と」

「言わないでぇ〜、案件が重いよぉ〜」

「だって予定が分からなきゃ服も決められないでしょう？」

　彼女の黒くろ耳みみにピンと力が入った。香こう料りょう・衣い装しょう・宝ほう飾しょく品ひん・化粧。いわゆる〝美容とオシャレ〟は彼女にとって一番気合いが入るところなのだ。

「さぁ、今日のチュニックは濃のう緑りょくと白の縞模様ストライプにしましょうね。肩には薄うす手でのショールを羽織って、隼はやぶさの胸むね飾かざりで留とめましょう。少しいかめしい意匠デザインだけれど、若いあなたの威い厳げんを高めるにはちょうどいいわ」

「うん、わかった」

「チュニックの色が目立つから、装飾品アクセサリーは落ち着いたものを。白しろ硝子ガラスの耳飾りイヤリングと腕輪ブレスレット、それから足にも同じものを飾りましょう」

「はーい」

「腰こしにはこの帯を。琥珀金エレクトラムをふんだんに使った逸いっ品ぴんよ。新しく作らせたの。珊さん瑚ごと瑪め瑙のうのビーズがアクセントになっていて素敵でしょう」

「うんうん、すごい綺き麗れい」

　私はされるがままに身なりを整えられていく。美容関係のことはこの女神様に任せておけば間ま違ちがいない。私の好みまで知りつくしているからね。

　そうそう、彼女の服装もとっても素敵よ。黒一色のチュニックは彼女の色っぽい魅み力りょくを引き出しているし、大きな胸の上の珊瑚の首飾りネックレスもまぶしいわ。ふわふわの尻しっ尾ぽは、紅玉ルビーでぐるりと飾られていて、黒と赤の対比がお見事。

　あぁ、ウヌトはいいなぁ、大人の魅力にあふれてて。こんな時、つい自分のちんまりとした体形が気になっちゃう。

「ねぇウヌト、今日のお化粧は大人っぽさを意識してね」

「あら、いつもそういうつもりよ？」

「分かってるんだけど……でももっと大人の色気をムンムン出したいのよ」

「オトナのイロケねぇ……」

「ちょっと、私の胸を見ながら首をかしげないでくれるかしら！」

　うふふと笑いながら、彼女は私を椅子に座らせた。ひきだしから化粧箱を取り出す。

「じゃあ今日は特にアイメイクに力を入れましょう。唇に引く紅も特別あざやかなものを」

「うん、お願いね」

　私は手鏡ごしに、自分が少しずつ彩いろどられていくのを見守った。この時間って、本当に気持ちが高まっていくわ。化粧をすると寝ぼけた気分が吹ふき飛とんで、一気にお仕事の気持ちに切きり替かわるの。

　そうよ、たとえ背も胸も小さくても、私は王ファラオ。今日もバリバリ働いてやる！

「あぁぁぁぁ！」

　せっかくのやる気をくじくように悲鳴があがった。隣の部屋のウヌヌの声だ。何かしら……なんだか嫌な予感。

「アルシノエのサンダルがぁぁ！」

　ウヌトとともに駆けつけると、ウヌヌが白目をむいて私のサンダルを抱いていた。

「ひどいっ、革かわ紐ひもが切られてる！」

　夫のもとに駆け寄ってウヌトも悲鳴をあげた。

「ふわぁ、なんだぁ、朝からうるさいぞー」

　人型のアヌビスも目をこすりつつやってきた。この騒さわぎで目が覚めちゃったのね。気の毒に。

　私はウヌヌの手の中のサンダルを取り上げた。うん、たしかに革紐が切れている……しかも明らかに、故意に切られているわね。

「ぼ、僕、アルシノエの大事なサンダルを守れなかった……」

「王ファラオの御ぎょ物ぶつを守れなかったなんて……！」

「いや、あなたたちのせいじゃないわよ！　こんなこと、よくあることでしょ！」

「もうだめだ、僕たち死んでおわびを……」

「私たちなんて、鍋に飛びこんでお召めし上がりいただくくらいの価値しかないのよぉ！」

「いや、悪いのは革紐を切った犯人だから……！」

　必死になだめる私の手から、今度はアヌがサンダルを取り上げた。

「あーばっさり切られちゃったな。まぁどうせいつものあの人だろ。気にすることでもないね」

「うん、そうね。とりあえず修理をお願いしてみるわ」

　王ファラオたる私の身につける品々は、自室の隣にある衣装部屋におさめてある。部屋には鍵かぎをかけ、常に兵士が見張る、という厳重な体制。王ファラオの御物は王ファラオそのもの──だから、たかがサンダルといえどその一部を傷つけるなんて、本来は許されないことなんだけど。

　誰がやったのかは分かっているわ。そんなことができて、とがめを受けずにいられるのは──私の双ふた子ごの弟、イアフメスしかいないもの。

「いちいち気にしたら負けよ。さ、ウヌウヌ、代わりのものを用意してちょうだい！　公務に遅おくれちゃう！」

　兎夫婦を正気に戻し新しいサンダルを用意してもらって、私は黄金の王おう笏しゃくを手にした。

　ウヌウヌに見送られ、犬型に戻ったアヌビスとともに部屋を出ると、そこには──。

「やぁおはよう、アリィ」

　当然のごとく衛兵と──弟がいた。毎度毎度、予想通りね。

　低い背に、短く刈った髪、そして瞳は私と同じターコイズの空色。大きい目も豊かなまつ毛も薄い唇も、嫌になっちゃうくらい私にそっくり。そりゃあ双子ですものね、仕方ないわ。

　でも、これだけは言わせて。私はね、こんな性しょう根ねがグログロに腐くさったようないやらしー笑い方、絶ッ対にしない。顔は似てても、表情まで似てたまるもんですか！

「おはようございますイアフ。いったいどうしました、わたくしの部屋の前で」

「いやぁ、偶ぐう然ぜん通りかかったらアリィの部屋の中がずいぶん騒がしいんで、気になっちゃって」

　相変わらず白々しいわね！　どうせあんたと守護神の蠍女神セルケトがやったくせに！

「あら、そう？　あなたと違ってたくさんの神々に囲まれているせいで、にぎやかだったかしらね？　ごめんあそばせ」

　冷静な言葉の中に軽くイヤミを含ふくませたのだけど、どうも弟はそのことに気づいていない。私の足もとを見ながらニヤニヤしてるばかり。くぅ、頭も性格も悪い……！

「では、わたくし公務があるので失礼するわ。ごめんあそばせ」

　するりと彼の前を通って廊ろう下かを進む。〝華か麗れいに回避スルー〟、これが最善の策よ。

　ところが、弟の嫌がらせはまだ終わっていなかった。

「痛っ……！」

　お尻しりに軽い衝しょう撃げきを受けて、私は反射的に振り返った。ポトリ、と男物のサンダルが一つ落ちて、啞あ然ぜんとする。

「すまんすまーん、サンダルが足に合ってなくて、飛んでいっちまったぜ！」

　軽けい薄はくな声はもちろん弟のもの。彼の隣で衛兵たちは顔を真っ白くしている。

　あーそりゃみんなびっくりよねぇ……王ファラオ様に小こ汚ぎたないサンダルをぶつけてくれたんだからねぇ！

　いや、それよりもこの靴くつ底ぞこの意匠デザイン──。

　王笏と殻から竿ざお──どちらも王権の象しょう徴ちょう──を握にぎる少女。瞳の色は、ターコイズ。

　これって私よねぇぇ!?　コノヤロウ歩くたびに私のこと踏ふみつけて喜んでるわね！　しかもわざわざそれを私に見せつけてやったってわけねぇぇぇぇ!?

　もう許さない……おっそろしい目に合わせてやる……王ファラオの権力にものをいわせて──。

「わんっ」

　アヌビスが小さく吠ほえた。おかげで沸ふっ騰とうしかけた頭がすぅっと冷える。そうだわ……アホは無視に限るのだった。

「あ、そう。新しいサンダルをあつらえてはいかが？　では、またいつか」

　こうして私はほとばしる怒いかりを胸におさえこみながら、なんとかその場をやり過ごした。




　まったくもう！　アホな弟にからまれて最低な朝だわ！

　私は石の廊下をバシバシと叩きつけるように歩く。いっそ私もこの靴底にあいつの顔を刻んで毎日踏みつぶしてやろうかしら!?

　いやいやだめよ……あんなアホと同じことをしてもしようがないわ。

　弟イアフメスは幼い頃ころから全然変わらない。

　五歳の時、彼からおもちゃの人形を取り上げられた。木製で、赤と黄色で彩さい色しきされた、髪の長いお人形。私の大のお気に入りだったの。それを私の手から奪うばい取とった弟は、泣きながら追いかける私を振り払はらって、調理場に飛びこんだ。

　その後の光景を、今でも忘れることができない。

　あいつはそのお人形をカマドに放りこんだのよ……！

　めらめらと燃える炎ほのおの中で崩くずれていく大事なお人形。泣きじゃくる私を指差して笑う弟。

　イアフメスは徹底的に〝意地悪〟で、成長するにつれて〝意地悪〟の域にはおさまらない蛮ばん行こうも目立つようになっていった。

　私のお気に入りはどんどん消えてなくなっていく。朱しゅ色いろのリボンがついた軟なん膏こう箱ばこも、黄金虫スカラベの胸飾りも。目の前で壊こわされたこともあれば、気づいたらなくなっていたこともある。

　そして何より許せないのは、小さい頃から仲良しだった大事なお友だちが、あいつのいたずらで危あやうく死にかけたことだ。その時、私の中で何かがぷつりと切れてしまった。

　あぁ、いやだ。嫌なことを思い出しちゃったわね……。

　そうよ、こんな時こそ──。

　黒犬神アヌビスとともに石の廊下を進むと、衛兵たちが扉とびらを開けてくれる。強い陽ひ差ざしが私の瞳を焼いた。扉の向こうは宮殿の中庭。緑を豊かに茂しげらせた、宮殿内随ずい一いちの贅ぜい沢たく区域だ。

　その中庭に出ると、私はさっと近場の木の陰に隠かくれた。

「あぁ、今日も素敵……」

　だめ、とろけちゃいそうだわ……。

　だってティズカール様がいらっしゃるんだもの！

　彼は東あずま屋やにととのえられた椅子に腰こしかけ、机上に紙パピルスを広げていらっしゃる。彼の視線はじっとそこに注がれていた。

　あぁ私、今すぐあの紙パピルスになりたい……！

　ティズカール様は、ここでエジプト文字を学ぶのが朝の日課なのよ。

　隣りん国ごくマルトゥから婿むこ入いりした彼は、もともと我が国エジプトとも取引のある大きな隊商を率いていたの。（すごいわよね、立派よね！）だからエジプト語での会話はとってもお上手なんだけど、読み書きはまだ不得意みたい。

　今日も彼は三人の従者と教育係の老神官とともに紙パピルスと向き合っていらっしゃる。真しん剣けんな眼まな差ざしが尊い。何か指し摘てきされてはにかむお顔はもはや神こう々ごうしい。

　──あぁ、できれば私が手取り足取り教えてさしあげたい！

　そういえば……婿入りして半年たった今でもティズカール様は故郷マルトゥのお召し物を着ていらっしゃる。風を通しにくいからこの国の気候には適さないのに。

　やっぱり着慣れない服は嫌なものなのね。彼にとってこの国はまだ〝異国〟にすぎないんだ。そんなことを思うと寂さびしくなってしまう。

　ん？　でも、ちょっと待つのよアルシノエ。ティズカール様がエジプト風の薄手のお召し物をまとっていたら……だめっ！　直視できない!!

「アルシノエ、だらしない顔になってるぞ」

　いつのまにか人型になったアヌビスにつつかれた。その手にはハンカチが握られている。

　しまった、私ったらヨダレを垂らしてる！

「やだわ、会議の前に。お化粧が乱れちゃう。もうっ、どうしてティズカール様って毎日あんなに素敵なのかしら!?」

「……君みたいな変態に婿入りして、つくづくあの男ひとは不ふ憫びんだと思うよオレは」

「変態じゃないわ、恋こいする乙女おとめよ！」

　小声でアヌと言い争っていると、ふいに陽ひがかげった。あら、おかしいわ、今日は雲一つない快晴のはず。二人そろって空を見上げると、陽差しをさえぎって飛ぶ影がある。

「めずらしいわね。あれ隼神ホルスじゃない？」

　こちらへ向かって一直線に滑かっ空くうするのは、一いち羽わの隼はやぶさだった。羽ばたくたびに青空に炎が揺らめくから、炎を司つかさどるホルスだと分かる。

「どうしたのかしら、こちらに飛んでくるようだけど……」

　目立たないよう彼を迎むかえるために、私たちは建物の裏手に場所を移した。

　緋ひ色いろの隼が頭上で旋せん回かいし、私たちのもとに舞まい降おりる。その羽は猛たけ々だけしい緋の光こう沢たくを放っている。続いてその背から雛ひな鳥どりが転がるように飛び出した。

　あら、真理女神マアトも一緒だったのね！

　二羽の鳥たちはすぐに人型に変化した。

「やぁアルシノエ、アヌビス。久方ぶりだな、ははははははは」

　緋色の髪を荒あら々あらしく伸ばした筋肉質な男の神様、ホルス。このエジプトの熱気よりもさらに暑苦しい彼は、太陽神ラーの第一子だ。

　人型になっても、背中には大きな翼つばさがたたまれている。人間の見た目年齢でいうと、二十代半ばというところ。

「お久しぶりでちゅね、会いたかったでちゅよ！」

　まだ幼い少女の姿をしているのが、彼の妹で、真理を司るマアト神。彼女はまろぶように駆けて私に抱きついてくれた。ふわふわの栗くり毛げとふくふくの腕が可愛かわいい！

「二人とも、元気そうで何よりね。突然どうしたの？」

「人間界に降りてくるなんてめずらしいじゃん」

「はっはっはっ！　アヌビス、お前はずっと人間界ここにいるようだな」

「まぁね。なんだかんだでアルシノエの近くが落ち着くもんで」

「お兄ちゃん、世間話をしている時間はないでちゅよ〜」

　妹に注意されて、ホルスはデレっとうなずく。まったく相変わらず妹が大好きなんだから！

「今日はアルシノエに伝えておかねばならんことがあってな」

　彼の太い眉まゆがきりりとつり上がった。あら、あまりいい話題じゃなさそう。

「近頃、どういうわけか蠍女神セルケトがにわかに信しん仰こうを集めている」

「セルケト……イアフメスの守護神が？」

　そうだ、とホルスは物々しくうなずく。

「セルケトめ、王弟イアフメスの婿入りを一年後にひかえ、守護者を失う前の最後の悪あがきに出たのか、他の神に仕えていた神官まで取りこんでいるようだ」

　アヌが片眉をあげて疑問をはさんだ。

「利にさとい神官たちが、なんで今さらセルケトとイアフメスの側につくんだ？　あの愚ぐ弟ていが王ファラオの位につくはずなんてないのに」

「そうなのだ、太陽神ちちうえはセルケトの行動の裏に何かあるのではと懸け念ねんしておられる。また情報が入り次し第だい飛んでくる……あ、マアト、勝手に動き回るな！」

　深刻な話に飽あきてしまったのか、気づけばマアトは物もの陰かげを出てよちよちと中庭を歩きまわっていた。

　あ！　ちょっと、そっちはダメよ！

「こんにちはでちゅ〜」

　彼女がたどたどしく向かっていったのは、ティズカール様のもとだった。

「こんにちは、どうしたの？　一人じゃ危ないよ」

　突然の幼子の登場に、ティズカール様は驚おどろいて立ち上がる。

「だっこぉ〜」

「かわいそうに、親とはぐれちゃったのかい？　いったいどこの子だろう？」

「お兄ちゃん、いいにおいがするでちゅ」

　ああ！　マアトったらティズカール様に抱っこされて、お胸にスリスリまでして！　ダメよ、うらやましすぎるっ！
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「ふむ、真理を司るマアトに気に入られるとは。はっはっはっ、婿むこ殿どのは人間にしてはずいぶん心が清らかなようだな」

「純粋な少年ガキっぽいとこあるもんね、あの人」

　嫉しっ妬とに狂くるう私の横で、ホルスとアヌビスが感心している。

　ふん、何よ今さらそんなこと！　私が選んだお婿様だもの、そんなの当たり前でしょ！

　それよりもマアト……はやくティズカール様から離はなれなさいよぉ！
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　俺は中庭に現れた見知らぬ小さな女の子を抱いて首をかしげた。

　まだ三歳くらいだろうか。淡あわい栗色の髪はこの国ではめずらしい。こんな子が一人で遊んでいるはずがない。そう思ってあたりを見回しても保護者らしき大人は見当たらなかった。いくらなんでも危険すぎる。中庭には池だってあるというのに。

　と、突然。

　視界の奥に、女王陛下が現れた。しかも何かにつまずいたように、つんのめって物陰から飛び出したのだ。

　信じられない。こんなところに陛下がいらっしゃるなんて。いやそれよりも可愛らしくおつまずきになったぞ？　あの完璧で隙すきのない陛下でも転ぶことがあるのか。

　いやいや、そんなこと考えてる場合じゃない！

　腕に抱かかえた女の子をそっと地面におろし、素す早ばやく陛下のもとに参じた。

「陛下、おはようございます。昨晩は大変なご無礼をいたしまして、今さらながらに申し訳ない思いでおります」

　ひざまずいて一息に言う。昨晩はメジェド君の言う通りに陛下に近づいたけど、やはりどう考えても失礼だった。

　焦あせり気ぎ味みの俺に対し、陛下はきわめて冷静だ。

「別に気にしておりませぬ」

　先ほどつまずいた時に見せたあどけなさはどこへやら、そこには超ちょう然ぜんとした態度の王ファラオがいるだけ。

「気にしていない」か……。むしろ少しくらい気にしていただいてもよかったのに。いやいや、気にされていたら処しょ罰ばつされてしまうけれども。

「それよりも、その幼おさな子ごはわたくしの友人。こちらへ返してくださいませ」

　俺は思わず顔をあげた。この小さな女の子がご友人？　陛下がこの子をあやしたりするのか？　一緒に人形遊びをしたり？　想像もつかないぞ。

「それは大変失礼いたしました。重ねて申し訳ございません」

「いいんでちゅ、あたちが自分でお兄ちゃんのところに来たんでちゅから」

　幼子の手を取り「そういうことです」とだけ言い残し、陛下はするりと背を向けてしまわれた。小さいながらも威厳のある後ろ姿は俺を振り返ることもしない。

　良好な夫婦仲を築きたい……それだけのことが本当に難しい。




「ということがあったんですよ、メジェド君」

　その晩、寝台にもぐりこんだ俺は枕まくらもとの神様に朝の出来事を話した。

「ふむ。夫婦仲のう……」

　メジェド君は膝ひざを抱かかえている。足が布の中に収納されているので、こうなると完全にただの白い布のかたまりだ。

「ティズ君、考えすぎじゃよ。アルシノエ嬢と懇ねんごろになりたければ、ただ押して押して押しまくればいいのじゃ」

「いやいや、そんな無茶な。不敬を働くと実家に迷めい惑わくがかかるおそれがあります。人質の身でそれはまずいです」

「……絶対に大丈夫なんじゃけどなぁ」

　ふるふると体を横にふって、メジェド君は続ける。

「まぁ、なんにせよそんなに臆おくすることはないぞ。王ファラオといっても、アルシノエ嬢はまだ十八歳。転びもするし、笑いもする、普通の女子おなごじゃよ」

「普通の女の子か……たしかに、つまずいたお姿を見た時は、陛下を身近に感じましたね」

「そうじゃろ」

「でも、笑ったお顔なんてちっとも想像できないな。いつも冷静沈ちん着ちゃくな施し政せい者しゃの顔をしておられる。昨晩お部屋にお訪ねした時ですらそうでした」

「まぁ……たしかに、気持ちを隠して賢かしこく振るまうのは得意な子じゃな」

　メジェド君は眉を寄せた──というか眉み間けんの布にシワが寄っている。

「しかし、ティズ君は鈍どん感かんすぎる気がするのぅ……それもそれで〝推おせる〟とこじゃが……」

「え？　何かおっしゃいました？」

「いや、別に。それよりもティズ君はもっとアルシノエ嬢と話した方がよい」

「俺もずっとそう思っていますが」

「また無理やり部屋に押し入ろうではないか。我はそういう展開が好きじゃ」

「俺はそういうのは苦手です」

「うーむ、〝ギャップ萌え〟は〝鉄板〟なんじゃがのぅ」

　また意味の分からないエジプト語をぶつぶつと口にして、メジェド君はすくっと立ち上がった。あ、メジェド君……すね毛がぼうぼうだ。くっ、見てはいけないものを見た。とりあえず目をそらしておけ。

「ま、大丈夫じゃよ。夫婦なんだからのぅ。また個人的に会う機会も訪れるて」




　陛下との距きょ離りをつめられないまま、静かで変わりばえのしない毎日が続く。そんなある日、俺は王都郊こう外がいに出かけた。

「すごい……これが聖河ナイルの最盛期か」

　三人の従者と案内係のメジェド君とともに、汗あせをぬぐいつつ赤土のゆるやかな丘おかを登った。てっぺんからの景色は、圧巻だ。どこまでも続く赤茶けた砂漠を貫つらぬいて、どっしりとした聖河ナイルの流れが北へ伸びる。

　俺が婿入りした冬ペレトには、聖河ナイルの流れは細く、その両岸に黄金こがね色いろの帯が広がっていた。川の流れが続く地平の果てまで麦が穂ほを揺らす。思わず息を吞のんだのは、その光景が一年中乾かわいた国から来た俺の目にあまりに贅沢に映ったからだ。これだけの実りが得られれば、民が食いつめることもないだろう。

　エジプトは豊かだ。その恵みの源が、今まさに聖河ナイルの流れによって運ばれている。

「北の大国バビロニアでは大河の洪こう水ずい被ひ害がいが深刻ですが、エジプトではどんな対策を？」

「この国では洪水は起きない。聖河ナイルは太陽神ラーをはじめとする神々によって十分に統制されているのじゃ。神々に捧ささげる民の祈いのりに不足がなければ、聖河ナイルが荒あれることはない」

「な……なるほど」

「だから王ファラオの儀ぎ式しきが重要なんじゃ。民の祈りが我々にとどこおりなく届くよう、儀式を行い、神しん殿でんを建て、供く物もつを捧げる。王ファラオは〝神の牧まき人びと〟と言うじゃろ？　民を信仰へと正しく導き、エジプトを繁はん栄えいさせる──王ファラオはそういう存在なんじゃよ」

　王ファラオとは、俺の想像を遥はるかに超こえた、この国の要かなめであるらしい。陛下の部屋に押し入ったことがそら恐おそろしくなる。

　夫婦仲を良好に……。そんなこと彼女にとっては考える価値すらないことなのかもしれない。

　そんなことを思おもい悩なやみながら宮殿に戻った俺のもとに、一人の神官が駆け寄ってきた。大事な報しらせを届けるために。

「え、女王陛下が病やまいでお倒たおれになった……？」
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　この夏、王ファラオである私の公務は、目が回るほどにぎゅうぎゅうづめだった。

　例年、聖河ナイルの増水期である夏ケアトは忙しい。この季節は農地が聖河ナイルに沈しずむから、農民たちの仕事がなくなってしまう。その間、王ファラオの勅ちょく令れいで彼らに公共のお仕事に励んでもらい、その対価として毎日の生きる糧かて──小麦や野菜や果物など──を配給しなければならない。

　もちろん、聖河ナイルの恵みに感謝する儀式も滞とどこおりなく行った。まぁ、これはいつも一緒にいる神様たちのモフモフの毛並みをなでたり、贈おくり物ものをお渡わたしするだけなんだけどね。ちなみに私からの贈り物は〝肩たたき券〟よ。みんな喜んでくれたわ！

　私はいつにも増してバリバリ働き、神々の肩をもみ、あとはひたすら眠る。そんな多た忙ぼうな毎日を繰くり返かえしていた。

　あ、でもね、最近は毎朝中庭でティズカール様とご挨あい拶さつできるようになったの！　こんな嬉うれしいことってないわ！　そんな喜びを顔に出すことすらできないのがつらいところなんだけど。

　だって、愚弟イアフメスと、その守護神がどこで見ているか分からないのだもの。ティズカール様を──カマドにくべられた私のお人形のような目にあわせるなんて──そんなことは絶対にさせないんだから……！

　というのも、このところ奴やつの嫌がらせが日に日に加熱しているの。

　私の歩く先々に犬のふんを撒まき散らしたり（これには黒犬神アヌビスも大だい激げき怒どしていたわ。オレをバカにしてんのか、ってね）、私の部屋の扉に落書きをしたり、私の服をやぶいたり。ここまでくると、頭にくるよりも呆あきれてしまう。

　これがもう十八にもなった立派な王族のすることかしら!?

　とはいえ、公務と嫌がらせの波状攻こう撃げきは、気づかぬうちに私の体力をごりごり削けずり取っていたみたいで……。聖河ナイルの増水が最盛期を迎える頃、私はついに高熱を出して寝こんでしまった。あぁ、なんて情けない……。




「ひどいお熱ねぇ……」

　黒兎女神ウヌトの手が私のおでこにふれている。あぅー冷たくて気持ちいい。寝台で亜麻布にくるまって、私はゴホゴホと咳せきをした。うぅ、喉のどが痛いよぉ、寒気がするよぉ。

「ごめんねぇウヌウヌ」

「いやだアルシノエ、何を謝ってるのかしら？」

「そうだよ、さぁ、薬パンを食べて」

　熱で気弱になった心に、二人の優しさがしみる。アヌビスも私の足もとにずっとうずくまってくれている。

　人間の友だちがいない私にとって、いつでもそばにいてくれるこの三人の神様は心の支えだ。病気の時は、特に強くそう思ってしまう。

　困ったことに、それから夜が明けても熱は下がらなかった。もう一日寝台でうんうんうなって牛乳にひたした薬パンを食べて寝て、それでも熱が引かない。

　どうしよう、三日も寝こんでいるじゃない。公務に遅れが出てしまう。

　それにこの風邪のせいで、しばらくティズカール様のお顔を拝見していないのよ。このままじゃ心が干ひからびて、生きたままミイラになってしまうわ。

「大丈夫か、アルシノエ？」

　ぐったりと眠りに落ちて目を覚ますと、めずらしく隼神ホルスまでもが枕もとにいた。いつもの高笑いがなかった。太い眉があんなに垂れ下がって──心配かけちゃってるわね。

　そりゃあそうよね、先代の王ファラオ、つまり私のパパは、風か邪ぜをこじらせて亡なくなったから……。ホルスは特にパパと仲良しだったもんね。

「やだなぁ……ちょっと熱が出ただけよ」

「そうだな、大丈夫だな」

　そう言いながら彼は調理着エプロンの腰こし紐ひもを結び始める。

「食欲が出てきたら、消化にいいものを作ろう。俺の火力の見せどころだ」

「ありがと。でも今はいらないわ……今度、甘い麦むぎ粥がゆを作ってほしいな……ハチミツたくさん使ったやつ……」

　熱でボーッとしながらホルスの調理着エプロン姿を眺ながめる。うーん、むきむきの体に調理着エプロンも悪くないわね。ホルスは火を司る神様だから、カマドの火も彼の支配下なの。だから料理もとっても上手よ。

「アルシノエ、しっかりするでちゅ」

　ホルスのわきから幼い少女が現れて、私の寝台にすがりつく。

「真理女神マアトまで……だめよ、風邪がうつったら大変」

「あたちは見た目は幼いでちゅけど、神様だから風邪はひきまちぇんよ」

　あぁ、そうだった……ダメだわ、頭が働いてない。

「ほら、もう寝なよ」

　アヌビスがぶっきらぼうに亜麻布をかけてくれた。

「うん……もう一回寝る……」

「よく休むでちゅよ」

「また来る」

　隼兄妹きょうだいが鳥型になり、窓から去っていく。空の深さに彼らが吸いこまれていくのを見守ると……どうしよう、なんだか心細くなるわ。

　……本当にまた来てくれるかな。

　小さい頃、私の周りにはたくさんお友だちがいた。でも、今は誰もいない。そんな風にホルスたちも消えていかないよね？

「ねぇ、ウヌト」

「どうしたの？　アルシノエったら、なんだか泣きそうよ？」

「私が眠るまで、手を握っていてほしいの……」

「あら……もちろんよ、寝ている間中、ずっと離さないわ」

　ありがとうと言って、私はまた眠りの世界に落ちていった。




　──ひどいよイアフ！　なんで私のお友だちに意地悪するの!?

　──アヌ、聞いて……今度はメリトちゃんが怪け我がしたのよ……もう一緒に遊んでくれないわ。

　──イアフがね、みんなにデタラメばっかり吹きこむの。私が裏で人の悪口言ってるって……ねぇ、どうしてみんなそれを信じちゃうのかなぁ……。

　──うん、私もういいの。アヌたちがいれば幸せよ。それでね、立派な王ファラオになるわ。お友だちと遊んでる暇ひまなんかないわよね……たくさんお勉強しなきゃいけないんだもの。




　あ、夢……。

　私は重たいまぶたでゆっくりと瞬まばたきした。

　小さな頃の夢だった……。嫌だわ、もう忘れたと思っていたのに。高熱のせいで余計なことを思い出しちゃった。

　でも少し体が楽になった気がする。熱が下がってきたのかしら。

　あら？　ウヌトったら、あれからずっと手を握っていてくれたんだわ。疲れたでしょうね、悪いことをお願いしちゃった。

　私の手を握る彼女の手を、じっと見つめる。なんだかすごく安心する。誰かがそばにいてくれるって、本当に嬉しいことだわ。

　その手は大きくて、ゴツゴツしていて、いかにも頼たよりがいが……ん？　ウヌトの手ってこんなに男らしかったかしら？

「陛下、お目覚めですか？」

　……!?

　心臓が跳はね上あがった。こ、この声……そして、私の手を握っている、たくましい手……ま、まさか……？

　おそるおそる声の主を見上げる。少し困ったような表情で、こちらを見つめている彼は──。

「ティ……ティズカール様……？」
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　聖河ナイル見学から戻った晩、俺はメジェド君に陛下の病の件を伝えた。

「ただの風邪ではないか、とのことでしたが……心配です」

　俺が眉をひそめると、メジェド君の眉間の布にもしわが寄る。

「ふむ、働きすぎじゃの。これは見み舞まいに行かねばならんな」

　椅子にもたれた俺の周囲で、従者たちがきびきびと働いている。一番若くて長身のネイハムが、コップに水を注ぎながらメジェド君の方をチラチラ見ていた。

「まさかティズ様を、また陛下の寝室に忍びこませようなんて思ってないですよね？」

「失礼じゃな、今回は正々堂々真正面から突とつ入にゅうする好機であるぞ」

　と、突入……？

「婿が病びょう床しょうの妻を見舞わないでどうする？　行かない方がティズ君の立場を悪くさせるぞ」

「なるほど……たしかにおっしゃる通りかもしれませんね」

　俺のサンダルを脱がせながら、一番小こ柄がらな従者のルツがうなった。

「では見舞いの手配を。まずは神官方との調整でしょうか」

　中肉中背でサラサラ髪の従者イサヤが俺の肩をほぐしながら考えている。

「あのさ、みんな……」

　隣にネイハム、足もとにルツ、背後にイサヤと囲まれながら、俺は一応言ってみる。

「そうやって何もかも世話してくれなくていいよ？　サンダルくらい自分で脱げるし。だいたい、実家マルトゥでは全部自分でやってただろ？」

「「「ダメです！」」」

　三人同時にいきり立って、ものすごい剣けん幕まくでにらまれた。

「ティズ様は大国の婿様らしく偉えらそうにしててください！」

「ていうか俺たちティズ様のお世話くらいしかすることないんですから！」

「仕事を奪わないでくださいよ！」

「は、はい……」

　三人の勢いに負けてしまった。

　でも、彼らの気持ちはよく分かる。やるべき仕事がないのはつらい。

　そもそも彼らは俺の従者であると同時に、隊商で働く部下でもあった。帳ちょう簿ぼの管理、仕入れや宿の手配、各都市の情報収集。有能で使いでのある若者たちだ。

　なのに、今はこのありさま……サンダル脱がすとか……ほんと申し訳ない。

「では我は黒犬神アヌビスに話をつけておく。従者ＡＢＣは人間界での手続きを進めてくれ」

「えーびーしー？」

　俺も三人も聞き慣れない言葉に反応した。

「小さい方が従者Ａ、中くらいが従者Ｂ、大きいのが従者Ｃじゃ。〝モブ〟の区別としては一いっ般ぱん的てきじゃろ」

「いや、意味が分かりません！」

「俺たちちゃんと名前がありますからね！」

「ていうか〝もぶ〟ってなんですか!?　よく分からないのにバカにされてる気がするのはなぜ!?」

　わはは、と笑ってメジェド君はすそをフリフリと揺らしながらどこかへ消えていった。




　陽が落ちて就しゅう寝しんの準備が整った頃、メジェド君はまたペタペタと足音を立てながら現れた。いつも物陰から突然ヌッと顔を出すので、最初の頃はよく驚いたものだ。

「ティズ君、話は通しておいた。だが、思ったよりも嬢の風邪はしつこいようじゃ。もう少し熱が下がったら来てくれとのことでな」

　寝台に腰かけた俺の隣にメジェド君も座りこんだ。

「陛下は大丈夫なんでしょうか？」

「まぁ、命に関わるような病状ではなさそうじゃったよ。流行はやり病やまいの噂うわさも聞かぬし」

　というわけで、とメジェド君は背すじを伸ばした。

「ティズ君には我が国の見舞いの作法を教えねばならんな」

「見舞いの作法……それはぜひ教えていただかなければ」

　居住まいを正すと、メジェド君の目がカッと大きくなった。

「まず、相手を気き遣づかうことが先決じゃ。そう、体温をはからねばならない」

　たしかにそうだな……熱を確かく認にんする、と。

「その時に、エジプトでは、自分のひたいと病人のひたいを合わせるのだ。自分より熱があればそれですぐ分かる」

　……ひたいと……ひたい。

「そ、そんなことをするのですか？」

　うむ、と重々しくメジェド君がうなずく。

「手でさわるのではダメなのでしょうか？」

「非常識である！　検温はおでこ！　これがエジプトの常識じゃ!!」

　そ、そうなのか？　一いっ瞬しゅん疑ってしまったが、たしかにこの国の風習が自分になじまないことはよくある。

　たとえば服装。どんなに暑くても、俺はこの国の露出が多い衣ころもをまとうのに抵てい抗こうがある。どうにも落ち着かないのだ。だから今でも実家マルトゥから持参した服を着て過ごしてしまう。

「わかりました、ひたいで検温、ですね」

「そうじゃ。なんなら我のひたいで練習しておくか？」

「そ……それはけっこうです」




　翌日、陽が落ちかけて涼すずしくなった夕方、正式な手続きにのっとって、俺は王ファラオの私室を訪問した。もちろん従者は入室できない。彼らを廊下に待たせて部屋の扉を軽く叩く。

「ようこそ、お待ちしておりました」

　出迎えてくれたのは、豊かな黒髪が美しい女性だった。その頭から兎のような黒い耳がのびていて、俺は少し驚く。そうか、この方が陛下の身の回りのお世話をしているという黒兎の女神様か。

「お初にお目にかかります、ティズカールと申します。本日はご無礼ながらも……」

「あら、それは何？」

　挨拶をさえぎって、彼女は俺が持参した見舞いの品に興味を示した。

「オリーブの枝を束ねてお持ちしました。ちょうど白い花が美しく咲さいておりましたので」

「まぁ素敵！」

　彼女は大げさに喜びながら花束を受け取り、部屋に飾るわと耳をぴょこぴょこ揺らした。そして奥の部屋、陛下の寝台のわきまで案内して、椅子まで用意してくれる。

「さぁ、ごゆっくりなさって。私は隣室におりますから、何かあったらお呼びください」

　綿毛みたいな尻尾をフリフリさせながら女神が去っていくと、俺は陛下と二人きりになってしまった。静かに腰をおろす。

「陛下、ティズカールです。お見舞いに参じました」

　寝台のそばでささやくようにお声をかけたが、聞こえてくるのは小さな寝息だけ。彼女は俺に背を向けて、よくお眠りになっているようだった。

　了りょう承しょうを得たとはいえ、眠っている女性の部屋に踏みこんでしまったのはかなり罪悪感があるな……。

「うぅん」

　陛下は少しうなされたように声をもらすと、こちらに向けて寝返りをうった。

　ついお顔をまじまじと見つめてしまう。熱でやや上気し、汗で前髪がひたいに貼はりついていた。口を少しだけ開けて、静かに呼吸している。化粧気のないお顔は若々しく、そしてあまりに無防備すぎた。

　あぁ、陛下はまだお若いのだ。そんな当たり前のことにやっと思い至ると、熱で苦しむ姿が余計に痛ましい。せめて汗だけでもぬぐってさしあげようと手を伸ばし──。

　その手をつかまれてしまった。陛下が俺の手を強く握り、放してくださらない。

　いったいどうするべきだろうか。

　握られた手をほどくことができない。起こしてしまうかもしれないし……それに、握る力があまりに必死だったから。

　このままにしていよう。俺は腹をくくることにした。

　勝手にお手にふれるだなんてあまりにも無礼だ。お怒りを受けることも十分考えられる。

　でも、お眠りになっている陛下のお心が安らぐなら──それこそが夫の務めだろう？
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　熱にうなされて目が覚めたら、なぜか隣にティズカール様がいた。寝台に寄り添うように椅子に腰かけ、こちらを見つめていらっしゃる。

　私、熱で頭がおかしくなってしまったのかしら？　黒兎女神ウヌトに手を握っていてってお願いしたのに。

　ん、手？

　ああ！　私、ティズカール様のお手を握ってるじゃない!?　これまで手を握るどころか、お召し物のすそにすらふれたことがなかったのに！

　私は慌てて彼の手を振り払ってしまった。いけない、これじゃ失礼よ！

「陛下、申し訳ございません」

　けれど、混乱する私よりも先に彼が頭を下げた。

「勝手にお体にふれるつもりはなかったのです。ただ、うなされた陛下に手を握られて……その、離れることができなかったものですから……」

　ちょっ、それって要するに私がティズカール様のお手を握って放さなかったってことですか!?

「ご不快に思われても仕方がないとは思うのですが……隣室にウヌト様もいらっしゃいますし、誓ちかって不ふ埒らちな行こう為いはしておりません」

　彼はきっぱりと言い切って一礼した。

「とりあえず、陛下が無事お目覚めになって安心いたしました」

　そう言って、ふいに彼は大きな手を私のおでこに伸ばした。驚いて固まっているうちに、前髪が優しくかきあげられ、その仕草に今度は息が止まってしまう。

　え……？

　さらにティズカール様は、覆おおいかぶさるようにお顔を私のおでこに近づけてきて──。

　えぇぇぇぇ!?

　彼の端たん整せいなお顔が、文字通り私の目と鼻の先に差し出され──。

　こつん。

　おでことおでこがふれあった。

　……っ!?
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　ちょっ、ちょっと待って！　お顔が近っ──カッコよすぎ……！　いやそれよりも吐と息いきがかかって、心臓が……は、破は裂れつする!!

　な、なんで!?　どうしてティズカール様ったらこんなことを!?

「陛下、お熱がまだ下がっていらっしゃらないようですね」

　鼻先がぶつかりそうなその距離のまま彼が眉をひそめる。あぁ、心配してくださっているのだわ。ティズカール様は本当にお優しい方……そんなところが私は好きでたまらない。

　でも、でも。

　──今、体温が上がっているのはあなたのせいですけど!!

　このまま高熱と心臓破裂で死ぬわけにはいかない。私は決死の思いで彼の体を押し返した。

「ティズカール殿どの……あの……お顔が、近すぎます」

　彼はハッとしたように私の瞳を見る。みるみるうちにそのお顔が朱しゅに染まっていった。

「も、申し訳ございませんっ！　あの、これは、その、陛下のお熱を確かめようと思っただけで！」

　弾はじけ飛ぶように彼がのけぞって、やっと私は解放された。

　そうよね、熱よね、熱をはかろうと……ってなんで熱をはかるだけでそんなに近づくのよぉ！　嬉しいけど、嬉しいけどっ！　なんなのもうティズカール様ってどうして唐とう突とつに大胆になっちゃうの!?

「お、おそろしい不敬を働き、申し訳ございません。いかようにも処分をお受けいたします……！」

　ん？　処分？

　床にひざまずいてうなじを差し出す彼は、まるで兎夫婦ウヌウヌみたいになってしまっている。

　そこでやっと気がついた。私、目が覚めてからろくにしゃべってない。これじゃ怒っていると誤解されても仕方がないわ！

　そうよアルシノエ、王ファラオだからってお高くとまってると思われちゃダメ！　何か言わなくちゃ！

「あの……」

「はい」

「その……」

「なんなりとお申しつけください」

　ええ、言いたいわ……言いたいんだけど……どうしてか言葉が出てこないのよ。おかしい、アヌたちの前とか会議の場ではあんなにスラスラ話せるのに、どうして今は何も言えないの。

　胸がドキドキして、手が震える。知らなかった、おそばにいるだけで緊きん張ちょうするけど、お話ししようとするともっとダメになってしまうのね。

　とりあえず怒ってないことだけでも伝えなきゃ！　頑がん張ばるのよ、アルシノエ！

「わ、わたくし……あの……お、怒って、いない、です」

　!?　カタコト!?　どこにいったの、いつもの賢い私は!?

　あぁ、ティズカール様ったらなんでそんなキョトンとしたお顔をしてらっしゃるの？　私、そんなに変だったかしら？　そうよね、変よね。まともに会話もできなくて。

　恥ずかしくって情けなくって、消えてしまいたくなって、私は亜麻布を頭までかぶった。

　ベソベソと嘆なげいていると、くすり、と小さく笑う声が聞こえてきた。その穏おだやかな声こわ音ねにひかれて、私はそろりと顔だけを出してみる。

　そこには、やわらかく微笑ほほえむティズカール様がいた。

「アルシノエ様は……可愛らしいお方なんですね」

　あ、その笑え顔がお……。

　体の奥がどうしようもなくぎゅっとなった。

　──花が咲くように笑う人。

　そうよ、私、この笑顔に惹かれて彼を好きになったの。

　あたたかい眼差しを私に向けてほしくて。

　私だけに微笑んでほしくて──。

「ど、どうされました？」

　ティズカール様が腰を浮うかして焦りだす。

　ぽろぽろと私の頰を伝うものが亜麻布を濡ぬらしていた。

　あぁ、どうしよう。私、泣いているんだわ。

　夢が叶ったから、あんまりに嬉しくって。

　ティズ様はおそるおそるというように私の頭に手をのせた。そしてぽんぽんと優しい仕草で頭をなでて、私をなぐさめてくださる。

「何か悲しいことがおありですか」

　彼の手のひらからぬくもりが伝わってくる。なんてあたたかい気遣いなんだろう。

　私はふるふると首を振った。

　幸せだから泣いているのです、とお伝えしたかったけど……まだそれはできない。だってイアフメスの目が怖いから。だから今は精いっぱいの感謝の気持ちをお贈りしよう。

「ティズカール殿……お見舞いに来てくださって、本当にありがとうございました」
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　お見舞いに伺うかがってよかった。陛下の私室を辞した俺は、どことなく安らいだ気持ちでいた。お熱は残っていらっしゃったが、病状はそこまで悪くないようで安心した。それに、自然体の陛下とゆっくりお話しできたことに、夫としての喜びを感じずにはいられない。

　急いで亜麻布をかぶってしまわれたご様子も、発熱の心細さのせいか涙をこぼされたことも、率そっ直ちょくなありがとうの言葉も、ごく普通の女の子のもので、

　──可愛らしいな。

　あの偉大な陛下のことをそう思っている自分がいた。

　メジェド君の言葉を思い出す。

　──王ファラオは〝神の牧まき人びと〟。

　十八歳の女の子が戴いただくには、あまりに重い王おう冠かん。

　彼女は部屋の外では精いっぱい虚きょ勢せいを張っていらっしゃるのかもしれない。けれど、きっとありのままの彼女は──ただの一人の女の子なんだ。

　これまで彼女に怯おびえていた自分が滑こっ稽けいに思えてきて、俺は小さく笑いをもらした。

　そう、俺は大いに満足していたのだが……。

「み、みんなどうした？」

　俺の戻りを廊下で待っていた従者三人組が、一様に肩をズドンと落としている。そして俺の顔を見るなりわっと飛びついてきた。

　その目が、血走っている。

「ティズ様！」

「は、はい！」

「お見舞いはどうでしたか!?」

「ど、どうって？　いや、陛下のご体調が改善に向かっているようで安心し……」

「なにを悠ゆう長ちょうなことをおっしゃっているんです！」

「えぇ!?」

「そうですよ、アホなガキみたいなこと言わないでください！」

　三人ににじり寄られる理由がまったく分からない。ていうか今、アホとかガキとか言われなかったか？

　彼らの勢いで俺は廊下の壁かべぎわに追いつめられてしまった。

　ま、まさかこれは──秘技〝かべどん〟!?　どうしよう、なんか変な気持ちになるぞ！

　一方三人の勢いは止まらない。長身のネイハムが、凄すごむような声でぼそりと言った。

「ティズ様……？　もちろん接吻ちゅーくらいしましたよね？」

　はぁっ!?

「それよりもっとすごいこともしちゃいましたよね？」

　はぁぁぁぁぁぁ!?

「ど……どうしたんだ？　今日はお見舞いだぞ。病床の陛下にそんな……」

「「「ああああああああああ」」」

　俺がまっとうに否定すると、三人はそろって床に崩れ落ちた。
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　翌日、熱が下がって王ファラオの仕事に戻れば、やることが山積みになっていた。

　うぐぐ、病やみあがりなのにゆっくり休む暇なんてないわね。でももう大丈夫、いつものアルシノエに戻ったんだから。ううん、むしろティズカール様のお見舞いのおかげで、病気前より元気になった気がするくらいよ！

「こほんっ！」

　記き憶おくの中の夫君の笑顔にひたっていた私を神官の咳せき払ばらいが現実に引き戻した。まずいわ、朝ちょう議ぎの最中だった！

「陛下が無事お戻りになって、神官一同胸をなでおろしております」

　神官たちがそろって頭を下げる。もちろん一段高い玉座の私に向かってね。

　石床にむしろを敷しいた彼らの定位置で、ひとりの神官が顔をあげた。あぁ、黒犬神アヌビスを祀まつる神殿の神官長ね。

　五十過ぎの彼は、赤黒い顔に刈り上げた白しら髪がの対比が印象的なのよね。だからアヌと〝紅白おじじ〟ってあだ名をつけて呼んでるんだけど（もちろん本人には内ない緒しょよ）。

「陛下、今回は無事ご回復なされましたが──ままならぬことが世の常。稀き代たいの名君といえど、必ずしも病に打ち勝てるとは限りません」

　あーぁ、お説教かぁ。長くなるのかしら、嫌ねぇ。

「〝名君薄はく命めい〟という言葉もございます。ですので、陛下」

　彼は白い眉をつり上げ、重いまぶたをかぶった瞳で私を直視した。な、なによ、怖いわね……。

「はやくお世よ継つぎをおつくりになってくださいませ」

　なんだ、そんなことね、はいはい。

　ん……？　お世継ぎ……？

「まこと無礼なことを申し上げますが、婿様の夜のお渡りがないことを我々は存じております」

　えぇっ!?

　驚く私の耳に、神官たちのひそひそと話す声が届く。

（夜の役に立たぬ婿など、不要ではないか？）

（見舞いでしか招かれないとは、情けない婿だ）

（やはり異国の男は頼りにならん）

「もしあの小国の婿が気に入らぬのであれば、別の者を用意いたしましょう」

　はぁ!?

「一日でもはやくお世継ぎをおつくりになり、我々を安心させてくださいませ」

　はぁぁぁぁ!?


[image: 区切り]



「えー我が同どう胞ほうたちよ。まこと多忙な中こうして集まっていただき、深く感謝する」

　オレはピンと耳を立て、円えん卓たくの一席で通り一いっ遍ぺんの挨拶をした。

「はっはっはっ、黒犬神アヌビス、社交辞令はいらないぞ。どうせ旧知の仲の者しかいないのだからな」

　隼神ホルスがむさ苦しい高笑いを響ひびかせた。まぁ、たしかにこいつの言う通りか。オレは円卓に座した面々を見渡した。

　左隣に隼神ホルス、その膝の上に妹の真理女神マアト。

　兄きょう妹だいの奥、オレの向かい側に座るのが時神トート。

　そしてトートとオレの間に兎夫婦ウヌウヌが席を与あたえられている。

　円卓は闇やみの中に鎮ちん座ざしている。

　そう、オレは〝闇のアヌビス〟。世界に渦うず巻まく闇を集め、人目につかない空間を作り上げることなど、たやすいもんさ。

「あ、アヌビス様……本当に我々も同席してよろしいのでしょうか？」

　白兎男神ウヌヌが怯えながらオレに聞く。妻の黒兎女神ウヌトと抱き合ってガタガタ震えるこいつらの気持ちは分からなくもない。

　集まってる神の位が高すぎるんだよなぁ。

　さすがにオレのことはもう慣れただろうけど、ホルスもマアトも太陽神ラーの実子だ。人々の信仰もことさら篤あつい。

　あげくに今日はトートも呼んだ。〝時の管理者〟として強大な力を持つ彼なんて、地方の小神殿に祀られるウヌウヌからすれば、ひっくり返って毛皮になるほど畏おそれ多おおい存在だろう。

「それより、はやく本題に入ろうじゃないか」

　そうオレをうながしたのは、トートだった。

　人型のこいつは四十歳前後の男の姿で、黒々とした顔に軽くひげをたくわえている。頭にはターバンを巻くのがお気に入りで、そこに朱鷺ときの風かざ切きり羽ばねを差している。こいつは本来、朱鷺の姿をした神様だからな。

　伸ばした髪と一緒にターバンの切れ端を肩に垂らし、太い首には幾いく重えにも首飾りネックレスをしている。細いタレ目に、よく動く胡う散さん臭くさい眉。

　要するにトートは〝ちょっと悪そうだけど格好いいオヤジ〟、といった風ふう貌ぼうの神だった。

「実は今日集まってもらったのは、蠍女神セルケトのことなんだ。トート、頼たのむ」

「あぁ、任せろ」

　トートは意味ありげに笑うと、右手で天板の上の空気をなでた。

　すると、一枚の紙パピルスが円卓の上に現れる。

　トートは時を司り、文ふみを管理する神。エジプトで起こったあらゆる出来事を記録し保管するのが役割だ。

　これを見ろ、と彼は一文を指し示した。

「この夏、セルケトを祀る神殿が少なくとも三つの都市に造営された」

　ホルスが隣でうなる。

「それほどまでにあのサソリ嬢の勢力が増しているというのか……？」

「にわかには信じがたいが、そういうことらしい。神々の主あるじである太陽神ラー、死後の世界の主・冥界神オシリス、この二大神がアルシノエを擁よう立りつし、支持し続けているというのに、なぜか王弟イアフメスの守護神であるセルケトが信仰を集めつつある」

「なんか変でちゅね〜」

「そうなんだ。だからアルシノエの守護をこれまで以上に固めたい。毒サソリにでも狙ねらわれたらたまらないからな」

　耳をピンと伸ばすオレに、トートが軽く笑う。

「アヌビス、安心しろ。各地の動きに気を配るのは俺に任せてほしい」

「ありがとう、頼む」

「はっはっはっ！　アルシノエの守護には俺も参加しよう！」

「いや、お前は暑苦しいから嫌だ」

　オレは一いっ蹴しゅうした。ホルスが毎日王宮にいる生活なんて耐たえられない。

「嫌われてまちゅね〜お兄ちゃん」

「はっはっはっ！」

　耳みみ障ざわりな高笑いを無視して話を続ける。

「それで、できれば猫女神バステトに来てもらいたいんだ。オレが冥界業務で忙しい時はどうしても守護が手て薄うすになるから……」

「なるほど。彼女なら適任だな。俺が話をもちかけておこう」

　トートがあごひげをなでて、いらない決め顔をする。

「悪いな、助かるよ」

「かまわない。美しき女神と話す機会が増えただけのこと」

　そうやって話がまとまっていく中で、そろりとウヌトが手をあげた。

「あの、畏れ多くも、私からもご相談が……」

　あぁ、あのことかぁ。ウヌトの言に心当たりのあるオレは小さくため息をついた。

「実はアルシノエが先日しつこい風邪をひいたことがきっかけで、神官たちの間で王ファラオの世継ぎを望む声が高まっていまして……」

「はっはっは、立派な婿むこ殿どのがいるのだから当然だろう！」

　オレとウヌウヌは顔を見合わせて肩を落とした。話の続きはウヌトが継ついだ。

「おっしゃる通りですけれど、今はイアフメス様の目が気になります」

　トートが両眉を下げてわざとらしく嘆く。

「気の毒に。アルシノエは堂々と夫を愛することもできないわけだな」

「えぇ、そうなんです。アルシノエは婿殿とイチャイチャしたいのですけれど、王弟の攻撃を恐れてその気持ちをおさえている状じょう況きょうです。一方で神官たちは国王夫婦の不仲を疑い、そうでなければはやく子をなせ、と急せかしています」

　そう、アルシノエは板いた挟ばさみになっているのだ。

「はーぁ、いったいどうしろって言うんだよなぁ」

　尻尾と耳が垂れ下がる。隣を見れば、ウヌウヌの耳も情けなく折れていた。

「はーはっはっはっ!!」

　一段と高く笑い声が響いた。

「アヌビス、そんなことでへこたれるなど、お前らしくもない！」

「なんだよホルス、暑苦しい……」

「お兄ちゃんには何か策があるのでちゅか？」

　マアトが膝の上からホルスを見上げる。ホルスは満面の笑えみで親指を立てた。

「よく考えてみろ、ここに神が六人もそろっているのだぞ！　我々が力を合わせれば、一夜くらい弟の目から二人を守ることなどたやすいのではないか？」

「え？」

　目を丸くするオレの向かいで、トートが口の片端をくいとあげて笑う。

「なるほど、アルシノエのために全員で一肌脱ぐ、というわけか」

「お、お前ら……それぞれの業務で忙しいだろう？　大丈夫なのか？」

　円卓の顔を見渡すと、ホルス、マアト、トートが「心配するな」と笑っている。

「はーはっはっ、ほかならぬ王ファラオのためだ、この鍛きたえ上げた肉体を限界まで行使しようではないか！」

「あたちもアルシノエの幸せのためなら頑張りまちゅよ」

「ふっ、若い二人の色いろ恋こいを応おう援えんするのになんの躊ちゅう躇ちょがあろうか」

　三人の頼もしい言葉に、ウヌウヌは耳を元気に伸ばして抱き合った。

「お前ら……ありがとう、恩に着る！」

　オレは思わず立ち上がった。こいつらが協力してくれるなら、これ以上に心強いことはない。そしてオレも、アルシノエを喜ばせたいのだ。

「よーし、それじゃあ作戦開始だ！」
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　浮かれ気分の従者三人に囲まれながら、俺はあっけにとられて立ち尽くしていた。たった今、俺の部屋を去っていった陛下の使いの言葉が頭の中にこだましている。

　──今宵、夜の帳とばりがおりた刻限に、王ファラオのお部屋を訪れますよう。これは陛下直じき々じきのご命令です。

　頭が真っ白になった俺を置いてけぼりにして、従者たちがうきうきと準備を進めていた。

　どうも三人は俺が陛下を見舞っている最中に、「異国の男は役立たず」だの「婿も従者もそろって情けない」などと神官に嫌いや味みを言われたらしい。それがずいぶん悔しかったのだろう。俺が陛下の閨ねやに呼ばれたことで、名めい誉よを挽ばん回かいできると思っているようだ。

　けれど、本当にいいのだろうか。

　これまで俺と言葉を交かわすことですら厭いとい続けてきた陛下なのに。たしかにお見舞いに伺った時は多少は喜んでくださっていたかもしれないが……。

　陛下のお顔が胸に浮かぶ。冷然とした君主としての陛下ではなく、着飾らぬあどけない表情の──。

「ティズ様、支し度たくがととのいましたよ」

　ルツに声をかけられて、俺はハッと現実に戻された。窓の外では陽が地平線に沈み始め、世界は薄うす紫むらさきの闇に覆われようとしている。

　そうだ、迷っている場合ではない。俺を招いてくださったのは陛下ご自身なのだから。

「……では、行こうか」

　そう言って、まさに自室を出ようとした瞬しゅん間かん──

「な、なんだ!?」

　いつのまにか目の前に一羽の大きな朱鷺ときがいた。

　俺も従者三人も驚きょう愕がくのあまり体が硬こう直ちょくする。そんなばかな、今までこの部屋には俺たちしかいなかったのに。

　白い羽に大きな漆しっ黒こくのくちばしを持つその鳥は、細長い首をゆるりとめぐらしはっきりと俺を見た。白銀の翼には不思議な光沢があり、大理石のようにきらきらと輝かがやいている。明らかに普通の朱鷺ではない。

　驚いて動けない俺の前で、朱鷺が霞に吞まれた。たちまちその優美な姿は消え、一人の男が現れる。

「な、何者だ!?」

　ルツが素早く剣けんを抜き、かばうように俺の前に立つ。イサヤとネイハムもそれに続いた。突然現れた男は、身構える様子もなくふっと不敵な笑みを浮かべた。

「驚かせてすまない。俺は時神トート。このエジプトの時と文ふみを司る朱鷺の神さ」

　男が白銀の翼を大きく広げたので、ただの人ではないことに納なっ得とくできた。俺は従者たちの剣を鞘さやにおさめさせた。

「トート様……位の高い神様とお見受けしますが、なぜこのようなところに？　そしてどうやって現れたのですか？」

「同時に二つの質問かい？　ずいぶん欲張りな男だな。だが欲深い男は嫌いじゃないぜ」

　トート様はあごをあげて片目をつぶった。

「二つの質問の答えは、どちらも俺が〝時〟を司る神であることと関係する。俺は時を止め、その隙にここに現れたのさ。婿殿を誰にも知られず妻のもとに導くためにな」

「なるほど……ですが『誰にも知られず』というのは？」

「おっと、野や暮ぼなことを聞いてくれるなよ。恥じらう乙女の心を黙だまって汲くんでやるのがいい男ってもんだろ？」

「……は、はい」

「ふっ、素す直なおだな。さて、夜の帳は長くは落ちていないものだ、急ごう」

　トート様が自ら廊下に続く扉を開けてくださった。その先に待ち構えていたものに、俺は驚きの声をあげる。

「こ、これは!?」

　扉の向こうにあるはずの廊下がない。広がるのは一点の明かりもない暗くら闇やみだった。

　その闇の中から、少年の声が聞こえる。

「婿殿、安心しろ。これは俺が集めた夜の闇だ」

「そうこの闇は黒犬神アヌビスの眷けん属ぞく。まぎれて進めば誰にも知られずアルシノエのもとにたどりつける」

　トート様に背を押され、俺は部屋を一歩出る。従者たちも続こうとしたが、「俺たちの守護があるから」とアヌビス様に止められていた。

　おそるおそる足を踏み出すと、背後の扉が閉まった。完全な闇の中、先がまったく見えない。この中をどうやって進めばいいのだろう。

「なんだ？」

　闇の奥に一点の光が灯ともった。その赤い光は次第に大きくなり一条の線を描く──あれは炎だ。燃えさかる翼を大きく広げ、一羽の隼はやぶさがこちらに向かってくる。闇を切きり裂さいて俺のもとにたどりついた隼は、すぐに霞に吞みこまれ姿を消した。代わりに現れたのは筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうの赤い髪の男だった。

「はーはっはっはっ！　初めまして婿殿、俺の名は隼神ホルス！　太陽神ラーの一子にして、炎を司る男だ！」

「はぁ、闇の中ですら暑苦しいなホルスは。婿殿、そいつを松明たいまつの代わりにしてくれ」

「はっはっはっ！　アヌビスよ、俺を照明よばわりとはいい度胸だな！」

「事実だろ。さっさと行けよ、空飛ぶ松明」

　再び高笑いを響かせ、ホルス様が隼の姿に戻った。なんて慌ただしい神様だ。ご挨拶する暇もなかった。

　彼は赤々と燃える翼を羽ばたかせ、ゆっくりと闇の奥へと飛んでいく。またアヌビス様の声が聞こえた。

「婿殿、ホルスについていけ。アルシノエの居場所まではあいつが案内してくれる」

「はい」と答えながらも、アヌビス様に導びかれることが腑ふに落ちない。以前、陛下のお部屋を訪れた俺を追い出したのは彼なのに。

　隼の後ろをついて闇の中を進んだ。炎が描く軌き跡せき以外は何も見えない。地を踏む感かん触しょくがあやふやなまま突き進み、時間の感覚も失いかけた頃、闇の中に光り輝く扉が現れた。両開きのその大きな扉に、小さな女の子が背を預けて座っている。

「待っていまちたよ、ティズカールお兄ちゃん」

「君は、陛下のお友だちの！」

　ぽふぽふとお尻を払って立ち上がった彼女は、かつて俺が王宮の中庭で出会った女の子だった。こんなところで再会するなんて。まさかこの幼い少女も神様なのか？

「この扉の向こうでアルシノエが待っていまちゅ」

　くりくりとした丸い目で彼女はじっと俺を見つめる。その瞳の黄金色に何か強い力を感じて俺の背すじが自然と伸びた。

「この扉をくぐれば、アルシノエの夫とちて大きな一歩を踏み出すことになりまちゅ。ティズカールお兄ちゃんには、妻への愛をつらぬく覚かく悟ごがありまちゅか？」

　少女の声が厳然とこだました。無む垢くな瞳が、すべてを見み透すかすように開かれている。

　愛をつらぬく……か。

　俺は腰をかがめ、彼女に目線を合わせた。怯えさせぬよう優しく微笑む。

「もちろん自分の想おもいをつらぬく覚悟はある。でもね、愛っていうのは一方的に押しつけるものじゃない。夫婦で作り上げるものだ」

　いとけない表情でぽかんと口を開け、少しの沈ちん黙もくをはさんでから、少女はぽつりとこぼした。

「……そういうものでちゅか？」

「少なくとも俺はそう思っている。だからそのために今宵陛下のもとを訪れるんだ。さぁ、俺を通してくれないかい？」

　彼女はこくりとうなずくと、扉を軽くノックした。

「兎夫婦ウヌウヌ、開けてくだちゃい」

　音も立てずに扉が開かれた。左の扉を黒兎女神ウヌト様が、右の扉を白い兎うさぎ耳みみの男性が引いていた。

「婿殿、よくいらっしゃいました。僕は白兎男神ウヌヌ。妻のウヌトとともにアルシノエの身の回りの世話を任されています」

「アルシノエの準備は完璧よ。私たちが頭の先からつま先まで、美しくお手入れしましたから」

　ぴょこぴょこと耳を動かしてお二人が招き入れてくれた。扉の中は、お見舞いの際に訪れた陛下の自室。奥の間が寝所だということを俺は存じ上げている。

「では、アルシノエのことはお任せしました。あの……彼女を大事にしてあげてくださいね」

　ウヌト様が言い残し、二人は俺が来た方、幼い少女の残る闇の中に下がってしまった。俺は一人取り残される。

　ふぅ、と一つ息がもれた。なんで妻のもとを訪れるだけのことに、こんなにも多くの神々の力を借りなければならなかったのだろう。

　いや、そんな疑問はとりあえず横に置いておこう。俺は今、陛下の寝所の前にいるのだ。

　政略結婚で夫婦となった俺たちが──真に結ばれるために。

　俺は扉の向こうに呼びかける。

「陛下、ご下命通り参上いたしました」
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　闇の中、オレは達成感に尻尾を振った。

「よし、なんとか無事に婿殿をアルシノエのもとに届けたぞ」

「はっはっはっ、我々の連れん携けいの賜たま物ものだなアヌビスよ！」

「あぁホルス、お前ってうるさいしうざいけど今日だけは感謝するよ」

　はっはっはっと高笑いで天を仰あおぐホルスの腕の中で、真理女神マアトがぼんやりと口を開けている。

「ふっ、どうしたんだマアト、麗うるわしき顔かんばせが台無しだぞ」

　トートにあごをくいと持ち上げられ、マアトがはっとする。

「腹でも減ったか？」

　のんきにたずねる兄のホルスに首を振り、マアトがふくふくの腕を組んだ。

「違いまちゅ、あたちは驚いているんでちゅ」

　マアトは半ば呆れたように笑う。

「ティズカールお兄ちゃんに『愛をつらぬく覚悟があるか』と問いただちたら、『愛は押しつけるものじゃない。二人で育はぐくむものだ』なんて諭さとされてちまいまちた。……まさか真理の女神であるこのあたちが教えられるなんて」

　へぇ。あの婿殿、ぼーっとしているように見えてなかなかやるな。

「はーはっはっ、なんにしてもこれで二人の素す晴ばらしき夜は保証されたな！　一件落着！　神界に帰って休むとするか」

　ホルスの笑いをかき消すように、重たいため息が闇に落ちた。

「そううまくいくといいんですけれど……」

　ため息の主はウヌトだった。彼女は暗い面おも持もちで、夫のウヌヌと並んで頭を抱えている。いったい何事かと俺たちの視線がウヌトに集中した。

「あの……私、今回の作戦でイアフメス様に悟さとられることなく婿殿との子を望めるかもしれないとアルシノエに伝えたのですけれど……それを聞いて彼女も非常に喜んで……」

「あぁ、そりゃ当然だろ」

　オレはうなずく。アルシノエは婿殿が大好きだ。二人きりで夜を過ごせるのが嬉しくないはずがない。

「ですが、先ほど婿殿をお迎えする直前、彼女は私にこうたずねたのです」

　──で、ウヌト、世継ぎってどうやって作るのかしら？

　一同、沈黙した。

　ん？　んん？　それって……？

　オレたちは全員で顔を見合わせた。それぞれの顔にはっきりと困こん惑わくが浮かんでいる。そろって視線を扉に向けた。

「む……婿殿……頼んだぞ」

　人間が神に祈りたくなる心境を、オレはその時初めて理解したのだった。
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　私が初めてティズカール様にお会いしたのは、王ファラオに即そく位いするずーっと前。もう十年ほど前のことだった。

　ううん、「お会いした」というと、誤解を招くわね。正しくは「初めてお見かけした」かしら。

　我がエジプトでは国が交易を管理し、異い邦ほうの商人と取引をするのは官かん僚りょうの役目になっている。先代の王パパは年に数回、交易所がある国境沿いの街を訪れていた。目的は視察だったけど、多少は気分転てん換かんを兼かねていたのかもしれないなって、自分が王ファラオになってみると思うわね。

　幼い頃、私と弟のイアフメスはよくその旅に同行した。聖河ナイルの流れに揺られる舟旅は、そりゃあ楽しかったわよ。

　岸辺で働く洗せん濯たく工こうの男たち。

　裸足で駆け回る子どもと、それを叱しかるお母さん。

　網あみを広げて魚を捕とる様子も初めて見たわ。あんな風に十人がかりで引く大きな網があるものなのね。

　宮殿からめったに出ない私にとって、見るものすべてが新しん鮮せんだった。

　パパのお仕事の最中、私は煉れん瓦が造りの交易所で待っていて、窓まど枠わくに肘ひじをつきながら街の様子を眺めていた。肌の色が違って互たがいに言葉が通じなくても、粘ねん土ど板ばんに刻まれた文字を見せ合いながら取引をしていてね。

　そんな異邦の人々の中に、ティズカール様がいた。

　もちろんその時はお名前は存じ上げなかったし、異国の王子様だということさえ知らなかった。彼は大人たちにまぎれて働く少年のうちの一人にすぎなかったの。

　それなのに、どうしてかしら。

　気づけば私の視線は彼を追いかけていた。

　よく笑う男の子だなぁって、すごく印象的だったの。彼が笑うと周囲もつられて笑う、そういう笑顔で──。

　あぁ、そうよ、花みたいだって思ったんだわ。

　部屋の中に一輪ほころぶだけで、気持ちがぱっと明るくなるような。

　最初の年は、それだけ。

　それから一年たって、また同じ交易所で彼を見かけたの。

　私の背せ丈たけはちっとも伸びないのに、彼はぐんと背を伸ばして、とっても大人っぽくなっていた。若いのにいくらか仕事も任されているようで、その働きぶりに思わず見とれてしまったわ。藍あい色いろのターバンがよく似合っていて、ふくらはぎや腕の筋肉がしなやかで、顔の彫ほりも深くなっていて……要するにとっても格好良かったのよ。

　その時、視察から帰ってきたパパが満足そうに見せてくれたのが、美しい光こう芒ぼうを放つ剣つるぎだった。

「ほら、見てごらん、北方でしか手に入らない特別な剣だよ」

　小柄なパパが大きなお腹なかを揺らしながら笑っている。私と弟の前に差し出された剣は、交易所の控え室に射しこむ西日を映して輝いていた。

「かっけぇ！」

　興奮したイアフがその精せい巧こうな柄つかに手を伸ばしてパパに叱られている隣で、私は美しい刃やいばの素材が気になっていた。

「ねぇ、パパ、これは何でできているの？」

「鉄だよ。といっても鉄なんて知らないかな？」

　私はパパの言葉を最後まで聞かずに身を乗り出した。

「すごい、これが本物の鉄なのね！　鉄といえば青銅よりも硬かたく、武具の素材としては当世最強と名高いものよね！　その精製方法は北方の王国にしか伝わらない、なんとも神秘的な素材だと聞いているわ！」

「ず、ずいぶん詳くわしいね……」

「うん、だって多くの資源の中でも金属の確保は大事なんでしょう？　採石場や採鉱場をいかに確保し、いかに労働力を供給するかということは、国の存亡に関わる問題だと教わったわ。そもそも我がエジプトは金属の供給に乏とぼしいから……」

　パパは苦笑した。

「まったく、アルシノエは博識で歳としの割にはませているな」

「ませてるだなんて失礼よ！　それよりこの鉄てっ剣けんはどうしたの？」

「マルトゥという国からの贈り物だよ」

「マルトゥ！　北の大国バビロニアと我が国の間にある小国ね。南北をつなぐ陸上交易路の要衝に位置し、我が国にとっては交易および国防上の重要な同盟国よね！」

「ほ、ほんとによく知っているね、アルシノエ」

「だって砂漠と海という天然の要よう塞さいに守られているとはいえ、我が国の最大の脅きょう威いは北のバビロニアだわ。北の情勢には常に気を配らなきゃならないのでしょう？」

「お前の言う通りだ。それで、マルトゥの若い王子が、北方で入手したこの剣を贈ぞう呈ていしてくれてね。まだ十五歳ほどだと聞いたが、ずいぶん頼もしい王子だったな」

　その話に、私は勢いよく立ち上がった。

「それって、青いターバンを巻いた男の子!?」

　パパがギョッとした。

「そうだよ、どうして分かったんだい？」

「ずっとパパのお仕事を眺めていたからよ。若いのに立派な男の子がいるなぁって」

「若いとはいえお前よりも五つくらい年上だぞ？」

「……あ、そうか、私もまだ九歳だものね」

　それを聞いてケタケタとイアフが笑った。

「アリィはバカだなぁ、自分の歳も忘れたのかよっ！」

「あんたにだけはバカにされたくないわよ、本物のバカのくせに！」

　言い返してくるアホは無視して、私は目の前の剣に見入った。

　これはあの青いターバンの男の子──マルトゥの王子様が贈ってくださったものなんだ。黄昏たそがれに映はえる鉄剣がさっきより特別に思えてくる。

　それからの私は、マルトゥという国についてこまごまと情報を集めた。

　伝統的に王は男。現王には妻が一人。息むす子こは五人いて、娘むすめは二人。王位は長子が継けい承しょうする習わしで、次男以下は国防や交易を通して国に貢こう献けんする。

　あの青いターバンの方はなんというお名前なのかしら？　何人目の王子様なのだろう？

　──いつかお話しすることができるかしら？

　聖河ナイルの流れを眺めながら、あのあたたかな笑顔を思い浮かべる日々が続いたわ。私にとってパパと出かける交易所への視察は、年に幾いく度どもない楽しみになっていたのよ。

　そして十三歳になった年、ついにパパが私を交易の場に連れて行ってくれることになったの！　その頃にはイアフではなくて私が次の王ファラオになることがほぼ確定していたから、私に仕事を覚えさせようと思ってくれたみたい。

　あぁ、ついにあの方とお話しできるわ！　私の胸は大きく高鳴った。

　それで気づいたの。これが侍じ女じょたちが話していた「恋」っていう──「好き」っていう気持ちなのだと。

　期待と不安で胸がはりさけそうだった。でも、こんなに苦しいのに、世界がいつになくキラキラして見える。これ以上ないくらい丁寧に化粧をして、薔薇の香油をじっくりぬりこんで。ドレープたっぷりの空色のチュニックも新調したわ。

　マルトゥの王子様、今からあなたに会いに参ります。一目でいい、どうか私に目を向けてください。

　パパに付き従い、私は交易所におもむいた。

　その時、彼は──。




「陛下、ご下命通り参りました」

　部屋の外から呼びかけられて、私は思い出の世界から引き戻された。

　胸が高鳴る。まるで、初めて彼と顔を合わせることになった、五年前のあの時のように。

「よく来てくださいました」

　私は手ずから扉を開けて、ティズカール様を招き入れた。

　そのお顔を見上げる。

　ずっと憧あこがれて、ずっとずっと大好きで、なんとしてでも手に入れたくって。夫になってからもこんなに愛いとしい彼が──。

　今、夜の帳とともに、私の寝室を訪れたのだ。







　視界の端で菜種油の灯ともしびがチラチラと揺れる。

　ティズカール様と私は寝台の上で向かい合っていた。お互い正座で、黙りこくったまま。

　二人きりだわ、きゃ──！　という脳内の大騒ぎが通り過ぎてしまうほどの長い時間、ただそうしていた。

　私の中でぷくーっと困惑がふくらみ続けている。

　どうして彼は何もおっしゃらないのかしら……それに、この後どうすればいいんだろう？　兎夫婦ウヌウヌも黒犬神アヌビスもいないから、教えてくれる相手もいない。

　暗くてティズカール様のお顔がよく見えない。夜じゃなくて昼間にお呼びした方がよかったかしら？　こんなに近くにいるのに、ご尊顔を拝見できないなんてもったいない。

「陛下……」

　ずっと口を結んでいたティズカール様が、意を決したように私を呼んだ。

「本当によろしいのですか？」

　ほのかな灯あかりに照らされて、オリーブ色の瞳が静かな光を放つ。

　その真剣な眼差しに、どきりとする。

　というか──少し、怖かった。

「……招いたのはわたくしです」

「そうですね……では」

　そう言うと、彼は体を起こしてこちらに近づいてきた。ギシリと寝台がきしむ。

　そして。

　気づいた時には、私は寝台にひっくり返っていた。

「え……？」

　何が起こったのかよく分からなくて、間ま抜ぬけな声が出た。ところがその声も途と中ちゅうでかき消される。

「んっ……!?」

　口がふさがれた。

　唇に、一瞬カサリとした感触。そして次になまめかしい熱を感じた。

　あれ……私、今、ティズカール様と……接吻キス、してる？

　一いっ拍ぱく遅おくれてそのことに気づいた。

　困惑のうちに彼が体を起こす。唇に残る生々しい感触で混乱したまま、あぁ終わったのかな、と思った。これで子どもができるのかしら？

　けれど。

　膝立ちになったティズカール様は、ぐいと上衣シャツをはぎすてる。

　暗がりに硬こう質しつな体が浮かび上がって、部屋の温度がすうっと下がったような気がした。見上げる男の人はまるで知らない人のようで、いつもの穏やかなあの方がどこにもいない。

　そびえるような高さから、大きな手が私に向かって伸ばされた。

「ひっ」

　どうしてか喉が引きつった。とっさに目をつぶってしまう。

　かさついた指先が頰をなぞって、背すじにぞくりと冷たいものを感じた。

　どうしよう──怖い。

　大好きな人の手のはずなのに、全身が勝手にそれをこばんでしまう。

　怖い。怖い。怖い。

　まるでティズ様が見知らぬ男の人のようで。

　このまま身をゆだねたら、どこか踏みこんではいけないところに連れて行かれそうで。

「……アルシノエ様」

　小さく名を呼ばれた。でも、返事ができない。その代わりに、

　カチカチカチカチカチカチ

　と耳障りな音が聞こえる。

　指が離れて、彼がまた体を起こした。

「怯えていらっしゃいますか？」

　歯の根が震えて音を鳴らしている。それを私の答えと受け取ったのか、彼はあっけなく寝台をおりた。そしてうやうやしくひざまずく。

「怖い思いをさせてしまい、申し訳ございません」

「……ち……ちがうの」

　なんとか言葉が喉のどから転がり出た。でもその声ですら震えていて、先が続かない。

「違いません。陛下は俺に怯えていらっしゃる。……分かっております、陛下はただ王ファラオとしての義務感で俺と子をなそうとしているだけ。だから、そうやって震えて、俺をこばんでいるのでしょう？」

　そ、そんなことないわ！

「俺も、嫌がる女性と閨ねやをともにすることはできません」

　その声が硬い。すくっと立ち上がり一礼すると、彼は部屋から出て行こうとした。

　先ほど以上の恐きょう怖ふが、私の背を這はい上がる。

　違う、本当に違うの！　私があなたをこばむだなんて、そんなこと絶対にあるわけないのに！

　だって、ずっと見ていたのよ。幼い頃からずっと。

　あなたのことを追いかけて、知りたくて──。




　──強引にあなたを婿に迎えてしまうほど。




　そうよ、本当はあなたが怖いんじゃない──私は、自分自身が恐ろしいの。

　彼を止めなきゃと思った。こんな風に誤解されたままだなんて、絶対にダメ！

　でも、──どうしても声が出ない。

　彼が離れていく。部屋の奥の闇に溶とけて消えていく。

　じわりと瞳が熱くなった。行かないでと、ただ一言伝えたいだけなのに。

　ほろりと涙がひとすじ頰を伝った、その時。

　寝室の扉の前で、彼がぴたりと歩みを止めた。

「これ……」

　呟つぶやく声が闇の中から聞こえる。

「俺が贈った花ですか？」

　彼は扉のわきに活いけたオリーブの花に手を添えていた。遠くの灯ともしびをかき集めて、白い花がほのかに闇に浮かんでいる。

「そうです……っ！」

　今度こそ叫さけんだ。

　そうです、あなたがお見舞いにくださった花です。その小さな華はなやぎが、私にとってどれだけの宝物なのか、あなたに知ってほしいのです。

　そう続けたいのに、声よりも涙があふれてしまってどうにもならない。

　一瞬の沈黙ののち。

　ティズカール様が振り返った。

　ゆっくりこちらに戻ってきて、寝台から少し距離をとってひざまずく。

　ちょうど窓辺から月光が射しこんで彼の顔を照らし出す。冷ややかな光にさらされても、彼の瞳の色はやわらかかった。

　先ほどあんなに恐ろしかった、あの獰どう猛もうな気配は消えていた。

「あの……」

　彼は笑った。照れくさそうな、申し訳なさそうな、なんだか複雑な表情で。

「今宵は私とお話をいたしませんか？」

「お話？」

　言われた意味が分からず、ただ復唱してしまう。

「そうです。その……寝台で肌を寄せ合う前に、私たち夫婦はもっとお互いをよく知るべきだと思うんです」

「お互いを、よく、知る」

　彼はうなずいた。

「正直に申し上げて、私は陛下のことをあまり存じ上げない。婿入りして一年にも満たず、その間会話すらほとんど叶いませんでした」

　決まり悪そうに彼はまた笑う。

「夏ケアトの初めにここに忍んで来た時にも、申し上げましたでしょう？　私は、アルシノエ様とたくさん話がしたいのです」




　その晩、私たち夫婦はこころゆくまで語り合った。

　ティズカール様はこれまで訪れた国々の話をしてくれて、その物もの珍めずらしさに私は興奮しっぱなしだった。話し上手なだけでなく、私の話にも真剣に耳を傾かたむけてくれた。ついつい会話がはずんでしまって、結局彼が私の部屋を出たのは夜が明けてからだった。

　名残なごり惜おしく廊下まで見送る。彼は最後に「またお話ししましょう」とはにかむようにおっしゃって去っていった。次への期待がふくらんでしまう。それだけでなく、ティズカール様を愛しく思うこの恋心きもちも。

　王宮の長い回かい廊ろうに、早朝の爽さわやかな陽差しが射しこんでいる。

「ちょっと予想と違ったけど、最高の夜だったわ」

　心がほぐされて、私は自然と微笑んでいた。

　──なんだか私、ティズカール様とずいぶんお近づきになれた気がするわ。
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　ふわぁ眠い。俺はあくびを嚙かみ殺ころしながら陛下の部屋を辞した。

　徹てつ夜やで話しこんだせいで、ものすごく目が乾いている。けれど、とてもよい一夜だった。じっくりと陛下とお話しすることができたから。

　拒きょ絶ぜつされた時にはすべて投げ出しそうになった。しょせん俺たちは偽いつわりの夫婦なのだと。陛下は、俺のことなど欠片かけらも求めていないのだと。

　だが、美しく活けられたオリーブの花に励まされた。陛下は、俺からの贈り物を大切にしてくださっていたのだ。

　控えめな白い花に秘められた言葉は「安らぎ」。だから大切な人を見舞う花として用いられることが多いのだという。

　俺は陛下の安らぎになりたい。その想いを再確認した。

　いやしかし、じっくりと話してみてあらためて実感した。陛下は齢よわい十八とは思えないほど聡そう明めいな方だ。

　かつての俺の商あきないの話から始まって、バビロニアとエジプトの経済体制の相そう違いに話が飛び、そこから両大国の奴ど隷れい制度比ひ較かく論ろんに発展した。

　久々に張り合いのある話をした。俺もどんどん各地の情報を更こう新しんしていかないと陛下に遅れをとってしまう。よし、頑張ろう。

　なんて宮殿の廊下で決意を固めていた時。

「よう、むこ殿」

　軽かろやかな声で呼びかけられた。通路の奥、ちょうど三さん叉さ路ろになっているところに、見知った顔がある。

「おはようございます、イアフメス様」

　王弟殿でん下かだった。

　おう、おはよ、と大らかにお返事される彼の面おも立だちは、姉のアルシノエ様とよく似てらっしゃる。髪を短く刈って、ひたいが広い。ターコイズの大きな丸い瞳も、惚ほれ惚ぼれするほど長いまつ毛もそっくりだ。

「アリィの部屋からの朝帰り？　もしかして初めてじゃないの？」

　楽しげに明あけ透すけな質問をされたので、俺は少々驚いた。

　うぅむ、イアフメス様にまで俺と陛下の不仲（？）が知れ渡っていたのか、情けない。しかも、本当の意味での「朝帰り」ではないのだが……。

　正直、返答に迷ってしまった。

　ここで「陛下とは何もありませんでした」と真実を言えば、またどこかで「役立たずの婿」とか「くたばれくそ野や郎ろう」などと言われかねない。適当にはぐらかすべきだろうか。

　一方で、この方には噓うそをつきたくないという気持ちがある。

　俺はイアフメス様のことをただの他人だとは思えないのだ。

　自分の意思と関係なく婿としてこの国にやってきた俺。そして彼も来年には南部の黒人メジャイの王国に婿入りするのだと聞いている。

　それを思えば、俺とアルシノエ様との関係について噓やごまかしを伝えるよりは、ありのままの今の状況をお伝えした方がいいのではないだろうか。

「いや、ただ夜通しお話ししていただけなのですよ」

　正直にそう申し上げると、彼は目を丸くして驚いた。そりゃまぁ当然だ。

「は？　いちゃついてたんじゃないのかよ？」

「残念ながら、まだそこまでの関係ではございませんので」

　ふーん、とつまらなそうにする彼に、俺は胸を張った。

「これから親しくなってみせます。ゆっくりお近づきになるつもりです」

「へぇなるほどね。……わかった、頑張れよむこ殿。それでさ」

　幼い少年のようなイタズラな瞳で微笑みながら、彼は俺を励ましてくれた。

「アリィと仲良くなれたら教えてくれよ。そうなったら、楽しいだろ、いろいろと」

「わかりました、その時は……あっ!!」

　俺は話の途中で声をあげた。

「危ないっ！　肩にサソリが……！」

　イアフメス様の背の向こうから、巨きょ大だいなサソリが一匹這い上がってきた。砂漠の赤土の色をしたそのサソリは、大きく体を反らして毒針をかざしている。

　腰に手をやる。しまった、帯刀していない！　かくなる上は素す手でで……！

「あぁ、焦んなって。これは俺の守護神だよ」

「え？」

　ひらひらと手を振って笑う王弟の肩から、ひょいとサソリが飛びおりた。床に着地する前にその体が霞に包まれ、気づいた時には人の形を成している。

「ほら、蠍女神セルケト、これが例のアリィの旦だん那なだ」
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　霞の中から現れた小柄な少年が、元気いっぱいに俺の手を握った。

「やっほー！　君がティズカールかぁ！　ボク、セルケト！　よろしくネっ！」

　あっけにとられた。されるがままにぶんぶんと手を振り回されてしまう。

　ん？　王弟殿下の守護神であるセルケト様は、女神様じゃなかったか？

「ぷぷぷ、ティズカールったらびっくりしてるね！　ボクはサソリの女神様だよっ！　でもねぇ、ふつーの女みたいなチュニック着るの、嫌いでさ。だって動きにくいんだもん！　それでいつもこーんな格好をしているってわけ！」

　陽気にそう言いながらクルリと一回りする。

　砂漠の赤土の色をした髪は、幼い男の子のように短く切りそろえられ、服装も少年のようだ。お尻のあたりからはサソリの尾おが伸びていた。その先せん端たんにはもちろん鋭するどい針。お顔には化粧っ気がなく、細い目と眉が若々しい。

「へぇぇぇぇ、間近で見ると、ティズカールって本当に美男子だねぇ。その高い鼻、どうやって育てたの？」

「え？」

「といっても、イアフのカッコよさには敵かなわないけどねぇ〜！」

　彼女は踊おどるように跳ねて、自分の守護者の腕にからみついた。はしゃぐ犬のようにサソリの尾がフリフリと揺れている。

「ボクね、イアフがだ──い好きなの！」

「暑苦しいヤツなんだよ、こいつ」

　そう言って腕にくっついたセルケト様を指差す王弟殿下は、嫌がるわけでも喜ぶわけでもない。なるほど、これがお二人の自然な距離感なのか。……こういうのをいちゃつくって言うんだよな。

「それでさ、ティズカール！　ボクからもお願いね！　もしアルシノエと夫婦としてちゃーんと仲良くなれた時は、ぜひ教えてよねっ！」

「は、はい」

　うっ、この少年のような女神にまで夫婦仲を心配されていたなんて。

　二人は互いに目を合わせてにっこりと笑った。

「だって、そうなった方がボクたちも今よりう──んと楽しめるもんね！」

「だよな、セルケト！」

　俺は疎そ外がい感かんに打ちひしがれながらもうなずいた。楽しいかどうかは知らないが、俺が陛下と仲良くなれたら、きっとイアフメス様の婿入りの参考にもなるだろう。

「えぇ、もちろんです。ちゃんとご報告さしあげます」

　その回答に満足して、二人は仲良く去っていかれた。それを見送って、俺は自室へ戻ることにする。

「あ……！」

　背中に冷や汗が伝う。

「やばい、ルツたちに昨晩のことなんて説明しよう……」




「というわけで、一晩中話だけして帰ってきた！」

　自室に戻って逃にげも隠れもせず宣言すると、従者三人はガラガラと床に崩れ落ちた。

「ご、ごめん。やはり陛下はそういうことをお望みではなかったから……」

　なんとか取りつくろおうとしたが、彼らの絶望は晴れない。あんたそれでも二十三歳の立派な男ですか、とメソメソ泣かれてしまう。やっぱりこいつらには正直に言わない方がよかったか……でも噓をつくのは苦手なんだよな。

「ティズ君？」

　ずずずいっとメジェド君が近づいてきた。その瞳はうすーく細められている。

「それで、ほんっとーに何もなかったのかの？」

「あー……そういえば……お、押し倒して接吻キスを……」

「それで？」

「いや、その……陛下に怖がられちゃったから、ソコマデデス」

「「「ぐわぁぁあ！」」」

　三人はまた崩れ落ち、メジェド君だけが飛び跳ねた。

「さすがティズ君！　奥手じゃが誠意があって最高じゃ！　さすが我の〝推し〟！」

「はぁ……よく分からないけど、ありがとうございます」

「ううう、ティズ様、誠実すぎますよ〜」

「既き成せい事実を作ってしまえばよかったんです〜」

　従者たちの反応に俺は呆れる。

「そんなことをして女王のお怒りをいただいて、故郷マルトゥが滅ほろぼされたらどうするんだ」

　そう注意する俺に、メジェド君が首をかしげた──いや、首はないので、体全体が傾いたのだけど。

「ティズ君はまだアルシノエ嬢のことをそういう風に見ているのか？」

「え？」

「ちょっと機き嫌げんを損そこねただけで、ティズ君の故郷を滅ぼすような女子おなごだと？」

　そう問われ陛下のご様子を思い出す。

　寝台に押し倒されて震えていた女の子。

　ただ、話を始めると闊かっ達たつで、俺との会話を心底楽しんでくださった。頼りない灯りの中でも、恥じらうように微笑むお顔は──まるで陽の光のようだった。

「……いや、そんなことないですね。たしかに陛下はそんなお方ではないと思います」

「ふむ。まぁ、今宵はそれが分かっただけでも大進歩じゃな」

　メジェド君がにっこり笑った。その顔を見ていると、俺もつい頰が緩む。

　うん、そうだな。この夏はだいぶ陛下とお近づきになれた気がする。

　良い夫婦まで、あと少し──かな？
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「やっほーみんな！　今日はボクのために集まってくれてありがとー！」

　ボクは可愛かわいいサソリの尾おをフリフリしながら、町の広場に集まった人間たちに大きく手を振ふった。

「うぉぉ！　セルケト様ぁぁ!!」

「麗うるわしの少年女め神がみさまぁぁ！」

　千人くらいは集まってるかなぁ？　老ろう若にゃく男なん女にょ問わずみーんなボクにメロメロの顔だよ！　ほらあっちの二階や三階からもボクを呼ぶ声がするでしょ。

　ここはエジプト辺境の町、エレファンティン。中央から南に遠く離はなれたこの地に、ボクは自分を祀まつる神しん殿でんを建てさせたんだ。

　普ふ段だんは市いちが開かれる広場に面した神殿は、毎日多くの人を迎むかえてる。

　冥界神オシリスや太陽神ラーへの信しん仰こう心しんはどこへやら。みーんなボクのことを大好きになっちゃったみたい！

　ちなみに、ボクの人気の秘ひ訣けつはね、これだよ、これ。

「今日は来てくれてありがとうねっ！」

　ボクはそう言ってにっこり微笑ほほえみながら、信者くんの手を握にぎった。若くてひょろっとした青年は、感激で目をウルウルさせて去っていく。ホント可愛いね！

「セルケト様……あたしゃ、まさかあなた様と直接お話しできるなんて……！」

　今度はしわしわのおばあちゃん。彼女の手をぎゅっと握って、ボクはその老いた顔を優やさしーく見つめるんだ。

「ボクはいつでも君と一いっ緒しょだよっ。長生きして、またボクに会いに来てねっ！」

「セルケト様ぁぁ」

　王家を守護するような神々が偉えらそうに踏ふん反ぞり返っているうちに、ボクはこうやって地上に降り、確実に信者を増やしているんだっ！

　この細いお目々のニコニコ笑え顔がおと、男の子みたいな外見もウケてるみたいだね。

　──誰だれにでも寄より添そってご加護を与あたえる少年女神様。

　ボクをデロデロに崇すう拝はいする神官たちは、そう布教してくれてるみたい。

「セルケト様、ステキですぅぅ」

　あれま、今度は若い女の子が泣なき崩くずれちゃった。そんな彼女を支えながら、ボクはするりと尻しっ尾ぽを動かす。そしてみんなにするのと同じように、可愛いお尻しりにさりげなくチクリ。

　うふふ、だいじょーぶ、痛くなんてないよ。ほそーい針を、痛みを感じないところに刺さしてるだけ。毒針だけど体に害はないしね。

　これは、ただボクを大好きになっちゃうだけの毒だから！

　みーんなボクを大好きになってね！　だって神の力は、与えられる信仰の深さで増していくんだから。ボクはもっともっと大きな力がほしいんだもん！

「みんな、ありがとうね！　ボク、もっと有名になって、エジプトの一番星になるよー！」

　全員と握あく手しゅを終えると、ボクは高らかに宣言して神殿へと戻もどった。背中に熱い眼まな差ざしと大だい声せい援えん。よし、今日も順調に信者を増やしたぞっ！

　そう、ボクは神々の一番星になる。

　一番偉い神様になったら、王ファラオの位も思いのままなんだよ。太陽神ラーを蹴け落おとして、ボクは最高神になりたいんだ。

　だって、このままじゃ大好きなイアフメスが南の黒人メジャイの国に追い出されちゃう！

　イアフの姉、憎にくき王ファラオアルシノエ。あいつ、自分の王位を確かなものにしようと、実の弟を厄やっ介かい払ばらいしようとしてるんだ！　イアフはあんなに賢かしこくて立派でカッコよくて最高に天才なのに、許せないよクソシノエ！

　イアフは優しいから、クソシノエにちょーっと意地悪する程度でこらえてるけど、ボクはそんなに温おん厚こうじゃないんだぞ。

　神殿の裏の扉とびらを抜ぬけて、こっそり外に出る。信者くんたちに見つかっちゃったら大変だから、サソリの姿に戻っておいた。

　ボクが向かうのは砂さ漠ばくだ。足を踏み入れ、ひとたび方角を見失ってしまったら、人間なんかじゃ絶対に戻ってこられない死の世界。細かい砂が人々の足をからめとり、乾かわいた風が生きる力をこそげとっていく。でもボクは神様だからダイジョーブ。

「ねぇ、順調に行っているだろう？」

　砂漠をだいぶ進んで街も聖河ナイルも見えなくなった頃ころ、ボクは砂すな嵐あらしに巻かれた。小さな体が吹ふき上あがりそうになるけれど、六本の足を砂にうずめてぐっとこらえる。

　この嵐あらしは彼が現れたしるしさ。ボクにいつも助言をくれる、親切で、つよーい神様。

　ほら、嵐の中から影かげが一つ現れた。

　とんでもない長身。体は人のようだけど、顔は口が細長く突つき出でたツチブタのもので、その左右にカバの耳がついている。そして、お尻から伸のびたワニの太い尾がぬるりとした光こう沢たくを見せていた。

　彼こそが邪じゃ神しんセト。ラーにも対たい抗こうできる、超ちょう強力な神様さ！

「ずいぶん信仰を集めたみたいだね」

　彼はくぐもった声で褒ほめてくれる。

「当然だろ、ボクはイアフのためならなんだってできるもん」

「そうだね。この調子で冬ペレトは力を蓄たくわえよう。民たみが土地を耕すように、我々も地道に活動するんだ」

「もちろん！　ボク頑がん張ばるよ！」

「ククク……冬ペレトをこらえたら、次は実りの乾季シェムウだ。黄金の稲いな穂ほを一気に刈かり取とり、我々の大たい望もうを成じょう就じゅさせようではないか」

　うん、もちろん。分かっているよ邪神セト。

　乾季シェムウが過ぎて新年が明ければ、イアフはいよいよ南の国に婿むこ入いりしてしまう。ボクはエジプトの神様で、しかも力が弱いから、彼についていくことはできない。

　年が明ければ、ボクたちはお別れ……。

　ううん、そんなことは絶対に嫌いやだ、絶っ対に耐たえられない！

　だから、ボクはセトの言う通りに頑張るんだ。

　すべてはアルシノエの王位を奪うばうために。

　──そうすれば、イアフはずっとボクのものだ!!
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　とっても忙いそがしい夏ケアトが終わって、聖河ナイルの水量は順調におさまっていった。

「はーぁ、やっと仕事がひと段落したわ」

　王ファラオとしてのお仕事が終わった夕暮れ時、自室の窓辺で外を眺ながめながら伸びをする。

「忙しかったけど、ティズカール様との大事な思い出ができて、いい夏ケアトだったな」

　思い出すのは彼を招いて寝ねずに過ごしたあの夜のこと。

　私たちはあの晩、たくさんお話しして、ずいぶん距きょ離りを縮めることができたのだ。

　思い出にひたっていると、背後からため息が聞こえてきた。

「たしかにいい思い出だったかもしれないけど……」

「その中身がねぇ……」

　振り返ると、黒兎女神ウヌトと白兎男神ウヌヌがそろって長い耳を力なく垂らしている。

「なによ、せっかく仲良くなれたのに、何が悪いのよっ！」

　悪くはないですけど、と兎夫婦ウヌウヌはじっとりとこちらを見つめてくる。

「一晩二人きりで過ごしたのに、ただ経済や外交のことを語り合っただけだなんて……いや、それは僕も立派だと思うよ。でも、もっとこう、夫ふう婦ふらしい会話をすべきだと思うんだよね」

「そうそう、せめて手を握り見つめ合ってみるとかね」

　ウヌウヌが実演しながらそう言うんだけど、それほとんど抱だき合ってるじゃない！

「交易の話をしながらそんなことしてたら変人よっ！」

「アルシノエ、顔が赤いわよ」

「じれったいなァ」

　はぁ〜とまた二人にため息をつかれて、私は口を尖とがらせた。

「しようがないじゃない。私と大っぴらに仲良くなるとティズカール様が愚弟イアフメスの標的になっちゃうんだから。あいつが婿入りするまではこれでいいのよ」

　私だってティズカール様ともっとたくさんお会いしたいけど、彼のために我が慢まんしているんだから。

　私は窓まど枠わくに頰ほお杖づえをつき、もう一度外を眺めた。

　城の三階にある部屋からは、中庭の豊かな木々が目に入る。風にそよぐ緑を見ていると気持ちが安らぐわ。

　あれ、椰や子しの木の上に黒くろ猫ねこがいる。夕日のせいかしら、瞳ひとみが黄こ金がね色いろに輝かがやいて見えるわね。ん？　あのすらっとした美しい体と、黄金の首輪は──。

　黒猫がこちらに跳とんだ。そして私のわきを横切って、部屋の中に着地する。

「猫女神バステトっ！」

　ウヌウヌが同時に声をあげ、黒猫は霞かすみに包まれた。

「にゃぁん〜人型になるのは久しぶりにゃあ」

　さらりと長い黒くろ髪かみをかきあげながら現れたのは、妖よう艶えんな美女──人型のバステトだった。

　うわぁ、相変わらず目のやり場に困る！

　黒い肌はだに金の瞳。きつい目もとにはくっきりとした瑪瑙めのうの色のアイメイク。ぴったりと体に貼はりついたチュニックは真しん珠じゅのように光沢のある白で、太ももがあらわになるほどの深い切り込みスリットが入っている。胸もとも大きく開いていて──女の私が見てもドキドキしちゃう！

　もちろん頭からは猫耳が、お尻からはふんわりとした長い尻尾が伸びている。

「久しぶりにゃあアルシノエ。また可愛らしくなったにゃあ」

　バステトはすべるように近づいてきて、人差し指でくいっと私のあごを持ち上げた。そんなに近くでジロジロ見ないで〜とドキドキしているうちに、突とつ然ぜん私の耳もとにふっと息を吹きかけた。

「きゃあっ」

「にゃ、やっぱりまだウブなのにゃあ」

　彼女は腰こしをくねらせながらくすくす笑う。毛の長い尻尾も、私をからかうようにゆらゆら揺ゆれていた。

「ちょっとバステト！　アルシノエで遊ばないでちょうだいっ！」

　ウヌトがプンプン怒おこりながらやってきて私の頭を抱きしめた。この二人って仲が悪いのよね……それにしても、ウヌトのおっぱいやわらかい……！

「にゃ、ちょっと挨あい拶さつしただけにゃあ」

　黄金の瞳を細めて笑うと、バステトは私のほっぺをつついた。

「たしかアルシノエが王ファラオに即そく位いした時に会って以来かにゃ？」

「そういえばそうね。宮きゅう殿でんには寄りつかないあなたが、突然どうしたの？」

　彼女はペロリと小さな舌を出す。

「にゃぁん、黒犬神アヌビスと時神トートに頼たのまれたのにゃ。アルシノエの近くにいてくれって」

　そんなことより、と言いながら、バステトが私の耳もとに口を寄せる。また何かされるかと身構えたけど、今度はひそひそ話だった。

「アルシノエ、婿むこ殿どのとの関係がなかなか進展しないのかにゃ？」

「え？　……って、きゃあ、耳たぶかじらないでよ〜！」

「こういう風にせまってみればいいのにゃ。女が積極的でもいいにゃ」

　えぇぇぇと悲鳴をあげると、私の頭を抱かかえるウヌトの力が強くなった。

「アルシノエはあんたと違ちがって純じゅん粋すいなのっ！　放っておいてちょうだい！」

「おっぱいが大きいだけのウヌトは黙だまっていてほしいにゃ」

「な、なんですって!?」

　まずいわ、女神の喧けん嘩かが始まっちゃう！　しかも私の頭を抱えたり耳をなめたりしながら……！

　二人を止めてくれるんじゃないかと期待して、唯ゆい一いつの男神ウヌヌを探せば──あ、部屋の隅すみで獣けもの型がたになってる！　しかもお尻を向けてプルプル震ふるえて。こらっ、怯おびえてる場合じゃないわよ！

「アルシノエ、ここはあたしに任せるにゃ」

「ま、任せるって何を……？」

「婿殿と仲良くなる方法にゃ」

「でも、イアフメスに何をされるか分からないし……」

　バステトはにこりと笑う。うわぁ笑顔に凄すごみがある。しかも鋭するどい歯が怖こわいぃ！

　ところが、

「二人で旅行するのにゃ！」

　バステトの提案は意外と健全だった。驚おどろいて見返すと、今度はほっぺをなめまわしてくる。

「そうにゃ。宮殿を出て、イアフメスと蠍女神セルケトの目の届かないところに行くのにゃ。そうすれば、彼奴キャッツ等らを気にせず、婿殿と一緒にいられるにゃ」

「な、なるほど……」

　でも、とウヌトが黒くろ耳みみをぴんと張って口を尖らせた。

「セルケトの眷けん属ぞくであるサソリはこの国のどこにでもいるわよ。王都を離れても、どこでその情報網もうに引っかかるか分からないわ！」

「にゃーん、そのためにあたしが来たにゃん」

　バステトは長い尻尾でぴちぴちとウヌトのお尻を叩たたく。

「猫々情報網をなめないでほしいにゃん。どこにいてもあたしの眷属がサソリを見つけてくれるにゃん」

　なるほど、それでアヌはバステトを呼んでくれたのね。猫ちゃんなら国中どこにでもいるし、みんな自由に動けるものね。

「にゃんにゃん、しかも舟ふねで移動すれば完かん璧ぺきにゃん。サソリの駆く除じょさえしておけば、舟の中で心おきなくイチャイチャし放題にゃーん」

　い……いちゃいちゃですって!?

「上手な接吻キスの仕方……あたしが実演で教えてあげるにゃん」

「やめてー！　アルシノエにそんなことしちゃダメよ！」

「ウヌトはうるさいにゃん、慣れておくことが大事にゃん」

「えぇ、なんで接吻キスなのに舌を出すの……？」

　そう聞くと、なぜか二人はそろって天てん井じょうを見上げてしまった。あれ？　私、何か変なこと言ったかしら？







「えー、本日はまことに多た忙ぼうな中、こうして集まっていただき、ありがとう」

　こほんと咳せき払ばらいをして、アヌが話し出した。あら、めずらしく尻尾がぴんと張ってるわ。

　私たちは聖河ナイルを下る舟上に集まっていた。甲かん板ぱん上に小さな部屋をのせたような舟で、室内の床ゆかには上質な亜あ麻ま布ぬのが敷きつめてあり、脇きょう息そくまで準備されている。ゆったりのんびり舟旅、というわけ。

「はははははは、黒犬神アヌビスどうした!?　緊きん張ちょうするなど、がらじゃないだろう」

「うるさい、隼神ホルスは黙ってろ！」

「お兄ちゃん、また嫌きらわれまちゅよ〜」

　うーん、それにしても……なんでこんなことになったのかしら。

　広いはずの舟内は、人と神々でごった返している。

　黒犬神アヌビス、隼神ホルス、真理女神マアト、兎夫婦ウヌウヌ、猫女神バステト、時神トート。別にみんなでついてこなくてもいいのにね。

　そして。

　細長い舟の一番奥に用意された席で、私はチラリと隣となりを見た。そこには、神々の大おお騒さわぎにあっけにとられるティズカール様。

　はう〜今日もステキ。はっきりとしたお顔立ちに、朱しゅ色いろの巻衣がよくお似合いだわ。今日は丈たけが長くて細かいドレープが入った高価なものをお召めしになっているのよね。私と同じで、この旅行に合わせて新調されたのかしら？　そうだとしたら嬉うれしすぎない？

　もちろん私も身だしなみには気合いを入れたわよ。

　清せい楚そな雰ふん囲い気きで婿殿の心をわしづかみにするのよ、と意気ごむウヌトが用意してくれたのは、薄うす藍あいのチュニック。その上に純白透とう明めいの長衣カラシピスを重ねて、刺し繡しゅう帯で腰を留める。装飾品アクセサリーは真珠でそろえて、全身を乳にゅう香こうで薫たきしめたわ。

　頑張って綺き麗れいにしてきてよかった。だって真昼にティズカール様のおそばに寄ることなんて今までなかったのだもの。

　あぁ、それにしても、陽の光を浴びるティズカール様がまぶしいっ……！

「ちょっとアルシノエ、顔がだらしないよ、気をつけて」

　いけないいけない。右みぎ隣どなりの白兎男神ウヌヌに耳打ちされて、私は気をひきしめ直した。

　そうよ、いくら愚弟イアフと蠍女神セルケトの目を心配しなくてすんでも、ティズカール様の前で無様な姿は見せられないわっ！

「はははは、いいのかアヌビス？　俺を邪じゃ険けんに扱あつかうと、うまい食事にありつけないぞ！」

「ぐぅ……」

　相変わらずアヌとホルスが部屋の反対側で言い争っていて、マアトが指しゃぶりをしながら薄うすい目でそれを眺めている。

「この国の神々は、みなさんにぎやかなんですね」

　ティズカール様が体を傾かたむけて私の耳もとでささやいた。うわわわ、舟が狭せまいせいで、自然と距離が近くなっちゃう！

「ア……アヌとホルスは仲良しですからね。つい話が盛り上がるのでしょう」

「というわけで、皆みなの者、今日は〝炎ほのおのホルス〟自ら腕うでをふるって食事を用意した！　ぜひ楽しんでくれたまえ！　はははははは」

　調理着エプロン姿で高笑いすると、ホルスは部屋の扉を開け、次々に大皿を運ばせる。給きゅう仕じ役はティズカール様の従者たち。

　湯気が上がるのは、玉ねぎと一緒にじっくり煮にこんだひよこ豆のスープね。うーんガチョウの串くし焼やきがいいにおい。まぁ、カボチャとレンコンの揚あげ焼きもあるのね！　ホルスったら、私がレンコン大好きなのを覚えててくれたのね！

「ホルスの料理、美味おいしそうにゃ！　ねぇ、ティズカール〜」

　あっ！　バステトったらさりげなくティズカール様のこと呼び捨てにして！　しかもなんでわざわざ彼の隣に座るのよ！

「あ、はい……」

「ホルスの超火力でこんがり焼いたパイは最高にゃよ〜」

　ああ！　バステト、ティズカール様の腕に、か、からみついて！　やだやだずるい！

　私は彼を奪われまいと逆側からたくましい腕を引いた。

「ティズカール殿どの、こちらに麦酒ビールがございますわよ！」

「えっ、あ、ありがとうございます」

「こっちの葡萄酒ワインも美味しいにゃ〜」

　麦酒ビールの瓶びんを差し出して彼を取り返そうとしたんだけど、またバステトったらティズカール様の腕を引っ張って！　あ、しかも今こっち見て笑ったわね！　なによ、その不敵な笑えみは!?　まさかバステトったらティズカール様を誘ゆう惑わくしようとしてるのかしら!?　今日もやけに胸もとが開いた服を着てるし！　そりゃあ彼は世界一の殿との方がただけど──そんなこと絶対許さないわっ！

　今度こそ負けないわと決意して、私は両手でぎゅっと彼の腕をつかんだ。するとバステトはパッと彼の腕を放して、にゃあと一鳴きした。その目が三日月のように細められる。

「仲のいい夫婦にゃ、末永くお幸せににゃあ」

　え、バステトったらそんなにあっけなく行っちゃうの？　ていうか、バステトがいなくなったら……。

　残されたのはティズカール様と──彼にべったりくっついた私だけ。

　ど、どどどうしよう!?

　勢いでくっついちゃったじゃない！　これ、もしかしてバステトの罠わな!?

　冷ひや汗あせをかいていると、くすり、と頭上で笑う声が聞こえた。

「アルシノエ様も麦酒ビールをお飲みになりますか？　それともイチジクの果汁ジュースになさいます？」

　ティズカール様がいつもの調子でそう言ってくださる。表情もとっても穏おだやか。

「あ、では……イチジクで……」

「どうぞ」

　しがみついたままの私に、彼は瓶を差し出してくださった。私はストローに口をつける。

「美味しいですか？」

「……はい」

「お食事もされます？」

　彼は自由な方の手を伸ばし腸詰ソーセージをとると、どうぞと私の口もとに運ぶ。え、これ……このまま食べさせてもらっちゃっていいの……？

「い、いただきます」

　んん？　なんかこれ……すごく仲良し夫婦っぽくない？　このまましがみついていていいのかな？

　誰かに答えをたずねようと目線をあげると、神々みんながあたたかーくこっちを見つめてる。

　な、なによそのお花畑みたいな微笑み!!

「舟が揺れるのでご不安ですよね？　よろしければそのままつかまっていてください」

「えっ!?　あ、はいっ」

　うわぁ、ティズカール様、なんだかいつにも増して頼もしい……。すらりとした手足なのにしっかり筋肉もついているし。

　まずいわ、心音がこんなにうるさくて。彼に聞こえちゃうじゃない。

　チラリと見上げた彼は、従者に手伝われながら食事を楽しんでいる。いつも通りほがらかで、気取らないお姿。

　なんだか……ちょっとだけ胸が痛いなぁ。

　私だけこんな風にドキドキして。ティズカール様は私にふれられても、なんてことないんだわ。

　そりゃあそうよね──私が……無理やり婿にとっただけなんだもの。

　幼い頃に初めてお見かけして、気づいたら好きになっていて、夫婦になった今でもずっとずっと大好きで。

　私の一方的な片思いなんだもの──。

「陛へい下か、どうされました？」

　黙りこんでいるとティズカール様に顔をのぞきこまれた。

　心配してくださっているのね。あぁ、私ったら贅ぜい沢たくになってるんだわ。彼が婿に来てくださった時には、おそばにいられるだけでいいんだって気持ちだったのに。




　──彼にも私を好きになってほしいって思うなんて。




「なんでもありません。それよりホルスのお料理は本当に美味しいでしょう？」

「そうですね、特にこのパイの包み焼きが……」

　そうよ、うじうじしてたって仕方がないわ！

　イアフがいる間は難しいけど……でも、いなくなったら一いっ生しょう懸けん命めい頑張るの！

　とりあえず、今は食事と舟旅と、そして彼の腕のたくましさを十分味わいましょ！
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　舟は聖河ナイルを下ってなめらかに進む。

　俺は妻である王ファラオの視察旅行に連れられ、陛下の舟に同乗していた。目指すは下流のファイユム低地で、陛下はそこで行われている治水工事をご見学されるそうだ。

　往復十日間の行程で、夜は陸に上がって神殿に泊とまる計画だと聞かされている。陛下が乗るこの舟以外に、護衛や荷の運うん搬ぱんで五艘そうが同行する大がかりな旅。

　しかも神々も一緒だった。

　夏ケアトにアルシノエ様のお部屋にお伺うかがいした際、神秘の力で俺を導いてくれた神々だが、今日は麦酒ビールを飲んだり喧嘩をしたり、料理を振るまったりしている。

　どうもエジプトの神々は親しみを持てる方が多いようだ。バビロニアの神様は洪こう水ずいを起こして人間を試ためすような恐おそろしい方たちだから、かなりの違いを感じてしまう。

　ちなみに俺の守護者であるメジェド君はこの旅には同行していない。「我はほかの神とつるむタイプではない。一いっ匹ぴき狼おおかみなのじゃ」と言っていた。

　そんなメジェド君は事前に〝旅の心構え〟を叩きこんでくれた。

　そのおかげで陛下が舟の揺れを苦手とすることや、食事は寄り添って手ずから差し上げるべきだということも事前に知っておくことができた。

　また変なこと言ってるなと思わなくもなかったけど、実際に陛下が俺の腕にしがみついたり、そのまま食事を召し上がってくださったので、やっぱりメジェド君は頼たよりになる存在だと感謝している。







　旅は三日目。宿しゅく泊はく地ちの港から舟に乗りこむ。

　風が気持ちのいい朝だった。常に強い陽ひ差ざしのあるこの国の、もっとも過ごしやすい季節が今だ。外の風にあたろうと甲板に出ると、陛下もそこにいらっしゃった。

「おはようございます。いい風が吹いていますね」

　そう話しかけると、ひかえめながら微笑んでくださった。おそばに寄るのもお話をするのも、だいぶ慣れてきたな。

　しばらく二人で河かわ岸ぎしの景色を楽しんだ。陛下は目に映るあらゆるものに声をあげて喜んで、その瞳はおさえようもないほどの好こう奇き心しんで満ちている。

「見てください、ティズカール殿。あそこで農民たちが種をまいています」

「あ、あちらに見えるのはぶどう畑かしら？」

「すごいたくさんの魚！　あのむしろの上で天日干しにするんですね」

　特に市し井せいの人々の暮らしをかいま見るのが何より楽しいようだ。その様子を見ていると、つい笑みがこぼれる。

　それに気づいてか、陛下がこちらをチラリとのぞいた。

「……わたくし、はしゃぎすぎでしょうか？」

「いえ、陛下が楽しそうで、私も嬉しかっただけ……うわっ」

　突然舟が大きく揺れた。甲板が傾き、陛下の体勢が崩れる。

「危ない！」

　俺はとっさに彼女の腕をつかんだ。その小さな体を引き寄せて、しっかりと抱きとめる。胸の中で、陛下の心音を感じた。鐘かねを打ち鳴らしたようにドクドクと。本当に舟の揺れが怖いんだな、かわいそうに。

「陛下！　申し訳ございませんっ」

　先導する舟の上から、衛兵が声をあげた。彼女は俺から体を離すと、兵士の報告に耳を傾ける。

「牛飼いの渡わたした綱つなが進行をさえぎっておりまして。今、それを撤てっ去きょさせるように……」

「牛飼いの綱、とは？」

　陛下に問いただされて、若い兵士は途と端たんに青ざめた。叱しっ責せきされていると思ったのだろう。だが、そうではないな、と俺は気づく。彼女は知的好奇心を満たしたいだけなのだ。

「陛下、家か畜ちくとともに河を渡る際には、流れに体をさらわれないように綱を張り、それを伝っていくのですよ」

「なるほど！　でも河を渡るだなんて……聖河ナイルにはワニもいるというのに……心配だわ」

　兵士が再び声をあげた。

「あの、河を渡る時には呪じゅ文もんを唱えるのです。猛もう獣じゅうに出会わないようにと」

「そうなの……。わたくし、その様子を見守りたいわ」

　え？　と兵士が目を丸くした。

「綱を取りのぞく前に、先に牛を通しなさい。わたくしも彼らの無事を願い、一緒に呪文を唱えましょう」




　陛下は本当に家畜の渡と河かを見守った。川につかる牛飼いたちの顔がガチガチにこわばっていたのは、危険な猛獣を警けい戒かいしてばかりではなかっただろう。

　夕ゆう餉げをいただきながら、お隣の陛下と話がはずむ。彼女は今日見知ったものをもう一度嚙かみしめるようにお話ししてくださった。

「牛飼いは毎日あんな危険なことを繰くり返かえしているのですね。彼らのおかげで牛乳や乾酪チーズを楽しめているのに、わたくしったらそんなことすら知らなかったなんて……もっと勉強しなければいけませんね」

　失礼だけど……可愛いなぁ、と頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　経済・軍事・法、どれをとっても博識の陛下だけれど、普ふ通つうの民の暮らしは知らないのだ。当然のことだし、知らなくても責められるようなことではない。それなのに、生き真ま面じ目めに反省されている姿が愛らしい。

　エジプトに婿入りすることが決まった時、大国の王ファラオとは冷然とした厳格な君主なのだろうと想像していた。

　齢よわい十七にして玉座につき、広大な国土を統すべる、〝神の牧まき人びと〟。

「ティズカール殿……わたくしの話、長くてつまらなかったでしょうか？」

　俺が考えこんでいたせいで、陛下に心配をかけてしまったようだ。

　そう、実際の彼女は思いやり深い方なのだ。国の端はし々ばしに住まう民の暮らしにまで気を配る、繊せん細さいな女性。

「いえ、すごく楽しくて、もっとたくさんお話ししていたいくらいです」

　陛下はよほど安心したのだろう、はにかむようにうなずいた。こんな時、チラリと十八歳の女の子の素す顔がおがのぞく。

「陛下、明日にはファイユム低地に到とう着ちゃくするようですね」

「えぇ。低地の治水工事を視察して、近くの街で一泊ぱくするようです。実はこの街を訪おとずれるのも楽しみなのです。すごく大きな市場が開かれる活気のある街なのですって。もちろんわたくしたちが見られるのは神殿の周りだけですけど……」

「もしかして、市場を見てみたいのですか？」

　はずんでいた声がしぼんでいくので、彼女の気持ちが手に取るように分かった。あれだけ好奇心旺おう盛せいなのだから、市場の様子が気になるだろう。

「それは……その……見てみたいのですけど。わたくしが見たいと言うと大ごとになってしまうから……」

　すると、俺の隣からすっと猫女神バステト様が現れた。そして俺の肩かたに顔をのせて、にゃぁんと鳴く。この猫の神様、やけにくっついてくるんだよな、どうしたらいいんだ……。

「お忍しのびで行けばいいにゃあ。近くであたしが見守るにゃ。時神トート、あんたも来るにゃ！」

「そうだな、俺は空から見守ろうか」

　バステト様の向こうでトート様がニヤリと笑った。その笑顔からは大人の男の色気がただよっている。ひきしまった黒々としたお体に、じゃらじゃらと飾かざり立たてた金銀宝石がよくお似合いだ。

　彼はバステト様を俺から引きはがすと、大きな手で俺の肩を小こ突づいた。

「俺たちが見守っててやるから、婿殿はアルシノエを連れ回してやってくれ。市場のことならよく知っているんだろう？」

「行ってらっしゃいにゃー」

　バステト様もトート様の腕にからみつきながら同意する。

「はっはっはっ、俺も新しん鮮せんな食材を手に入れるために同行……いてっ」

　高らかに笑う隼神ホルス様のスネを蹴けって、真理女神マアト様もにっこり笑っている。

「そうでちゅ、二人で行ってくるでちゅ」

　神々に後押しされ、どうしますかと陛下を振り返ると、そのターコイズの瞳はきらきらと輝いていた。

「行きたい！　絶対行きます!!」




　ファイユム低地の視察は、丸一日かけて行われた。

　夏ケアトの間に行われた掘くっ削さく工事の結果、低地には大きなくぼみができあがりつつある。丘おかから眺めるその景色は壮そう観かんだった。

　すでに神殿の一つや二つは入りそうな穴が掘ほられているが、最終的には王墓ピラミッドがすっぽりと隠かくれてしまうくらいの大きさになるそうだ。聖河ナイルと運河でつなぎ、低地に掘られた穴は人工の湖になるのだとか。

　こんな大がかりな工事の実行を命じるなんて、と俺は王ファラオの巨きょ大だいな権力にめまいがしそうだった。

　けれど、視察の際には鋭い瞳で技師や神官の話を聞き、質問の雨を浴びせていた王ファラオは、舟に戻ればただの十八歳の少女に戻る。

「ティズカール殿、明日の市場見学とっても楽しみですね！」

　無む邪じゃ気きな笑顔につい見とれてしまう。お仕事中のお姿との落差に、俺はなんとも言えない気分になった。

　えぇと、こういう気分をエジプト語でなんというんだったか。陛下の寝室に忍びこんで追い出された夜にメジェド君に教えてもらったはずなんだけど……。

　夜が明けて、俺たちは宿泊地の神殿を出た。

　あくまでもお忍びということで、陛下の足もとに黒猫姿のバステト様、空で旋せん回かいしながらこちらを見守る朱鷺とき姿のトート様がいる以外は二人きりだ。

　もちろん、人間の兵士たちも街の角ごとに配備されている。一見兵士だとは分からないように一いっ般ぱん人じんのふりをしてはいるけれど。どこかに俺の従者のルツたちもいるだろう。

「では、参りましょう、陛下」

　俺は手を差し出した。陛下は俺の手と顔を交こう互ごに見ながら立ち止まっている。

「早朝とはいえ、市場は人が多いのです。手をつないでいないとはぐれてしまいます」

「は、はい……」

　彼女はおずおずと自分の手を俺の手のひらに重ねた。小さくて薄い手だ。俺はその手を大事に握る。

「さぁ、参りましょう」

　風のない、よく晴れた早朝。

　俺と陛下は手をつないで市場のにぎわいにまぎれこんでいた。

「見てくださいティズカール殿！　あの椅い子すに座っている者たちは何をしているのですか？」

「あぁ、あれは床とこ屋やですね。客待ちをしているんですよ」

「ではあの茶色っぽいかたまりは？」

「パンですよ。陛下が普段お口にされているものとは原料も製法も違うので、見た目が違うのです」

　最初はおそるおそるといった様子の陛下だったが、今や俺を引きずる勢いで市場見学を楽しんでいる。

　どうやら市場を──というか街を歩き回ること自体が初めてらしい。

　こんなお姿は宮殿では決して見られないだろうな。瞳を輝かせる陛下の隣にいると、俺まで胸が湧きたってしまう。

　いつのまにか猫女神バステト様もどこかに消えてしまって、俺たちは二人きりの時間を楽しんでいた。

　市場はにぎやかだった。人が行いき交かい、ラクダもちらほら見られる。

　俺の母国と違いエジプトには商人がいないので、みな自分の作ったものを持ち寄って物ぶつ々ぶつ交こう換かんをしているようだ。使い古したむしろの上に野菜を並べている者、カゴの中にサンダルを積んで売り歩く者、手ぶらで売り物を眺めるだけの者。

　この活気がとても懐なつかしい。商人として世界を旅して回った頃を思い出してしまう。

「あ、ティズカール殿、あれは……」

「あの、陛下……」

　俺は彼女の手を引き、思い切って提案してみた。

「できれば私のことは〝ティズ〟と呼んでくださいませんか？」

　はたと俺を見上げる陛下の頰が紅潮する。あれ、俺、変なこと言ったかな？

「〝ティズカール〟では長ったらしいし、異い邦ほうの名は市場では目立ちます。お嫌でなければ、ぜひティズと。親しい者はそう呼びますので」

「……ティズ殿」

「そうです、今後はぜひそのように」

　陛下は頰を赤らめたまま、あの、と口ごもってしまわれた。

「では、わたくしのことも……名前で呼んでいただけませんか？」

「え？」

　そんな畏おそれ多おおいことが許されるだろうか？

　けれど俺の手を握る力は必死だった。

「嫌ならいいのですけど……わたくしも名前で呼んでいただきたいのです……だって、わたくしたち夫婦なのですから」

　俺の視線はターコイズの瞳にぎゅっととらえられた。胸がどきりとはずむ。

「二人きりの時だけでいいのです。ティズ殿は、そういうのは嫌ですか？」

「そんなことありません！」

　今度こそ即そく答とうして、彼女の手を握り返した。笑みがあふれてしまう。

「すごく、嬉しいです──アルシノエ様」

　ずっといい夫婦になりたいと思っていたのだ。嬉しくないはずがない。

　そのせいだろうか、胸のうちがやけに苦しい。きゅっと体の芯しんをつかまれたような小さな痛みを感じて……。

　その時、ふいに突とっ風ぷうが吹いた。

「陛下──!!」

　遠くから絶ぜっ叫きょう。市場にまぎれた兵士の声だ。そして、視界がかげる。

「危ないっ!!」

　俺は陛下の手を引いた。小さな体を抱いて後ろに飛びすさる。何も考えていなかった。ただ、必死だった。

　どしり、という衝しょう撃げき音おんとともに、悲鳴が市場に響ひびいた。

　先ほどまで俺たちがいた場所に巨大な荷が転がる。見上げると、目の前にはラクダが。どうやらその背から荷が落ちたようだ。

　背すじに寒気を感じた。荷は俺のつま先をかすめている。俺が間に合わなければ、アルシノエ様は──。

「す、すいません!!」

　壮そう年ねんの男が駆かけつけてきた。ラクダの持ち主らしい。「しっかりと積んだのですが」としどろもどろに説明し始めたが、あっという間に兵士たちに囲まれてしまった。

「貴様、まさか王ファラオに害意あって!?」

「ファ、王ファラオ!?　そ、そんな滅めっ相そうもない……!!」

　そんなやり取りの間、俺は少女を抱いた腕を緩めることができなかった。

　万が一にもこの方を失うことがあったらと思うと──だめだ、それは絶対だめだ。

　抱きしめた小さな体。この方を守ってさしあげたいと思った。王ファラオだからという、それだけではなくて──。

「お前たち」

　腕の中で陛下が声を発した。その厳然とした声こわ音ねに、俺はハッとする。

　彼女は体を起こして立ち上がった。一方俺は倒たおれたまま少しも動けず、彼女の決して大きくはない背を見守る。

　その後ろ姿は、凛りんとしていた──見み惚とれてしまうほどに。

　兵士たちも、彼らに縄をかけられた壮年の男も、その場のすべての人間が膝ひざをついた。騒そう然ぜんとした市場が静まり返る。

「わたくしがここにいることをこの者が知っていたはずはありません。一昨日、わたくしの思いつきでここに来たのだから。決して害意あってのことではない。けれど……」

　陛下はゆるりとあたりを見渡す。男が連れたラクダは三頭いた。残りもずっしりと荷を背負っている。

「荷の積み方が甘いのであれば、それはこの男の罪。これらのことを踏まえて公正に取り調べをするように。その結果は必ずわたくしに伝えなさい」

「仰おおせのままに！」

　兵士が応じ、粛しゅく々しゅくと壮年の男を連れて行き、その後ろからラクダも手た綱づなを引かれていく。

　呆ぼう然ぜんと座りこんだ俺を陛下が振り返った。俺は焦あせる。王ファラオの威い厳げんに圧あっ倒とうされていた。ひざまずかねば、と体を起こそうとした。

　けれど、俺を見つめた陛下の瞳がじわりとにじむ。

「ティズ様！　お怪け我がはありませんでしたか!?」

「わ、私ですか……？」

　ご自身が命を失いかけたのに、俺の心配を？

　彼女はうろたえたように座りこんだ。

　そして放り投げる勢いで俺のサンダルを外し、怪我がないかと足を見る。それから優しく足をさすってくださった。

「よかった、お怪我はないようですね……どこか痛いところはありませんか？　ひねったりとか、他にも……」
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「アルシノエ様……あの……」

　あぁ、ダメだ、と思って俺は天を仰あおぐ。

　空が青い。まるでアルシノエ様の瞳の色のように。

　いや、違うな、これは──。

「足にふれられるのは……ハズカシイデス」

「す、すみませんっ!!」

　彼女はものすごい勢いで俺から離れてくださった。

　──よかった。これ以上ふれられたら……ちょっと耐えられなかったかもしれない。

　すでに信じられないくらいに体が熱い。

「ティズ殿、とりあえず神殿に戻りましょう。このままでは大騒ぎになってしまいます」

　困こん惑わくしているうちに陛下に手を差し出されてしまった。またどきりと胸が痛んで、これはマズイ、とまぶたを閉じた。

　けれど、瞳を閉じてもなお、俺の視界には青空が広がっている。

　澄すみきったターコイズの、美しい青が。

　あぁ、やっぱり──心に焼きついてしまった。

　ひざまずいたまま伸べられた手を握り、そのお顔を見上げる。本当に、こうして見ればただのあどけない少女なのに。

　愛おしい、と強く思う。

　守ってあげたいと思ったし、同時に格好いいとも感じてしまった。

　どうしようもなく胸が苦しい。

　これは……だいぶ重じゅう症しょうだ。
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「ばかやろう！　お前らがついていながら何やってんだ!!」

　神殿に戻った私たちは黒犬神アヌビスの大だい激げき怒どにお迎えされてしまった。

　見た目は十歳児じのアヌの前で、いい歳としした時神トートと猫女神バステトがしょんぼりしているのがちょっと面おも白しろい。

　あの事故の後、私たちはすぐに神殿に戻った。市場に王ファラオがいるのがバレちゃったからね。今度こそ本当に良からぬことが起こるかもしれないでしょ。

　それで今は私と神々だけで大反省会というわけよ。

「だってにゃ、サソリも近くに見当たらなかったしにゃ」

「俺もちゃんと空から警戒していたぞ。荷が落ちる気配はなかった」

「ふざけんな、そんな言い訳が通用するか！　あらゆる事態からアルシノエを守れないなら市場になんて連れて行くな！」

　アヌったらさすがにそれは無茶よ。だけど、私の腕の中でぷるぷる震える獣型の兎夫婦ウヌウヌは激しくうなずいて、どうやらアヌと同じ意見みたい。二人は今朝の事故の話を聞いた途端、白目をむいて卒そっ倒とうしてしまったの……やっと目が覚めたものの、私にくっついて離れようとしないのよ。

「もういいわよアヌ。ティズ様もご無事だったんだし」

「オレはお前の心配をしてるんだよ！」

　アヌは尻尾の毛を逆立てた。もう、なんで私まで怒られなきゃいけないのよっ。

「アルシノエ〜取り調べは終わったでちゅよ〜」

　扉が開いて真理女神マアトが軽かろやかな声とともに現れた。

「あたちの前で事情聴ちょう取しゅさせまちたから、噓うそやごまかしはないはずでちゅ」

「はっはっはっ、取り調べ中の奴やつらの青い顔、お前たちにも見せてやりたかったぞ」

　隼神ホルスも普段通りに笑いながら戻ってきて、ギスギスしていた空気が入いれ替かわった。ほら、アヌだってホッとして尻尾の先がちょっと揺れてるわ。私もつとめて明るい声を出す。

「そりゃ、マアトの前じゃ噓はつけないからね。すぐバレちゃうし、バレたら死後にひどい目にあうし」

「もちろんでちゅよ〜」

　指しゃぶりをしながら胸を張るマアトは今日も愛らしい。けれど、言うことは理路整然としていた。

「被ひ疑ぎ者しゃはおおよそ四十歳の男性でちゅ。前科はなし。紙かみ漉すき職人だということで、積んでいた荷の中身は大量の紙パピルス。ちゃんと中身も確かく認にん済ずみでちゅ。落ちた荷の重さはホルスお兄ちゃんの二倍くらいでちゅね。直ちょく撃げきを食らってたら危なかったでちゅよ」

　アヌが大きく舌打ちをした。

「他のラクダも確認したでちゅ。二頭いまちたけど、どちらの荷もしっかり括くくりつけられてまちた。文句のない積み方でちたし、落ちた方の荷も同じように積んだのだと必死に訴うったえてまちたでちゅ。あと、王ファラオがここにいたことは知らなかったとも言ってまちたよ。当たり前でちゅけど」

「うーん。じゃあなんで落ちたのかしら？」

　私が首をかしげる横で、アヌがバステトたちに牙きばをむいた。

「本当にサソリはいなかったんだろうな!?」

「絶対いなかったにゃ」

「無論」

　続くマアトの言葉も、二人の証言の正しさを裏付けた。

「サソリが積み紐ひもを切ったわけではないでちゅよ。だって、紐が切られた跡あとはなかったでちゅから。単純に結び目がほどけただけでちゅ」

　それを聞いてアヌもさすがに大人しくなった。

「じゃあ本当にただの事故かよ？　そんなことありえるか？」

「まぁ、たまにはそんなこともあるんじゃない？」

　のんきに腕の中のもふもふを味わいながらそう言うと、アヌは大きく尻尾を落とした。

「それじゃあ、そのラクダの持ち主の罪状は？」

「まぁ、故意ではないとはいえ人を殺しそうになったことは事実でちゅからね。いい感じの紙パピルスを一束献けん上じょうするように命じておきまちた」

　私は大きくうなずく。

「それでいいわよ。ほら、だってあの時は風も強かったし。それよりどんな紙パピルスを届けてくれるのか楽しみだわ〜」

「風……？」

　話を終わらせようとしたのに、アヌが私の言葉に引っかかった。あのホルスまで難しい顔をしている。えーもうこの件はいいのに。




　そんなこんなで、行程が一日遅おくれてしまった。行く先々で迷めい惑わくかけちゃうから嫌だわと思いながら、翌朝また舟に乗りこむ。

　あらら、舟の中がやけにきれいに片付けられているわね。どうも昨日のあの事件以降、アヌがもう一度安全確認を命じたみたい。アヌったら本当に大げさなんだから。

　いまだに獣型のままのウヌウヌを腕の中に抱きながら乗りこむと、先にティズ様が待っていらっしゃった。

　そのご尊顔を前にすると、昨日の最高に素敵だった一日を思い出してしまう。

　そうよ、事故なんかよりもっと大事なことがあったじゃない!?　ティズ様と手をつないでお出かけして、名前で呼んでくださって！　しかも私を身をていして守ってくださったのよ……思い出すだけでどきどきしちゃう！

　それなのに当のティズ様のお顔をのぞくと、いつになく渋しぶいお顔をされている。えっ、そんな表情初めて見るわ！

　舟室の入り口で立ち止まっていた私に気づき、彼がスタスタと近づいてくる。

　そして私の腕の中の兎夫婦ウヌウヌをまじまじと見た。その眼差しは穏やかとは言いがたい。

　大きな手が、白兎男神ウヌヌの首根っこをつかんでひょいと持ち上げた。うろんな目で下腹部のあたりを確認した彼は、ごく小さな声で「オス……」と呟つぶやいた。

　しかも、そのままぽいっとウヌヌを自分の従者に渡してしまったの！

　ウヌヌはガクガク震えているし、渡された方の従者さんもびっくりしている。私の中の黒兎女神ウヌトがうろたえているのも分かった。

「ど、どうされました、ティズ殿？」

「いや、別に……」

　お、おかしいわ。生き物（いや、本当は神様なんだけど）をぞんざいに扱うような方じゃないはずなのに。

「アルシノエ様は……いつもウヌヌ様、アヌビス様と同じご寝しん所じょでお休みになっているのですか？」

「そ、そうですけど？」

　そうですか、と応じたティズ様の声にはため息が混じっていた。

　えぇ、なんで不ふ機き嫌げんなの!?　まさかどこかでウヌヌと喧嘩でもしたのかしら!?




　なんだか今朝からティズ様のご様子が変だ。

　ウヌヌを放り出した後はいつもの温和な彼に戻った気がするんだけど……。

　一緒に景色を眺めながらおしゃべりしたり、盤上遊戯セネトで遊んでくださった時も楽しそうだったしね。

　でも、昨日は手をつないだり抱きしめてくださったのに、今日はちょっと肩にふれただけでのけぞるほど驚かれてしまう。

　それにね、たまにじっと私の顔を見つめるの。それに気づいて彼の瞳を見返すと、スッと目をそらされてしまうし。

　私、何か嫌われるようなことしちゃったのかな……。

「ねぇアルシノエ、婿殿と何かあった？」

　人型に戻ったウヌトがひそひそと私の耳もとでささやいた。ティズ様はちょうど従者とともに席を外している。

「やっぱり変よね、ティズ様!?」

　小声で応じると、彼女はなんとも言えない表情をした。

「昨日はあんなに仲良くしてくださったのに、今日は距離を感じるの。しかもなんでウヌヌにあんな意地悪を……」

「いや、意地悪ではなくて……」

　彼女のうさ耳がぴょこぴょこ動く。あ、ウヌトったら何か困ってるわね。

「とにかく、これからはウヌヌやアヌビス様と一緒のお部屋で寝るのはやめましょう」

「なんで!?」

「なんでって……」

　ウヌトも変よ。なんでティズ様の様子がおかしい話から、寝る部屋の話になるのよ。話がつながってない、支し離り滅めつ裂れつだわ。

　何か迷っているようなウヌトの向こう、部屋の隅にティズ様がいる。私の視線はそのまま釘くぎ付づけになってしまった。

　またバステトがティズ様に近づいて──って、ティズ様の耳に口を近づけ……まさか、いつも私にするみたいにお耳をなめるつもりじゃ!?　ダメダメそれは絶対ダメ！

　けど、止めに入れる距離ではない。

　と、次の瞬しゅん間かん、バステトに接近されたティズ様が、燃え上がるように頰を赤くした。目を見開いてバステトを見返す、その耳まで真っ赤だ。

「ウヌト────！　見て、バステトがティズ様を誘惑してる!!」

　半泣きでウヌトの胸に飛びこむ。

　けれど、なぜか彼女はなぐさめてはくれなくて、むしろ大きなため息をついた。

「だから、婿殿も多分あなたと同じなんですってば」

「はぁっ？」

　ティズ様は変だし、ウヌトまで何を言ってるか分からない。いったい今日はどうなってるの？
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　どう考えてもおかしい。

　お隣でイチジクの果汁ジュースを召し上がるアルシノエ様のお顔をじっと見つめながら、俺は目をこすった。

　ふわふわとしたやわらかそうな髪。明るいお人ひと柄がらを象しょう徴ちょうする薔ば薇ら色いろの頰。華きゃ奢しゃな肩は一見頼りなさそうに見えるのに、その背すじはピンと伸びて清すが々すがしい。

　大きな瞳は、エジプトの大空よりもなお澄んだターコイズ。

　微笑めば、暗くら闇やみに光がさすようで──。

　うん、おかしい。

　──このお方、こんなに可愛かっただろうか？




「ティズ殿、ご覧ください。夕日が丘の向こうに沈しずみます。宮殿の窓から眺める時とは、また異なるおもむきがございますね」

　旅の七日目が終わろうとする刻限。俺と陛下は舟の甲板で黄昏たそがれに見入っていた。砂漠を朱しゅに染め上げて、恵めぐみの神が世界に別れを告げていく。

「故郷でなじんだ夕日とも印象が違います。あちらでは陽は山々の向こうに沈んでいくものでしたから」

　そう申し上げると、夕焼けを映した瞳を細めてにっこりと微笑んでくださる。

　ゆるやかに笑みを作る唇くちびるを見ていると、ついあらぬことを考えてしまう。

　──接吻キスしたい。

　できれば今すぐあなたの肩を抱いて、そっと背を引き寄せて。その見事に長いまつ毛がゆっくりと伏ふせられるのを見届けてから。

　──アホか、俺は。

　自分のあまりの愚おろかさに嫌いや気けがさして、彼女のお顔から目を背そむけた。

　おかしい。ついこの間までは陛下を隣にして、こんな不ふ埒らちな望みを抱いだいたことなどなかったのに。

　これまでの自分の愚ぐ行こうがまざまざと思おもい浮うかぶ。

　陛下のお部屋に忍びこんで壁かべぎわに追いつめたり。

　ひたいとひたいを重ねたり。

　きわめつけは、押し倒して唇を──。

　膝から崩れ落ちる思いだった。自分が信じられない。なんて無礼で野や蛮ばんな男だったんだ俺は……いや、待て。そうだ、俺に余計な助言をしたのはメジェド君だぞ。くそっ、あのシーツのかたまりめ！

　それにしても、ともう一度アルシノエ様のお顔をチラリとのぞいてみる。夕日に見とれている彼女の瞳はあまりに清らかだ。

　出会ってまだ一年もたっていない、政略結けっ婚こんによって結ばれた妻。

　俺は彼女の何を知っているだろう。ともに過ごした時間も短く、まともに会話ができるようになったのもつい最近で。

　それなのに、陛下をこんなに強く愛いとしく想おもうなんて。

「ティズ殿、どうされました？」

　ふわりと甘い香りがした。こちらを見上げるアルシノエ様の瞳がやや困惑の色を表している。

　そうだ、婿の挙動がこんなに不ふ審しんなら困りもするだろう。今まで通りに振るまわないと。しっかりしろティズカール。

　そう奮起してみるものの。

　アルシノエ様……その上うわ目め遣づかいはいけません。

　それに、こんないい香りで近づかれると、やっぱり──

　──接吻キスしたい。

　自分の中の野蛮な生き物をおさえこむために、俺は彼女から少し離れた。




　舟旅八日目の早朝、出発前。

　寝所としてあてがわれた神殿の一室を出て、俺は中庭で陽ひ射ざしを浴びた。付き添うネイハムに持たせた木刀は、俺が普段から愛用しているものだ。

　ぐっと大きく体を伸ばす。舟旅はどうしても体が固まるから、朝のうちに体をほぐしておかないと。

　剣けんの腕が鈍にぶるのは避さけたい。隊商を率いて暮らしていた頃は、山さん賊ぞくに襲おそわれることもしばしば。傭よう兵へいを雇やとうこともあったけれど、自分の腕を磨みがくにこしたことはない。

　素す振ぶりを繰り返してまずは軽く汗を流す。無心に剣を振るい空気を裂さく動作は、体になじんで心ここ地ちよかった。

「ネイハム、手合わせしてくれ」

「承うけたまわりました。でもちゃんと手加減してくださいよ。本来は俺たちじゃ相手にならないんですから」

「じゃあルツも呼んでくるか。二対一ならいいだろ？」

「どうしたんです？　このところ鍛たん錬れんに力が入りますね」

　返答をはぐらかしつつ、相棒を呼びに戻るネイハムを見送った。

　力が入る理由は分かっている。何のために鍛きたえるか、その目的が明確になったからだ。

　瞳を閉じて息を整える。

　さぁティズカール、市場で味わった恐きょう怖ふを思い出せ。

　あの時は落下する荷からアルシノエ様を間かん一いっ髪ぱつお守りすることができた。けれどまたいつ危険が迫せまるか分からない。彼女はこの広いエジプトを治める唯ゆい一いつ無む二にのお方で──俺の妻だ──。

　──彼女を守るために、俺は強く賢い夫であらねば。




　舟旅最後の朝、夜明けとともに舟に乗りこむと、甲板でアルシノエ様が風を浴びていた。

「ティズ殿、おはようございます。どうぞこちらへいらっしゃって」

　俺を見つけてそう呼びかけてくださった彼女は、腕を後ろに回して何かを隠している。はにかんだ表情がなんとも可愛らしい。

　その足もとに黒犬のお姿のアヌビス様がうずくまっていたが……ちょっとくっつきすぎじゃないか？

　思い出すのは王弟イアフメス様と蠍女神セルケト様の仲なか睦むつまじいお姿だ。神々といえど油断はできない。特にアヌビス様は常にアルシノエ様のおそばにいる。警戒してしかるべきだろう。

　ギロリと睨んで牽けん制せいすると、驚いたように耳をぴょこんと立てて、黒犬はほんの少しだけアルシノエ様から離れた。せっかくならどこかへ行ってしまえばいいのに。

「アルシノエ様、今日もよい朝ですね」

　気をとり直してご挨拶をさしあげた。お隣に並ぶこともお名前を呼ぶことも、もう不自然に感じない。この舟旅で俺たちはやっと理想の夫婦に近づけた気がする。連れてきてくださったことに感謝しなくては。

　そんな風に考えていたのが伝わったのだろうか。

「ティズ殿、この十日あまりの旅、とても楽しかったです。一緒に来てくださってありがとうございます」

「とんでもない。楽しかったのは私の方です」

　同じ気持ちでいてくださったのだと思うとそれだけで頰が緩む。そんな俺に彼女は隠していた両手を差し出した。

　その小さな手のひらに、葦あしで編んだ小箱がのっている。

「これは……？」

　ティズ殿に差し上げます、とおっしゃる声がか細い。どこか不安げな顔でこちらをのぞいている。

「ティズ殿は冬にお生まれになったのでしょう？　新たに歳を重ねたお祝いです」

「お祝い……？」

　なぜ贈おくり物ものを賜たまわるのか分からず困惑する俺に、彼女は小箱をそっと手渡した。

　どうぞとうながされてゆっくりふたを外す。何かがきらりと朝焼けを弾はじいて光を放った。

「これは……」

　箱の中にはまばゆい紅玉ルビーと硝子ガラスのビーズ。手にとってみれば、それは一つに連なる首飾りネックレスだった。

　俺は焦ってそれを箱に戻した。

「こ、このような高価なもの、とても頂ちょう戴だいできません」

「お好みに合いませんでしたか？」

「そういうわけではありません。けれどなぜ私がこのようなものをいただくのか……」

　アルシノエ様はまっすぐな視線を俺に向けた。その頰が紅玉ルビーの色を映したようにほのかに朱に染まっている。

「ティズ殿がお生まれになったこと、そして病やまいにも災わざわいにも負けずに二十四年間生きていてくださったこと。それはかけがえのないことでしょう？　それで、何かお贈りせねばと思って」

「アルシノエ様……」

「この気持ちを届けたいと思い、すべて自分で紐に通しました。だから、ぜひティズ殿に」

　彼女が俺にそっと近づいた。俺の手のひらの小箱から首飾りネックレスを取り出す。

「受け取っていただけますか？」

　陽光を湛たたえる紅玉ルビーが明るい。

　──どうしよう、すごく嬉しい。

「ティ、ティズ殿……!?」

　気づけば俺は彼女を抱きしめていた。自制する余よ裕ゆうもなかった。

　ずっと自分のことを人ひと質じちなのだと理解してきた。俺たちは政治的な思おも惑わくで結ばれただけの夫婦だと。

　でも、彼女はご自分の手でこの首くび飾かざりを作ってくださったのだ。俺が生きているなんていう、ただそれだけのことを喜んで。

「ありがとうございます……大事にしますね」







「というわけで、ついそのまま接吻キスしてしまいそうになったんですけど、アヌビス様に吠ほえられて正気に戻りました」

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　俺の寝しん台だいの上で白布が激しく転げ回っている。胃の底から絞しぼり出だすように声をあげて悔くやしがっているのはメジェド君だ。

　宮殿の自室に戻った俺は、留守を預かってくれたこの神様にせまられ、旅の一部始終を報告した。

　聖河ナイルの風に吹かれながらアルシノエ様とたくさん話ができたこと。

　市場での事故と彼女の毅き然ぜんとした対応。

　そして彼女が贈り物をくれたこと。

　とってもいい旅でしたよ、とにっこり笑うと、メジェド君は絶叫した。

「くそぉ、我も行けばよかったぁぁぁぁ！」

　突っ伏して足をばたつかせている。あ、白布の中身が見えそう……いや、見えないか。うん、そもそも見たくはないな。

「うっうっ、まさか我の知らぬうちに〝デート〟や〝名前呼び〟、おまけに〝ハグ〟まで……しかも！」

　突然ベッドから這はい出でると、白布を揺らしながらずずずいっと俺に近づいてきた。例の炭で塗ぬったような目がまた巨大化している。

「ティズ君……要するに心境の変化があったってことじゃな？」

「まぁ……はい」

「どういう変化か言ってみよ。我に詳くわしく教えてくれ！」

「嫌ですよ、そんな。恥はずかしい」

　断ると、メジェド君の目からぶわっと水があふれ出てきた。えぇ、メジェド君、泣いたりするのか!?　ていうかどうやって布から水が!?

「頼むぅ……ティズ君の名場面を見み逃のがした我のために、我をなぐさめると思って……!!」

　ぼろぼろと泣かれると弱ってしまう。ちょっと怖いし。

　しようがない、と俺は咳払いをする。そしてすぅっと息を吸った。

「俺、アルシノエ様のことを本当に好きになってしまったみたいです」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　今度は歓かん喜きの声をあげて、メジェド君がひっくり返った。

　まったく、大げさなんだから。
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「やっほーみんな、ひっさしぶりー！　麗しの少年女神、蠍女神セルケトだよー！」

　ボクが村役場の前に現れると、可愛い信者ちゃんたちが大だい歓かん声せいで迎えてくれた。今日は王都郊こう外がいの村を訪問。どんな小さな村でも見落とさない、それがボクの信条さ！

「セルケト様ー！　その笑顔がしんどいですぅぅ」

「尊い〜！」

　うふふ、みんなちゃーんとボクにメロメロだね！

　粘ねん土ど造りの家の周りを練り歩きながら、ボクは今日も一人一人に笑顔と握手と──毒針をぷすり。だいじょーぶ、だいじょーぶ、みんな焦らないで！　一人残らずボクの針を刺してあげるからね。またどんどんボクのことを好きになるよ！

　ふぅ、それにしても……こんな小さな村でみんなと握手してるだけなのに、なんかすっごく疲つかれるなぁ。

　ううんダメダメ、疲れた顔なんて見せられないぞ。にっこり笑って信者を集めて、ボクは偉い大だいな神になるんだ！　そうしたら太陽神ラーとクソシノエを蹴落としてずっとイアフと一緒なんだから！

　ふと陽がかげったような気がして、ボクは頭上を見上げた。

　──あれ、邪神セトがいる。

　陽射しをこばむように頭から黒い外套ローブをまとって、セトが宙に浮かんでいた。

　異様な長身と、外套ローブの隙すき間まから見えるツチブタの顔。ぬめりを感じさせるワニの尾がゆるゆると宙をさまよっている。

　人間たちはどうして気づかないのかなぁ。ボクに夢中だから？

　それにしても、あれはなんだろう？　彼の周りに、何か黒い煙けむりのようなものがまとわりついている。あんなもの、以前会った時はなかったよなぁ。禍まが々まがしいその黒い渦うずを見ていると、ちょっと背すじが寒くなるよ。それにあの煙、地上から彼に集まってきているような？

　そんなことを考えているうちに、セトはこちらを見下ろしながら突き出た口でニヤリと笑い、ふっと消えてしまった。

　えーと、いったいなんだったんだろう？




　あぁ、疲れた〜！　ボクはぐーんと背せ伸のびしながらイアフの部屋に戻った。

「おう、おかえりー」

　部屋の主が机で何か書き物をしている。彼のターコイズの瞳が夕日に照らされてとってもキレイ。真しん剣けんな眼差しはソーメイそのもの。うん、やっぱりイアフが世界で一番カッコいい！

「何書いてるのー？」

「ほれ。見ろよ、よく書けてるだろ」

　彼は葦あしのペンを持ち上げてにんまり笑う。机上の紙パピルスをのぞきこむと、豪ごう快かいな字で、

「アルシノエは世界一の悪女」

「王ファラオの名前は〝ブスシノエ〟」

「バーカバーカ」

　といった上品な言葉がびっしり。

「うふふ、また楽しいことやってるね」

「だろ。あいつ今のんきに舟旅に出てるからさ、ちゃんと出迎えの準備しておかなきゃと思って」

　そういえば、とイアフは体をほぐすように首を回した。

「むこ殿も一緒に行ったんだってな。まだアリィとは仲良くないとか言ってたけど、なーんかあやしいよなぁ」

「前に話した時は、噓はついてなさそうだったけどね」

「とっとと仲良くなればいいのに。そしたら思いっきり邪魔してやるのにな〜」

　だよね、とうなずきながら、ボクはばったり寝台に倒れこんだ。

「イアフ〜、ボクすっごく眠ねむいんだ……もう寝るね」

「おい、今日もかよ。最近疲れすぎじゃねぇ？」

　イアフが隣に腰かけて、頭をガシガシなでてくれる。その感かん触しょくを心地よく思いながら、ボクは眠りに落ちていった。

　本当に最近のこの疲れは異常だよ……国中まわって信者を増やすって大変なんだなぁ。

　──あれれ、でも、おかしくない？

　だって、たくさん信者が増えたら、ボクの力は強くなるはずなのに。エジプト一の神様になれるって、セトが言ってたのに……。




　翌日、ボクはぐったりと疲れの取れない頭で、昨晩考えていたことを思い出そうとした。でも、うまく頭が働かない。なんかおかしなことに気づいたはずだったんだけどなぁ。

　よーし、今日はお休みにしよう。もう太陽が天の真上に昇のぼっているし、イアフも出かけちゃったみたいだし、一日中サソリ姿のままでのんびり過ごしていよう。

　そう決めこんで、寝台にひっくり返った。人間の姿の方が可愛いから好きだけど、本来の姿サソリの方が楽チンなんだ。これはどの神も一緒みたいだね。

　ボクはしばらく小さな窓から外を眺めていた。見えるのは雲がすいすいと流れる高い空。

　季節が流れるのってはやいなぁ。

　この間まで聖河ナイルが増水してたのに、今はもう冬ペレト。

　このままだとすぐに乾季シェムウが来てしまう。それは実りの季節で──そして、イアフがエジプトで過ごす最後の月日だ。

　ボクたちは彼が小さな頃からずっと一緒だった。

　イアフはやんちゃだったから、飛んだり跳はねたり転んだり、たくさん怪我をしたけれど、そんな時に傷の手当てをして、なぐさめてあげたのもこのボクだ。

　イアフはボクの大切な守護者なんだ。

　ボクはくるりと起き上がった。やっぱりこんなところで寝転がってる場合じゃない。もっともっと頑張らないと。

　サソリの姿のまま部屋の外に出る。窓から這い出て、壁を伝って地面に着地。中庭の木々の間をぬって、石いし畳だたみを渡り、最後に城じょう壁へきをよじ上れば、そこから向こうは宮殿の外。

　城壁の上からは、巨大な王都が見渡せる。目の前を通る、まっすぐ敷かれた大通りがこの都市の中心だ。道の片方の端は城壁に囲まれた神域で、神殿や葬そう祭さい殿でんが集まっている。そしてもう片方の端は王都の正門に接しているから、この大通りはいわゆる参道でもあるんだ。

　城壁を伝って参道に降りようとしたその時、突然がくっと全身の力が抜けた。やばい、と思った時にはすでに地面に落ちていた。

　いてて、とサソリの体をくねらせる。もちろんボクは弱小とはいえ神様だから、この程度の高さなら落ちても全然ダイジョーブ。

　の、はずだったんだけど。ダメだ、力が出ない。ひっくり返って空を仰いだまま、足の一本も動かせない。しかも、眷属であるサソリたちを呼ぶチカラさえ失っていることに気がついた。

　どうしよう、このままじゃ隼はやぶさのエサにされちゃう。ラクダに踏みつぶされるかもしれない。

　──いやだ、怖いよ。誰か、誰か助けて。イアフメス、助けて──！

　心の中でどんなに叫さけんでも、誰にも届かない。サソリの姿のままでは声も出せなくて、どうすることもできなかった。

　突風にあおられた。なすすべもなく道を転がって、石に背を打ちつける。

　そのボクの視界に入りこんできたのは、どろりとした影だった。

　──あ……セトだ。助けに来てくれたんだね。

　見慣れた姿にボクはホッとする。彼もまたニタリと笑った。相変わらず黒い外套ローブをまとっていて、目もとがよく見えない。

「ちょっと力を奪いすぎちゃったみたいだね……」

　──え、セト、今なんて言ったの？

　彼がボクに手をかざす。すると彼の周囲の黒い渦がするりとボクの体をすべって、節々から殻からの中に入りこんできた。

「これで大だい丈じょう夫ぶ」

　くぐもった声で言われると、たしかにちゃんと足が動いた。さっきまでの脱だつ力りょく感かんがウソのよう！　ボクはパッと人間の姿に戻った。

「ありがとう、セト。ボクどうしようかと思っちゃった」

「くっくっくっ。元気になってよかったよ。そうそう、今日は君に報告があって来たんだ」

　そうしてセトは突き出た口をボクの耳もとに寄せて、大事なことを教えてくれた。




「イアフ、聞いて！　大事件だよっ！」

　その晩、部屋に戻ってきたイアフにボクはピョーンと抱きついた。

「お、今日は元気じゃねーか」

　彼はにっこり笑ってボクの背中をバシバシ叩く。うーん愛情が痛くて気持ちがいい！

「で、なんだよ大事件って」

「そうそう、クソシノエとティズカールのことなんだけど。どうやらこの舟旅でだーいぶイチャイチャしてるみたいだよっ！」

　マジか、とイアフが目を輝かせる。それを見ているとボクもワクワクしてきちゃうね！

「そうそう、なんか手をつないだり抱き合ったりしちゃってるんだって」

「うわーいいじゃん、めちゃくちゃオモシレーじゃん」

　ボクとイアフは両手を合わせる。彼は陶とう酔すいしたように天井を仰いだ。

「これで二人を引き裂く楽しみが増すな。うへへ、どんな嫌がらせしてやろう！」

　一通り夢想して、イアフがはたとボクの顔を見た。

「それにしても、そんな情報どこから手に入れたんだ？」

　ボクは返答に困ってしまった。だって、セトにこう言われてたから。我々が親しくしていることは誰にも言っちゃいけないよ、って。

「そ、それは……もちろんボクの眷属のサソリ君たちの情報だよ！」

　なるほどな、さすがセルケト、とイアフが褒めてくれたので、ボクはちょっぴし後ろめたい。

「よーし、じゃあ戦せん闘とう開始だな。アリィとむこ殿の仲、がっつり邪魔してやろうぜ！」
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　王ファラオに即そく位いして一年ちょっと。私、アルシノエはかつてない窮きゅう地ちに立たされていた。

「だから、たまには俺とお話しする時間をもうけていただけないでしょうか」

　息がかかるほどの距きょ離りで、凛り々りしい瞳ひとみに見つめられている。ここは宮きゅう殿でんの自室。その石いし壁かべに追いつめられ、私はちっとも身動きがとれない。

　そう、私、再び夫にせまられているのよ。

「アルシノエ様……舟ふな旅たびの時はあんなに親しくしてくださったのに、どうしてまた俺を無視なさろうとするのです？」

　そう言ったティズ様の口調はやわらかいけど、瞳は切なく揺ゆれている。

「こ、こんな風に無理やり忍しのびこんでいらっしゃるからです……！」

　彼の瞳から目をそらし、私はなんとかそれだけ言った。

　あの舟旅から一ひと月つきがたった。あれ以来、私は必死にティズ様を避さけている。顔を合わせるのだって、これがほとんど初めてだ。

　うぅ、久しぶりのティズ様……やっぱり格好いいよぉ。

　彼のオリーブ色の瞳が私をとらえて離はなさない。でも今の私はどうしてもそれを受け入れられない。受け入れちゃいけないのだ。

「このようにしないと顔も合わせていただけない。それが俺には苦しいのです。アルシノエ様、もし俺が何か気に障さわることをしたのなら教えていただけませんか？」

　違ちがう、違うのよ。あなたに悪いところなんて一つもないの。ただ、状じょう況きょうがそれを許さないだけで……。

　なんとか彼に帰ってもらおうと言葉を探した。それが見つからないまま、気まずい沈ちん黙もくが続く。

　ふぅっとティズ様が吐と息いきをもらして、それが私の耳をなでた。

「俺だって、いつまでもそんなに忍にん耐たい強づよいわけじゃないんですよ？」

「ど……どういう意味で……んっ……！」

　私の言葉は途と中ちゅうでさえぎられた。

　彼の唇くちびるが、私の唇をふさいだのだ。

　強ごう引いんな口づけに不意をつかれ、抵てい抗こうしなければいけないのを忘れてしまう。しばらく熱く続いた接吻キスは、情熱的で狂くるおしくて……そのまま彼に身をゆだねてしまいそうになる。

　私の腰こしに手を回して支えると、彼は唇を離して私の瞳をぎゅっと射い抜ぬいた。

「嫌いやなら嫌だとはっきり言ってください。ちゃんとやめますから」

　うぅ、だめよ、ずるい。嫌なわけないんだもの。

　でも、このままこんなことを続けていたらティズ様の身が危ないのよ……。

　迷っているうちに彼のお顔がまた近づいてくる、身構えると今度は耳たぶをかじられた。

　どうされたのかしら、今日のティズカール様、大だい胆たんすぎるわ……！

　彼から逃にげられない私を救ってくれたのは、部屋に駆かけこんできたアヌだった。

「おい、婿むこ殿どの！　アルシノエから離れろっ！」

　アヌの黒い尻しっ尾ぽがぴんと逆立って、吠ほえたてるようにティズ様に挑いどみかかる。

　ちょっとアヌったらやり過ぎよ！　でもこれでなんとか助かった。

　と、思ったんだけど、ティズ様はちっとも動じない。

　むしろアヌに見せつけるように私の手のひらを取って、甲こうに口づけをした。

「こんばんはアヌビス様。今は夫ふう婦ふの時間ですので邪じゃ魔ましないでいただきたい」

「お、お前っ！　この闇やみのアヌビスに逆らう気か!?　いいからアルシノエから離れろ！」

「異い邦ほうの出身ですのでアヌビス様の権けん威いについてはよく存じません。そもそも夫婦で睦むつみあって何がいけないのです？」

　ふざけんなと吠えて、アヌが牙きばをむいた。ど、どうしよう喧けん嘩かになっちゃう。ティズ様ったらどうしてアヌを挑ちょう発はつするの!?　さすがに神様には勝てないわよっ！

「アルシノエ！」

「は、はいっ！」

「この無礼な婿殿に教えてやれ。忍んで来られても迷めい惑わくだってな」

　突とつ然ぜんアヌに要求されて、私は一いっ瞬しゅんためらった。

　そうよ、言わなきゃ。本心じゃなくても、本当は彼が大好きでも、ずっとずっとこうしてくっついていたくても──。

「おい、分かってるだろ！」

　アヌに急せかされて、やっと決心がついた。

「放してください、ティズカール殿どの」

　心の中の自分を黙だまらせて、私はつとめて冷たく言った。

「あなたにここに来られても、困るのです」

　その言葉に弾はじかれたようにティズ様があとずさる。私と彼の間に数歩の距離。その空間が痛々しかった。

　でも、これでいいのよ。こうしなければいけないの。ティズ様を守らなければいけないし。

　それにティズ様だって、本当に私のことが好きなわけではないのだから──ただ、形ばかり夫婦になりたいだけで。それを私は最初から分かっていたのだから──。

「本当にご迷惑だったのですね……」

　そうおっしゃる彼の瞳の色が、すうっと色あせていった気がした。私の胸が悲鳴をあげる。

　やめてっ！　どうしてそんなに悲しそうな顔をするの──!?




　あの舟旅から戻もどってきた私を迎むかえたのは、ひどいありさまになった自分の部屋だった。

「こ……これ」

　兎夫婦ウヌウヌだけでなく、猫女神バステトまで絶句している。アヌの顔は蒼そう白はくだった。

「あーぁ、またイアフにやられちゃった」

　重たくなった空気を振ふり払はらおうと、私はなんでもないことのように言った。

　寝しん具ぐが切きり裂さかれ、ひきだしの中身はばらまかれて散らばり、大事な衣服も装飾品アクセサリーも、もう身につけることはできないくらいに破は壊かいされている。まるで嵐が通った後のようだ。

　そうだわ、舟旅が楽しくて忘れてた。憎にくたらしい弟の存在を。浮うかれていた気分がスッと冷めていく。

「アヌ、ウヌウヌ、バステト……舟旅に連れて行ってくれてありがとうね」

　私はにっこり笑う。

「すっごく楽しくて、ティズ様との思い出もたくさんできたから、イアフが婿むこ入いりするまでのあと四ヶ月くらい、なんとか頑がん張ばれそうよ」

　ぐちゃぐちゃになった寝しん台だいを見ると、切り裂かれたシーツの合間に何かが見えた。

「人形……」

　それは、かつて私が大事にしていたお人形によく似ていた。ただ、髪かみが短くて、その姿は男の子のようで。

　抱だき上あげてハッとした。男の子の胸に、鏃やじりが刺ささっていたのだ。しかも紙パピルスがねじこまれている。

　そこには、よく見慣れた汚きたない文字が。

『むこどのと、仲良くなれてよかったな』

　背すじが凍こごえた。一見、祝うかのような言葉が、赤いインクで書かれていて──それがまるで血のようで──。

　これは警告だ。「お前のお気に入りを奪うばってやるよ」という弟の声が聞こえた気がした。

　人形を持ち上げた手が震ふるえる。そんな私に、バステトが寄より添そってくれた。

「アルシノエに怖こわいことが起きないように、あたしたちがちゃーんと守るにゃ」

　ウヌウヌも私のそばにやってきた。でも、アヌだけが硬こう直ちょくして青ざめたまま、一歩も動かない。

「アヌ……どうしたの？」

「いや、なんでもない……」

　そう言いながらも、部屋の中をさまよう彼の視線は、まるで怯おびえているようだった。

　それ以来、私はティズ様を徹てっ底てい的てきに遠ざけた。

　普ふ通つうの夫婦でもダメだわ、仲が悪いと思われるくらいじゃないと。イアフの興味が決してティズ様に向かないように。

　ああ、でもそれだけじゃない。私はもう無む邪じゃ気きにティズ様のおそばにいられない。




　だって見てしまったから──。




　舟旅から戻った翌日、彼のもとに故郷のご家族からの贈おくり物ものが届いたの。神官が中身を検あらためてから（そういう規則なのよ）、彼のもとに届けたのだけれど。

　その中の一つがとてもめずらしく、この世のものとは思えぬほど美しかったのですって。

　彼はそれを受け取るとすぐに街に出かけた。私はその様子を偶ぐう然ぜん見かけてしまったのよ。

　ティズ様が胸に抱かかえていたのは、薔ば薇らの花束だった。

　めずらしい薄うす紅べに色いろの、ほのかに光をまとうような──。

　間ま違ちがいない。私、あれと同じ花を見たことがあるわ。

　それはまだ彼が婿入りする前のこと。

　彼はその大輪を──美しい少女の髪に飾かざっていたのよ。

　覚えているわ。その時のティズ様の慈いつくしむような表情を。少女の名を呼ぶ、優やさしい声を。

　そして今、その時と同じ薄紅の薔薇をあなたが抱いている──。かつて彼女に向けていた慈じ愛あいの眼まな差ざしを注ぎながら。

　あぁ、そうよ、花束の贈り主が誰だれなのか、私には分かる。

　ティズ様が故郷に残してきた少女──イシュ殿。

　彼の心の内側をかいま見たような気がした。




　──ティズ様は、故郷のイシュ殿にまだ想おもいを寄せていらっしゃるのだ。
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「あのさ、お前たち……」

　俺は寝台にうつ伏ぶせのまま、もごもごと従者三人に呼びかけた。起き上がる気力がわかない。顔をあげる元気もない。このままシーツに沈しずんでしまいそうだ。

「ティズ様、何かおっしゃいましたか？」

　一番年長のルツが近づいてきた。顔を見なくても、声こわ音ねだけで彼が俺を心配してくれているのが分かる。こいつは一番付き合いが長いし、なんといっても心しん配ぱい性しょうだから。

　俺はむくりと顔だけ動かした。

「確かめておきたいんだけど……あの舟旅の時、俺とアルシノエ様、仲睦まじい夫婦に見えなかったか？」

　問いかけると、三人がお互たがいの顔をさぐり合う。長身で一番若いネイハムが意を決したように口を開けた。

「はい、睦まじいどころか、いちゃついているように見えました」

　ほかの二人もうんうんと首を縦に振っている。

「えっ、いちゃついてると思ってたのか……？」

「はい」

　三人同時に即そく答とうする。くそっ、こいつら面おも白しろがってやがったな。

　でもアルシノエ様との良好な関係は少なくとも俺の思いこみじゃなかった。

　ごろりと転がって天てん井じょうを見上げる。婿入りして一年、さすがにこの天井も見慣れてきた。俺たち夫婦の関係も、舟旅のおかげでずいぶん近しいものになった気がしていたのに。

「ティズ様、陛へい下かと腕うでを組みながらお食事されていましたよね？」

「ああ」

「市場にお出かけされた時はお手もつないでらっしゃった」

「そう」

「あと陛下から贈り物をいただいて、抱き合ってましたよね」

「うん……ってあれは俺が衝しょう動どう的てきにやってしまっただけだけど」

「でも陛下も嫌いやそうではなかったですよねぇ？」

　そうなんだ。あの時はおそばに寄ることを許し、むしろ喜んでくださっているようにも見えたアルシノエ様だったのに。それなのに。

「あれ、ティズ君、もう帰ってきたのか！」

　部屋の角からにょきっと現れたメジェド君は、目を真ん丸く見開いている。すごい、真円だ。コンパスで描いたみたいだ。

「今日こそ本当の朝帰りかと思っておったのに」

「……そのつもりで……だいぶ強引にせまってみたんですけど……」

　メジェド君が寝台の端はしに腰かけたので、俺も力をふりしぼって起き上がった。シーツを被かぶったみたいな神様は、小首（？）をかしげて俺を観察している。

「だいぶまいっているようじゃな」

「まいりもしますよ。結局今日も徹底的に拒きょ絶ぜつされてしまいましたから……」

「ほぅ」

　そうなのだ、舟旅から帰ってきたら、これまで築いてきたはずの二人の関係が〝ふりだし〟に戻されてしまった。

　いや、むしろ以前よりも悪い。

　宮殿ですれ違っても挨あい拶さつすら交かわしていただけない。それどころかほとんど目も合わず、まるで陛下には俺の姿など見えてもいないかのようだ。相変わらず彼女は粛しゅく々しゅくとお勤めを果たし、その足もとにはいつも黒犬神アヌビス様が寄り添っている。近寄る隙すきもない。

　そんな日々が一ヶ月も続いて、俺はついに耐たえられなくなったのだ。

　もう夏ケアトまでの俺とは違う。

　知ってしまったんだ。彼女が聡そう明めいで有能な君主であるだけでなく、可愛かわいらしさも凛りんとした格好よさも持ち合わせた女の子だと──。そんな女性が俺の妻なのだと。

　だから今晩は俺の意思で、陛下の部屋に忍びこんだ。

　俺は胸もとの紅玉ルビーを握にぎりしめる。アルシノエ様が自分で紐ひもを通してくださったという首飾りネックレス。そのあざやかな紅だけが、あの舟旅の時と変わらぬ輝かがやきを放っていた。

「おかしいのぅ、別に自室でまで警けい戒かいしなくても良さそうなもんだが……」

「俺、本当に嫌きらわれてしまったのでしょうか？」

「そんなはずはないじゃろ」

　ならば、と俺は彼に向き直った。

「どうしたらいいと思います!?」

　ずばっと彼に迫せまると、俺の勢いにさすがのメジェド君ものけぞった。そんなことにはかまっていられない。彼の肩かた──らしきところをガッとつかんだ。

「メジェド君、また新しい技わざを伝授してください──！」

「おぉ！　いいぞティズ君！　こういう強引なのは、かなりいい！」

　彼の頰ほおのあたりがポポポッと薄紅に染まったが、「強引系はさっき試ためしました！」と全力で一いっ蹴しゅうした。

「なにぃそれでもダメだったか……むぅ、相手も手て強ごわいのぅ。ではもういっそ寝台に押し倒たおしたらどうじゃ？」

「やろうとしたら番犬に邪魔されたんです！」

「ぬおっ！」

　勢いあまって、陛下の代わりにメジェド君を押し倒してしまった。ルツたちがなんとも言えない悲鳴をあげる。これではほぼ馬乗り状態だがやむを得ない。解決策を聞き出してやる、俺は本気だ。

「突然〝男〟を見せる草食系……たまらんのぅ」
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　頰を染めたメジェド君の目がうっとりしている。

「では、この萌もえに免めんじてティズ君に究極の奥おう義ぎを伝授しよう」

「本当ですか!?」

　もちろんじゃ、とメジェド君は一度静かに目を閉じ、再びカッと見開いた。

「それは──〝溺でき愛あい〟である！」

「で……できあい？　それはいったいどのような？」

「ふっふっふっ〝溺愛〟というのは、おぼれるほどに愛するということじゃ」

　お、おぼれるほど？

「驚きょう愕がくしておるなティズ君。だが、女子おなごとはそういうものなのじゃよ。おぼれるほどに愛されたい、そのように思っておるのじゃ！」

「しかし、おぼれたら苦しいと思うのですが……」

　俺の疑問には答えず、メジェド君は視線を寝台のわきに向かわせた。その先にあるのは、乾かん燥そうさせた薔薇の花束だ。

　色は薄紅──いや、乙女ピンク色いろ。

「さっきから気になっておったのじゃが。ティズ君、あの花はなんじゃ？」

「急にどうしたんですか？　あれは故郷の家族が俺に送ってくれたものですよ。生花のままだと長持ちしないので、職人に依い頼らいして乾燥させました。乙女薔薇ピンクローズというめずらしい品種なんです」

「まさか〝女〟からの贈り物じゃなかろうな？」

「え？　まぁ女性といえば女性ですけれど。でも彼女は俺の……」

　ぎろり、とメジェド君が俺をにらみつける。

「ティズ君、そんなことでは奥義〝溺愛〟は体得できぬぞ」

　結局この日、メジェド君は具体的な策を授さずけてくれぬまま、「少しアヌビスと話してくるぞい」と言って、ペタペタとドアの向こうに消えていった。

　あの憎たらしい番犬と何を話すのだろうか──すごく気になる。


[image: 区切り]



「では、念のためもう一度確かく認にんしますが。例の件は根も葉もない噂うわさ、ということでよろしいですね？」

　ティズ様が忍んでいらっしゃってから数日後。

　神官たちとの会議を終えた後、私は黒犬神アヌビス神しん殿でんの神官長──〝紅白おじじ〟ってあだ名をつけてる──に呼び止められた。

　今日はめずらしくアヌがそばにいない。どうも冥めい界かいでの仕事がたてこんでいるらしくて。

　というわけで、私は一人、確認という名の尋じん問もんを受けている。

「当然です。わたくしが『夜な夜な街に出て男と遊んでる』だなんて、事実だと思います？　門番に確認したのでしょう？」

「もちろん陛下の夜の外出がないことは確認済みです」

　玉座に踏ふん反ぞり返っているのは私で、紅白おじじは一段下がったむしろの上にあぐらをかいているわけだけど──この白しら髪がの老神官ににらまれると、さすがの私もちょっと言葉につまっちゃう。ちゃんと言いたいことは言ってやるけどね。

「ではなぜわたくしを疑うのです？　どう考えても悪意を持って噂を流している人間がいるとは思いませんか？　そちらを取とり締しまってちょうだい」

　私はイライラしていた。

　舟旅から帰ってきて数ヶ月。あの手この手で私に嫌がらせをしてきた愚ぐ弟ていイアフメスは、ここ数日は変な噂を流して楽しんでいるようだ。

　曰いわく。

「王ファラオが気に入らない神官をいじめて追い出した」

「王ファラオはウソつき女」

「十八歳にもなって王ファラオがおねしょをした」

　なによ、おねしょって……いい加減にしてよ。さすがにこんな噂は盛り上がらず消えていったんだけど、最新の話題は宮殿全体にはびこってしまったらしい。

　──王ファラオは夜遊びに興じて、公務をおろそかにしている。

「こちらからも聞かせてもらいますけど、神官長はわたくしが王ファラオとしての責務を十分に果たしていないと考えているのですか？」

「そんなことはございません」

　素す直なおに平ひれ伏ふし、紅白おじじは面めん目ぼくなさそうにした。

「陛下は常に完かん璧ぺきでございます。噂の出どころもだいたい想像はつきますが……なにぶん手を出しにくいお方ですから」

　そりゃあ神官長の苦く悩のうもよく分かるわよ。昔からイアフメスは本当に扱あつかいに困る男だから。

　王族だから正せい攻こう法ほうで懲こらしめられない、というだけではないの。

　たとえばね、神官たちの中には超ちょう優ゆう秀しゅうでやる気に満ちあふれている私より、イアフメスみたいなアホが王位についていた方がいいと思う連中もいるのよ。愚ぐ鈍どんな王ファラオなら操あやつり人形にできると思っているの。

　でもイアフを利用できる人間はいなかった。あいつ、内ない緒しょ事ごとができないのよ。自分に近づいてくる人間がいると、それをいちいち私に告げ口するわけ。

『おい、アリィ。隼神ホルスのところの神官が、お前のことを王位から追い落とそうとしてるぜ。ぷぷぷ、お前って本当に嫌われてるよな』

　こんな感じで。

　かつては王弟暗殺を目論もくろんだ神官もいたわ。でも、そうした動きはすべて蠍女神セルケトが封ふうじてきた。彼女は自分の毒でもってイアフメスを守護し続けている。

　だから私たちは、厄やっ介かい者ものの弟を婿にやるという名目でエジプトから出してしまうことにしたの。

「ところで陛下……」

　こほんと紅白おじじが咳せき払ばらいをした。うわ、これって説教が始まる合図よ、まだ何かあるわけ!?

「最近どうも婿殿と不仲のようですが？　だから噂の信しん憑ぴょう性せいが増すのです」

「そ、そんなことないわよ……それに、あの、新年が明けたら大だい丈じょう夫ぶだから」

「新年が明けたら大丈夫、ということは、やはり今は不仲だと？」

　ぐぅっと返答につまる。痛いところをつかれてしまった。

　でも、そもそもなんであんたにそんなこと説明しなきゃいけないのよっ！

「もうっ、とにかく大丈夫です！　話はこれでおしまいね、ごきげんよう！」

　まだ何か言いたげな紅白おじじを残し、私は玉座を駆けおりた。床ゆかを叩たたきつける勢いで会議場を飛び出し、

「……っ!?」

　そこに落ちていた一枚の紙パピルスに、私は危あやうく悲鳴をあげかけた。

　下手くそな文字で

『むこどのは王ファラオが大キライ』

　と書かれていたから──。

「どうしました、陛下？」

　背後から神官長の声が追いかけてきて、とっさに私はその紙パピルスを踏みつぶした。

「な、なんでもないわ……」

「ひどく動どう揺ようされているようですけど？」

　全力で否定して笑い飛ばしたかった。けれど言葉が喉のどにつまって、仕方なく必死に首を振る。

　そこに、いやらしい笑い声が聞こえてきた。

「どうした、アリィ？」

　廊ろう下かの角から現れたのはイアフメスだった。神官長が頭を下げる。その真っ白な頭に向かって、弟はまたニヤリと笑った。

「よ、〝紅白おじじ〟！　元気そうだな〜！」

　その呼び名に私はギクリとして、当の本人は首をかしげた。

「なんだお前、かげでアリィに〝紅白おじじ〟ってあだ名つけられてるの知らないの？」

　存じ上げませんでした、と神官長が私を睨ねめつける。イアフめ、余計なことを！

「俺、ちょっとアリィと二人で話したいんだ。〝紅白おじじ〟はどっか行ってくれる？」




「……なによ、話って？」

　ついていきたくはなかったが、あのまま神官長と残るのも気まずい。それで結局イアフと一いっ緒しょに中庭に出ることにした。ちょうど昼時で、太陽が真上に昇のぼっている。暑い時間だから中庭には衛兵以外誰もいない。

　安心して、私も警戒はしてるわよ。ここなら衛兵だけじゃなくそこら中に猫ねこがいるから大丈夫。バステトの眷けん属ぞくのにゃんこたちは私の味方だから。

「お前さっきだいぶ焦あせってたじゃん？　だから心配になっただけだよ〜！」

　ニタニタと品のない笑みを浮かべる顔は、とてもじゃないけど姉の心配をしているようには見えない。

「焦ってなどいません」

「『むこどのは王ファラオが大キライ』って書いてあっただろ。お前、それを読んだ時、顔面真っ青だったぜ〜」

　ほら今も、と弟は指差してくる。私はニヤついた顔をにらみ返した。平静ではない自覚はある。でもそれをこいつに指し摘てきされたくない。

「別に、わたくしは普通です。そもそもあんな男に嫌われたからといって、それがなんだというのです？」

　へぇ、とイアフはあごをあげた。

「あっそう。じゃあ、もうティズカールには死んでもらおうかな」

「……なっ!?」

「どうせ役に立たない婿ならいらないだろ。だったら俺はもっと面白いオモチャがほしいからさ。そうだ、セルケトの毒で眠ねむらせて……カマドに放りこんでやるか──」

「ふ、ふざけないでっ!!」

　腹の底から叫さけんだ。怒いかりで全身が燃えるようだ。言葉を選ぶ余よ裕ゆうもなかった。

「ティズ様を害そうなんて……そんなことしたら、私のあらゆる力を使ってあんたの魂たましいまでぶっ殺してやるからっ！」

　一瞬の沈黙。けれど、イアフは次の瞬しゅん間かん腹を抱えて笑い始めた。

「ふははっ！　へぇ、ティズ様ね。やっぱアリィはあのむこ殿のことが大好きなんだな」

「あっ……！」

　しまった、と全身から冷たい汗あせがふき出た。けれどもう取り返しがつかない。

「ほら、またいい顔してるじゃん！　その真っ青なアリィの顔、俺大好きなんだよ〜。昔から大事なもん奪ってやるとそういう顔するもんな！」

「い……いい加減にして！　どうして……どうしていつも私のものを奪おうとするのよ!?」

　小さい頃ころからそうだった。お人形も、大好きなお洋服も、お友だちも。みんなみんなイアフのせいで失ったのだ。

「はっ、何言ってんだ」

　弟は吐はき捨すてた。その表情にもう笑みはない。

「じゃあお前は、誰からも何も奪ってこなかったっていうのかよ？」

　気け圧おされてあとずさる。そのくらいイアフの声には凄すごみがあった。

「俺は生まれた時からお前に全部奪われてたぜ？」

「ど、どういうこと……？」

「物心ついた頃から、お前ばっかりチヤホヤされてたじゃねーか。賢かしこい賢い、って。父ちゃんも神官たちも、下働きの奴やつらまでお前だけ大事にして。神々だってセルケト以外はみーんなお前の周りに集まってさ」

「そんなこと……私のせいじゃないわ」

「何より！　お前は俺からセルケトを奪おうとしてるじゃねーか!?」

　彼は全身で叫んだ。

「お前にはさ、人の気持ちなんて、ちっとも分かんねーんだよ」

　口くちの端はをゆがめて、イアフは醜みにくく笑う。

「だからさ、ティズカールの気持ちなんて確かめず、無理やり婿にとったんだろ」

「そ、それは……」

　体の芯しんに冷たいものが走った。

　ひたひたとイアフが私につめよる。その顔が──あまりに自分にそっくりで。それが怖くて目を背そむけることさえできない。

「お前はいつもそうだ。ほしいものがあれば王ファラオの権力を利用して強引に手に入れる。たとえほかの誰を傷つけても。そんなことには気づかないふりで」

　いやよ、やめて──。

「そんなお前がティズカールに愛されるわけがない」

　断言したイアフの、ぞっとするほど冷たい瞳はターコイズの色──私の瞳と同じ色だ。

　──そうか、私もきっとこんな冷れい酷こくな瞳をしているんだ。

　ティズ様には故郷に大切な少女がいたのだ。それを分かっていて、ティズ様が彼女のものになるのが嫌で……私は、王ファラオの権力にものをいわせて彼を婿にとったのだ。

　彼の想いを無視して、ただ彼を失いたくない一心で──。

　がくんと膝ひざから力が抜ぬけた。

　崩くずれ落ちた私をイアフは鼻で笑う。そして、こう言い残して去っていった。

「俺は……セルケトだけはなくしたくないんだよ……」
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　円えん卓たくで腕を組み、オレは真っ白い顔と向き合っていた。

「なんだよメジェド神、話したいことって」

「こうして落ち着いて話すのは久しぶりじゃな黒犬神アヌビス」

　オレたち三人──オレと、メジェド神と、それからのんきに柑かん橘きつを頰ほお張ばっている隼神ホルスとで、円卓を囲んでいた。周囲はオレの集めた闇に満たされている。誰にものぞかれることのない、安全な空間だ。

「たしかにこんな風に話すのは久しぶりだよなぁ。メジェド神、あんまりエジプトにいないじゃん」

「やむを得ぬ。東の島国に〝推おし〟がたくさんおってな、なかなかこちらに戻れないのじゃ」

　はぁ？

「だが、最近は千年に一人の逸いつ材ざいがエジプトに現れたおかげで、こちらに居ついて萌え散らかしておる。それこそが天然・純じゅん粋すい・イケメンと三さん拍びょう子しそろった至高のヒーロー……ティズ君である」

「すまん、本当に何を言ってるか分かんない」

「要するに我はティズ君が大好きなのじゃ。その〝推し〟が悩なやんでおってな。アルシノエ嬢じょうに嫌われたと思いこんでいるんじゃが、実際はどうなんじゃ？」

　壁へき画がに刻んだみたいな目にじぃっと見つめられて、オレはため息をこぼした。

「嫌いなわけないだろ。アルシノエがどれだけ長い間あいつに片思いしてきたと思ってるんだよ。……ただ、今はイアフメスの攻こう撃げきの手が強まっているから……あいつがいなくなるまでやり過ごしたいんだ」

「それだけか？　そもそも王弟とはいえ人間の目論むことなどたかが知れている。我やお主がおればなんてことはないだろう」

　我の力は知っておるじゃろ、とメジェド神の瞳の炭色が鈍にぶく光る。

「そんなの分かってるよ。だからお前一人でも婿殿は大丈夫だと思ったんだ。でも、今は王弟のことだけじゃない……」

　そこにホルスが割って入った。

「そう……もぐもぐ……かなり恐おそろしい事態が……もぐもぐ……アルシノエに迫っているかも……もぐもぐ……しれん」

「食いながらしゃべるなよ」

「お主も相変わらずじゃのぅ」

「はっはっはっ！　メジェド神よ、ちょっと失礼……ぐぇっ」

　果か汁じゅうで汚よごれた口もとをメジェド神の体で拭ふこうとして、ホルスは白布の頭ず突つきを食らった。真しん紅くの頭が円卓に沈む。はぁ、なんて緊きん張ちょう感かんのない奴なんだ。

　ホルスを放ってオレは話を続ける。

「なぁ、アルシノエが事故にあった話は聞いたか？」

「〝デートイベント〟のことじゃな。聞いておる」

　よく分かんない言葉は無視することにした。

「その時、時神トートが空を飛んでたんだ。いい天気でさ、ぽかぽか小さな雲が浮かんで、風もなかったんだってよ」

「ん？　風にあおられた荷がラクダの背から落ちたのではなかったか？」

　そう、あの日、事故の直前に突とっ風ぷうが吹ふいたとアルシノエは言っていた。オレはそのことが不気味に思えて仕方がない。

「暴風を司つかさどる神といえば……」

　メジェド神もシーツみたいな顔をぐちゃりとゆがめた。

「邪神セトか」

　そう言ってしまうと、目の前の白いかたまりは黙りこんだ。さすがのメジェド神もセトの登場とあれば警戒せずにいられないだろう。

「俺もな、古傷が痛むのだよ」

　ホルスが頭をさすりながら会話に戻ってきた。今痛いのはさっきの頭突きのせいだろうと思ったが、うん、もうどうでもいいや。

　パンパンに鍛きたえ上げられたホルスの体に、ひっそりと深い傷きず跡あとがある。それは腰のあたりを切り裂かれたもので、普ふ段だんはあまり目立たない。

「その傷、セトと戦った時にできたものじゃな？」

「そうだ。二人も覚えているだろう？　俺はかつて、主神の位の簒さん奪だつを目論むセトと戦った。太陽神ラーの長子であり炎ほのおを司る俺と、砂さ漠ばくの嵐あらしを自在に操るセト。その戦いは天を裂き地を割り……」

「思い出話はいらないぞ」

「そうか？　まぁ、要するに」

　ホルスが天上の闇を見つめる。

「あの時苦心の末に倒し砂漠の深くに鎮しずめたはずの奴の気配……今、それを強く感じるのだ」

　空気が張はりつめる。

　というわけで、とオレは視線を落とした。

「今は婿殿には大人しくしていてほしいんだ。あいつはアルシノエの弱みになりかねない。それに、オレはアルシノエを守ることを優先するから」

　ぎりり、と歯は嚙がみする音が聞こえて、オレはハッと顔をあげた。

　円卓の向こうでメジェド神が震えていた。その白布から発せられる怒ど気きは、オレですら鳥とり肌はだが立つほど禍まが々まがしい。こんなメジェド神、初めて見た……。

　彼は円卓に片足をのせて咆ほう哮こうした。

「許せぬ、許せぬぞセト……！　あやつのせいで我の愛する〝ラブコメ展開〟が制限されているということか……!?」

　はぁっ……？

「この愚ぐ行こう、断じて許すまじっ!!」

　え？　なんかよく分かんないけど怒りの方向がおかしくないか？　ていうかお前……その足……すね毛が……。

　ドン引きしたオレは、ふと違い和わ感かんを覚えた（すね毛を見たせいではない）。

「誰かが、オレの闇に干かん渉しょうしてる……」

　あたりを見回した。闇に守られたこの異空間に、外からの圧力を感じる。闇が畏おそれ、慄おののいている。

「まさかセトか!?　いい機会だ、我が成敗して」

「メジェド神、違う。これはあの方だ」

　ホルスが二個目の柑橘に伸のばした手を止めたその瞬間、円卓が強きょう烈れつな光につらぬかれた。

　天から降るそれは、眩まばゆくも厳しい燦さん々さんたる陽の雷いかずち。オレの闇を凌りょう駕がする、この光の洪こう水ずいは──。

『アヌビス、ホルス……こんなところで何をしている』

　天から声が降る。その主は光の中にあり、姿は見えないけれど。

　静せい寂じゃくなる威い圧あつ感かんで、背すじがピンと伸びた。メジェド神も円卓の上の足をおろす。

「我らが主、太陽神ラー！　なぜここに!?」

　オレが叫べば、光がいっそう強く、痛いほどになった。

『王家の危機を伝えに来た』

「え……!?」

　オレは焦って立ち上がる。周囲の闇が動揺して波打った。ホルスの翼つばさも大きく広がる。

『アルシノエを、護まもれ』

　それだけ言って、光は消えた。ラーの気配も。

「アルシノエ嬢の危機じゃと？」

　メジェド神が叫ぶよりもはやく、オレは犬の姿で駆け出した。
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　私の恋こいは、長い間ただ遠くから見つめるだけの、ごくささやかなものだった。

　視線の先で、花がほころぶように笑うのは、小国の王子──ティズカール様。

　眺ながめているだけで幸せだった。

　でも、欲望はちょっとずつふくらんで──そのうちいつかお話ししてみたいと思うようになっていた。あの笑え顔がおが自分に向けられたら、優しく名前を呼んでいただけたら、どんな心ここ地ちがするだろう──そんなことを考えながら過ごした日々。

　彼にお会いしたいという、その密ひそやかな情熱が実ったのは、今から五年前のことだった。

　空色のチュニックに身を包み、高鳴る胸をおさえきれなかった私は、パパの陰かげに隠かくれるようにして、彼が現れるのを待っていた。

　しっかり顔をあげて、初めましてと言おう。そして名前をお伝えするの。彼もお名前を教えてくださったら、にっこり微笑ほほえんで──あぁでも、緊張してうまく笑えないかもしれない。

　考えすぎて、興奮しすぎて、どうにかなってしまいそうだった。

「おぉ、ティズカール殿、久しいな！」

　パパの声に、私の心臓が跳はね上がった。

　回かい廊ろうの奥から彼がやってくる。中庭に植えられた木々の間、木こ漏もれ日びを浴びて、颯さっ爽そうとした足取りで。

　私は勇気を出して一歩踏み出した。まずは私を知ってもらいたい。私がここにいることを、あなたを見つめていることを知ってほしい。

　けれど。




　彼のそばには、別の女の子がいたのだ。




「ご無ぶ沙さ汰たしております陛下。おい、イシュ、ちゃんと挨拶しろって！　すみません……礼れい儀ぎがなっていなくて」

　彼の上衣シャツのすそに、小さな影かげがひっついている。

　怯えたような仕草の割に、眼光の鋭するどい少女。

「ティズカール殿、どうした、娘むすめができたのか？」

「ご冗じょう談だんを。もちろん私の実の娘ではありません。別の隊商でひどい扱いを受けていたので引き取ったのです」

　パパが感心している最中も、彼はその少女に挨拶をさせようと必死だった。

　そう、彼は。

　私ではない──別の女の子のことしか見ていなかったのよ。

　世界が暗転した。真っ黒い世界の中で、なぜかその少女の姿だけが目に焼きついた。

　私よりもやや幼い少女。やせ細って、ちっぽけで。でも透すき通とおるような白い肌はだと、長くまっすぐ伸びた黒髪は、銀細工のように繊せん細さいだった。元奴ど隷れいだなんて、信じられない。

　それにね、彼女の長い髪には明らかに丁てい寧ねいに櫛くしが入っていたの。

　艶つややかなその黒髪に、この子がすっごく大事にされていることが伝わってきてしまった。

　何より。

　彼が少女を見る眼差しが──あまりにあたたかくて。




　結局、その日私はティズカール様と一言もお話しできなかった。彼の視界にちゃんとおさまっていたのかさえあやしい。

　夜になると、私は寝台の上で例の少女の姿を思い浮かべた。綺き麗れいな女の子だった。あんな子が彼のそばにいるんだ──。

　いいえ、大丈夫よアルシノエ。彼女はどんなに美しくても彼とは身分が違うのだもの。王子様であるティズカール様とどうにかなるなんてありえないわ。

　そう考えてハッとする。

　私ったら、なんて汚けがらわしいことを考えているのかしら。自分の中に、こんなに醜いものが存在していたなんて。

　虫が体の中を這はい回まわるような気持ち悪さに、私は自分の腕を抱いた。

　どうしてもそのおぞましさから逃のがれたかった。そうして私は、自分の内側に目を向けるのをやめたのだ。




　半年後。

　再びティズ様をお見かけする機会が訪おとずれた。パパが彼に鉄製武器を発注していて、その納品のため、彼が都までいらっしゃったのだ。

　もちろん私はまた彼に会おうとした。今度こそ私を気にかけてくださるかもしれない。常にあの女の子が隣となりにいるとは限らないもの。

　そう、あの子さえいなければ──。

「ティズ様、上衣シャツのすそがめくれております」

「あれ本当だ。ありがとうイシュ」

　けれど、少女はそこに──ティズ様のおそばにいた。彼のやや後ろに控ひかえて、美しい黒髪を高く結ゆい上げて。

　あぁ、以前とは表情が違う。獣けもののような鋭さを失って、彼女の視線は丸みを帯びていた。言こと葉ば遣づかいも美しく、大国の王を前に洗練された所作で。

　そして、彼女はその凪ないだ瞳で、ひたすらにティズ様を見つめていた。

　それからの数年は、つらかった。

　会うたびに彼女は美しくなり、そして徐じょ々じょに大人に近づいていく。ティズ様は齢よわい二十を越こえ、ご結けっ婚こんされないことの方が不自然だった。

　──もしかして、いずれあの子と結婚してしまうのかしら？　だからお一人のままでいらっしゃるの？

　そう思ってしまうと、もう耐えられなかった。

　ずっとずっと好きだったのに。彼が誰かのものになってしまうなんて──。

　そんな中、私自身に大きな転機が訪れた。

　パパが亡なくなったのだ……。

　病やまいで玉座から旅立ったパパの後を継ついで、私が王ファラオに即位することになった。

　突然の戴たい冠かん。悲しむ余裕もないほどに慌あわただしい日々。

　でも、そんな中でも、私の頭はよく働いた。

　どうしてあの時、あんなに冷静に……冷酷になれたのだろう。

「国内の貴族の息むす子こは必要ありません。派は閥ばつ争いの種になるだけです」

　即位後、私は神官たちにそう断じた。私の夫を決めるためにもうけられた場でのこと。十七歳の王ファラオの切って捨てるような物言いに、老年の神官たちまでもが圧あっ倒とうされているのが分かった。

「婿として必要なのは、他国の王子です。外敵の侵しん略りゃくを防ぎ、交易を拡大するために、わたくしは姻いん戚せき同盟を結びます」

　そうよ、私は──

　王ファラオの権力を振りかざして、彼を強引に婿に迎えたの。

　ティズ様に大事な人がいると知っていて。

　私が、二人を、

　──引き裂いたのよ。




　イアフと中庭で衝しょう突とつした後、私を励はげましてくれたのは、中庭の猫ちゃんたちだった。にゃーにゃーと私の足にすり寄って、やわらかな毛でなぐさめてくれる。ありがとう、みんな優しいね。

　その中に猫女神バステトも混じっていた。黒くろ猫ねこの姿の彼女にうながされてなんとか部屋に戻ると、驚いた表情の兎夫婦ウヌウヌに出迎えられた。

　二人の顔を見てしまうと、もう、ダメだった。

「私ね……私ね……本当はひどい女なのよ……」

　黒兎女神ウヌトに抱きついた。食いしばってこらえても涙なみだがあふれてくる。

　そうよ、私、ずっといい子ぶっていたのよ。ティズ様を苦しめた張本人なのに、ずっとそれを隠して彼の妻をしていたの。

　足もとでバステトがにゃあにゃあ鳴いている。さっきのあらましをウヌウヌに伝えてくれているみたい。

「私たちは……イアフがいるから仲良くなれないんじゃないの……全部全部私が悪いのよ……それなのに、私ったら都合よくイアフのせいにしていたんだわ」

「アルシノエ……」

　ウヌトが私の頭をなでてくれた。あぁ、ウヌトはいつも私のそばにいてくれる。こんな私のそばに。

「……ねぇ、白兎男神ウヌヌちょっと飲み物を用意してきて。できれば心が落ち着くような、すっきりした葡萄酒ワインがいいわ」

　うなずいたウヌヌが部屋を出ると、黒猫もそれに続いた。部屋に二人きりになって、ウヌトは私を椅い子すに座らせる。そして肩にそっと手をのせてくれた。

「ねぇ、アルシノエ。あなたは初めて自分と向き合ったのね」

　彼女は、子どもに言いい含ふくめるような調子で続けた。

「向き合った自分の醜さに驚いているの？　でも、それは仕方がないことなのよ。誰かを好きになるってね、嬉うれしかったり楽しかったり、切なかったり悲しかったり──そんな綺麗な感情だけじゃないの」

「どういうこと……？」

「好きになるって、自分の心が自分のものじゃなくなるってことだわ」

　ウヌトは自分の胸を押さえて、少し苦しげに笑った。

「だいぶ昔の話だけど、バステトがウヌヌに繰り返し求きゅう婚こんしたことがあったのよ」

「え……!?」

「バステトのことが許せなくてね。エジプト全土の兎うさぎを集めて、猫の軍団と決戦をしたわ」

「そ……そんなことがあったの？」

「ついでにバステトをこばみきれないウヌヌにも腹が立って、あの長い耳をつかんでぶんぶん振り回してやったわよ」

「えぇ!?」

　そ、そんな凶きょう暴ぼうなウヌトは想像がつかないわ。

「信じられないでしょう？」

　クスクスと笑って彼女は続ける。

「人を好きになると、自分が自分でいられなくなっちゃうことがあるのよ。自分の心なのに、うまく制せい御ぎょできないの。ちっとも変なことじゃないわ」

　でも、と私はうつむいた。

「……だからって、したことが許されるわけじゃないわ……私がティズ様を苦しめたことは事実よ……」

　彼にとって、そしてあの少女にとって──ある日突然降りかかった理り不ふ尽じんな離り別べつは、耐えがたいものだったに違いないのだ。

　──私が彼を失うことを受け入れられなかったように。

　それを思うと──そして、その事実から目を背けていたことに──自分が許せなくなるのよ。

「アルシノエ、いいのよ、私たちも人間も美しいだけではいられないわ。醜いところがあるの。それを認めて生きていくの。それに婿殿は……」

　その話をさえぎるように、突然。

　私たちは暴風に巻かれた。

「きゃあ!!」

　な、なにっ!?　部屋の中がまるで砂すな嵐あらしに吞のまれたよう……！　すぐそばにいたウヌトが吹き飛ばされた。その行方ゆくえを追いたくても、激しく舞まう砂が邪魔をして、目も口も開けることができない。

　私も椅子から転げ落ちた。必死に身を伏せたけれど、体を持ち上げようとする風の力に逆らえない。

　おかしいわ！　ここは部屋の中よ!?

　何が起こっているのか分からない。体に当たる砂が痛い。

「くっくっくっ」

　ごうごうとうなりをあげる風に混じって、くぐもった声が聞こえてきた。

「お前が今の王ファラオ、アルシノエか……お前の命、利用させてもらうぞ……！」

　その声から逃れるまもなく。私は、意識を失った。
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　俺がイアフメス様をお見かけしたのは、陽が落ちかけた頃合いのことだった。

　剣けんを振って汗を流そうと、ルツとともに中庭におもむき、そのお姿にギョッとした。

「王弟殿でん下か、どうなさいました!?」

　彼は地面に這いつくばって、植木の下をのぞきこんでいた。ガサゴソと枝葉をかき分け、何かを探している。

「……むこ殿」

　顔だけで振り返った彼は、なんとも言えない表情をしていた。迷い子のような不安を瞳ににじませながら、一方で俺をにらみつけるような。

　以前お会いした時は、自信に満ちた表情でおられた。いや、彼はいつでも堂々とされていた。このようなお姿を見てしまったらどうしても放っておけない。なにせお顔もアルシノエ様にそっくりなのだ。

「一度立ち上がってください。あぁ、傷が」

　枝に引っかかれたのか、彼の上半身は小さな傷でいっぱいだった。生き成なりの腰衣シェンティも砂まみれで、すそが擦すり切きれてしまっている。

「いったいどうされたんですか？」

　つとめて穏おだやかな声で話しかけた。イアフメス様は小こ柄がらなので、二人で並ぶと俺の方が頭一つ背が高い。なので、少し腰を落とす。

「むこ殿……あんた、蠍女神セルケトを知らねぇか？」

「セルケト様？　どういうことですか？」

「いないんだよ、どこを探しても」

　そう言いながらも、彼の視線は中庭をさまよっている。

「お出かけでしょうか？」

「そんなはずねーよ！　俺とセルケトは一晩だって離れたことはないんだから！　出かけるなら絶対俺に言うよ」

　興奮したままイアフメス様は続けた。

「それに、あいつ最近、具合が悪かったんだ。すぐ疲つかれて、ずっと寝ねてて。もしかしたら力ちから尽つきてサソリの姿でどっかに転がってるかもしれないだろ……」

　声がしぼんでいく。視線も地面に落ちて、肩が震えていた。

「でしたら、私も一緒に探しましょう」

　その両肩をつかんで、俺はなるべく力強くそう言った。ターコイズの瞳がじわりと揺れる。

「……俺、もうこのあたりは探したから……あとはまだ北の方が残ってる」

「えぇ、ではまず北側を。中庭が終わったら別のところを。あぁ、ルツ」

　黙って俺の後ろに控えていた従者に声をかけると、歯切れの良い返答があった。

「イサヤたちも呼んできて。みんなで捜そう索さくしよう」

「承知いたしました」

　走り去る後ろ姿に見入るように、イアフメス様が立ち尽くしている。視線を向けると、ぷいと顔をそらしてぼやくようにおっしゃった。

「いいな、むこ殿は。忠実な従者が三人もいて」

　そういえば、なぜ彼は一人でこんなことをしているのだろう。王ファラオであるアルシノエ様の唯ゆい一いつのご姉弟きょうだいで、限りなく尊いお方のはずなのに。

　その疑問に答えるように、彼はぼそりと呟つぶやいた。

「俺には、人間の従者とかいないから。みんな俺のこと嫌いだし……だから俺にはセルケトしかいないんだよ」

「イアフメス様……」

　彼はぐしぐしと顔をぬぐった。こちらに背を向けているので、表情は分からなかったけれど。

「では、なんとしても見つけ出しましょう。はやくしないと陽が落ちてしまいます」

　そう告げて、あらためて気をひきしめたその時だった。

「おい、イアフメス！」

　東側の棟とう──アルシノエ様のお部屋がある方だ──から黒犬神アヌビス様が駆けこんできた。隣にメジェド君もいる。

　うわっ、メジェド君って走れるんだ。しかも意外と速っ……。腕がないせいか独特な走り方で、メジェド君はいちはやく俺のもとに駆けつけた。

「アルシノエ嬢が……ぐえっ」

　その白布の頭を踏み台に、一歩遅おくれてやってきたアヌビス様が跳ちょう躍やくした。そしてイアフメス様に襲おそいかかる。

「てめぇ、アルシノエをどこにやった!?」

　アヌビス様が彼を地面に叩きつけて馬乗りになる。その目は血走っていた。

「ア、アヌビス様!?　どうされたんですか？」

　俺は少年の姿の神様を引きはがそうとしたが、意外な怪かい力りきで逆に払いのけられた。

「ティズ君、大変じゃ。アルシノエ嬢の姿が見えない」

　復活したメジェド君の言葉に、俺は目を見開く。

「イアフメス！　お前と話をした直後だぞ、アルシノエが消えたのは！」

　アヌビス様が牙をむく。

「お前とセルケトの仕業だろ！　アルシノエを返せ！」

　正気とは思えない剣けん幕まくに対して、王弟も逆上した。

「ふざけんな、セルケトはいねーよ！　お前らこそ俺のセルケトをどっかにやったんだろ!?」

　王弟は思いっきりアヌビス様の尻尾をつかんだ。ぎゃ、っとうめいて黒くろ耳みみの少年は飛びのく。

「貴様っ……この闇のアヌビスに向かっていい度胸してるじゃねーか……！」

「うるせぇ、俺にとって神はセルケトだけだ！」

「お二人とも、お待ちください！」

　立ち上がってにらみ合うお二人の間に割って入った。

　何がなんだか分からない。ただ……。

「いったい何が起こっているんですか!?　ちゃんと説明してください！」

「婿殿は黙ってろ！　オレはこいつと話してるんだ」

　そうアヌビス様に吐き捨てられて、俺の中で何かがプチンと切れる音がした。

「ふざけるなっ!!」

　腹の底から怒りをぶちまけた。その場の全員が動きを止め、啞あ然ぜんとした顔で俺を見ているが、そんなこと知ったことか。

「俺にもちゃんと説明しろ！」

　アヌビス様の長い両耳をつかみ、怒鳴りつけた。そうだ、俺は知らねばならない。なぜなら──。

「俺は、アルシノエ様の夫だ！」




「イアフメスと言い争った後、アルシノエは自室に黒兎女神ウヌトと二人でいたはずなんだ。それなのに今、どこを探しても見当たらない。ウヌトはなぜか全身に怪け我がをしていて、兎の姿に戻ってしまった。しばらく会話もできない」

　俺たちは中庭の東あずま屋やにいったん落ち着くことにした。日ひ除よけはあるものの、陽ひが西に傾かたむいて、容よう赦しゃなく俺たちの顔を橙だいだいに照らす。

　イアフメス様、アヌビス様、メジェド君と俺。四人がそれぞれ向かい合って座っている。

　状況を説明してくれたのは、冷静さを取り戻したアヌビス様だった。「言い争い」という言葉に、俺はイアフメス様の顔を見る。

「仲が悪わりぃんだよ、俺たちは」

　そうだったのか、と思う一方で、やはり、とも思う。彼らは双ふた子ごだ。王権をめぐって相争ってきたことは十分考えられた。

「おい、むこ殿、言っておくけど俺は王ファラオになりたかったわけじゃねーぞ」

「え？」

「それにアヌビス、俺がアリィをさらうわけねーだろ」

「……なんでだよ？　そんなこと信じられるか」

　バカだな、とイアフメス様は大きく息を吐いた。

「俺はアリィをいじめるのが好きなんだ。あいつがいなくなったらつまんねーだろ」

　アヌビス様は頭を抱え、俺も呆あきれてしまった。

「それで、アルシノエ様とどんな言い争いを？」

「……俺からセルケトを奪おうとしやがって、とか」

　あぁ、と俺は嘆たん息そくした。

　彼は婿に出るのだ。いつもおそばにいて、深く想い合っているセルケト様と引き裂かれる痛みは想像に余りある。

　それに、とイアフメス様は続ける。

「アリィにこうも言った。どうせお前はティズカールに嫌われてるって」

　……は？

「お前が強引にむこに取ったから、ティズカールは……」

　何事かイアフメス様が説明を続けようとしていたが、俺はその言葉を最後まで聞いていられなかった。

「そんなことありません！　勝手なことをおっしゃらないでください！」

　王弟殿下に向かって俺は立ち上がる。

「俺はアルシノエ様を心から愛しています！」

　一瞬の沈黙。イアフメス様とアヌビス様がぴしりと固まった。そして、俺の隣でドシーンと何かが倒れる音がした。

「メ……メジェド君!?」

　振り返ると、白布のかたまりがベンチから転げ落ちている。その鼻から赤い液体が流れ出ていた。

「う、う、う……ティズ君、よくぞここまで成長してくれた……これで我は萌え死ねる……」

「メジェド君！　シーツが鼻血で染まってます！」

　その体を抱き起こしながら、俺は彼の白布の心配をした。メジェド君のキラキラ光る瞳に見つめられて居い心ごこ地ちが悪い。

　なんとか椅子に戻ったメジェド君は、鼻血を垂らしたまま真顔になる。

「さて、アヌビス。やはりアルシノエ嬢誘ゆう拐かいの犯人は王弟ではないぞ。冷静になれば分かったはずだ、嬢の部屋の中は砂嵐でかき乱されたようだったではないか」

「そうだな……あやしいのはむしろ邪神セトか」

　俺が疑問の表情を浮かべると、メジェド君が説明をはさんだ。

「邪じゃ悪あくの神だ。かつて太陽神ラーから玉座を奪おうとして、隼神ホルスと戦った。近頃、その力が復活しつつある」

「そんな神が……」

「豊ほう穣じょうのエジプトを、絶望の巣くう大地に変える──それがセトの望みさ」

　アヌビス様の言葉に、足もとから恐きょう怖ふが這い上る。アルシノエ様がそのようなものに囚とらわれていたとしたら──。

「まさか、セルケトがいないのも、セトと関係しているのか……？」

　イアフメス様の顔色も青い。アヌビス様が怪け訝げんな顔で問いただした。

「最近セルケトはやけに信しん仰こうを集めてただろ？　それとは関係ないのか？」

「は？　あいつが信仰を集めてる？　そうなのか？」

　質問に質問が返ってきて、アヌビス様が首を振る。

「お前、何も知らなかったんだな……多分、セルケトはお前を婿に出したくない一心で力を求めてたんだ」

「おそらくそこをセトに付け入られたんじゃろうな」

　メジェド君が眉まゆを寄せた。

「セトは人の卑いやしい欲望で力を得る。セルケトが集めた信仰心から邪悪な念を吸い取ったんじゃろう。そして、セルケト自身の想いも」

「じゃあ、あいつはセトに力を奪われて……？」

　黒幕は分かった。けれど、アルシノエ様がどこにいるかは分からない。

　くそぉ、と俺は天を仰あおいだ。黄昏たそがれが迫る。夜が来てしまう。

　こんな時だというのに、空は見事な彩いろどりをみせている。濃のう紺こん、黄金こがね、朱しゅ、紅。混じり合って映し出された極ごく上じょうの美。

　けれど、俺のまぶたに浮かぶのは、あの天上のターコイズだけだ。

「あれ……」

　イアフメス様が茜あかね空ぞらを指差した。黄昏を黒く切り取って、何かがこちらへ近づいてくる。声をあげたのはアヌビス様だった。

「隼神ホルスと……時神トートだ」
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　何かにまぶたを刺し激げきされて私は目を覚ました。

　痛っ、体中が痛いわ。しかも、なんでこんなに砂まみれなのかしら？　それにここはどこ？　床が固くて、カビ臭くさくて、暗い。私、どうしてこんなところにいるの？

「アルシノエ、目が覚めた？」

　高い声に呼びかけられて、上半身だけを起こした。聞き覚えのある声だった。

「……蠍女神セルケト」

　数歩離はなれたところに立っているのは、イアフメスの守護神セルケトだった。

　橙の髪が、彼女の手に握られた松明たいまつに照らされている。サソリの尾おが床に垂れていた。

　真っ暗な部屋の中、灯りは頼たよりない松明だけ。彼女はそれを壁かべにかけた。

　揺れる炎が照らし出していたのは、石壁に囲まれた小部屋。

　彼女と私の間に格こう子しがある。おそらくここは石いし牢ろうなのだろう。

「なんだ、取り乱したりしないんだね、つまんないの」

　セルケトの表情はどこか暗くて、私にとってはそっちの方が意外だった。

「……あんたこそ、大嫌いなわたくしを捕らえたんでしょ？　もっと喜べばいいじゃない」

「そうだね、本当は大おお騒さわぎしたいくらいなんだけど」

　言いよどんで、彼女は格子の向こうに座りこんだ。ううん、座るというより、糸が切れるようにくずおれたから、私は驚いてしまう。

「どうしたの？」

「別に……なんか……疲れただけ……」

　私はセルケトになるべく近づこうとした。格子を握りしめて彼女の顔をのぞきこむ。さほど位が高くないとはいえ、神様が倒れるほど体力を失うなんて。

「顔色悪いわよ、大丈夫？」

「アルシノエこそ……自分の心配をしたら？」

　そう言われて、暗くら闇やみに慣れてきた目でもう一度自分が置かれた状況を確認した。

　天井の高い石牢だ。格子は頑がん丈じょうな金属で、とても逃げ出せそうにない。石壁に窓はなく、格子の一部を持ち上げて出入りする形の扉とびらになっている。もちろん、今は鍵かぎがかかっているけれど。カビ臭くて、ジメッとしていて、チュニックに長衣カラシピスを羽織っただけでは、鳥肌が立つほど寒い。

　──死んで、魂が救われなければ、こんなところに来るのかしら。

　そう思うと、この石牢は自分にふさわしいところのように思えた。

「それで……あんたはわたくしをどうするつもりなの？」

　座りこんだセルケトは、こちらを見てニヤリと笑った──ううん、笑おうとしたようだった。でも、口の端が少し持ち上がっただけで、うまく表情がつくれていない。

「アルシノエがいなくなれば、イアフメスが王ファラオになれる。だからお前はずっとここにいて」

　そう言うんだろうと思っていた。嫌になっちゃう。イアフに王ファラオなんか務まるわけがないじゃない。

　そう思う一方で──

　セルケトの細い目と視線が合うと、逃げ出したくなってしまう。後ろめたい気持ちに責め立てられる。

「……ねぇ、本当にイアフを王ファラオにしたいの？」

「そんなの当たり前だろ！　お前さえいなければ、王ファラオになりさえすれば、イアフはエジプトに残れるんだ……！」

「そんなにイアフと一緒にいたいの……」

「そうさっ！」

　床に両りょう腕うでを叩きつけて激げき怒どしたセルケトは、ふりしぼるように語り出す。

「ボクたちはずっと一緒だった。君たちが産まれて、神々にお披ひ露ろ目めされた時からね」

　そう、私たちは産うぶ声ごえをあげると、すぐに神々の祝福を受けた。

　王都の中心を成す神殿。スフィンクスの立ち並ぶ参道を抜けた先。石壁に刻まれた歴代の王ファラオが見守る至聖所に、エジプト中のあらゆる神々が集まったのだと聞いた。

　そして太陽神ラーが、生まれてまもない私に手をかざして微笑んだのよ。

　──この娘は、あの男に似ているね。この国を作った、最初の男に。

　神々の王の祝福が、私に限りない恩おん恵けいをもたらした。「闇の黒犬神アヌビス」、「炎の隼神ホルス」、正義を司る「真理女神マアト」、そして「冥界の王オシリス」までもが私を選び育んでくれた。だから私はみんなの期待に応えようと──立派な統治者になるために、必死になって学んできたのよ。

　だけど、イアフは。

「みんなアルシノエに夢中で、もう一人の男の子になんて見向きもしなかった！　でも、産うぶ着ぎ姿のイアフは可愛かった。ボクにはお前なんかよりずーっと可愛く見えたんだ!!」

　セルケトの瞳から涙がぽろぽろこぼれていく。

「……賢くなくたって、落ち着きがなくたって、ボクにはイアフが一番だ。産まれてすぐに日ひ陰かげに放り出されたとしても……ボクにはイアフだけが輝いて見えたんだ……」

　這いつくばって彼女は格子を握った。少年のような手のひらが色を失うほど強く握られる。泣きじゃくる顔が間近に迫る。

「イアフは最初から何も持ってなかった！　それなのに、なんでアルシノエは彼からボクまで奪おうとするの!?」

「セルケト……」

「ボクだってイアフとずっと一緒にいたいんだ……ずっと一緒にいたいんだよ……！」

　ゆがんだ顔で私を罵ののしる彼女の顔が、ふいに誰かのものと重なった。

　よく櫛の通った黒い髪。静かな湖面を思わせる瞳は濡ぬれたように黒く、いつもティズカール様の少し後ろに控えていた──

　美しい、異国の少女。

　思わず言葉がこぼれた。

「ごめんね……」

　涙が頰を伝う。

「ごめんね……私、他人の気持ちなんて、ちゃんと考えたことなかったんだわ……」

　イアフの言う通りだ。王ファラオだから、神々に愛されているからと、私は高こう慢まんだったのだ。

　そうだ、ちゃんとイアフとも向き合ってこなかった。どうせ話しても分からないでしょ、って最初からあきらめてた。

　ティズ様のことだって──。

「話が盛り上がっているようだね」

　ぞくり、と背すじがざわついた。

　突然投げかけられたくぐもった声は、天井から降ってくる。格子を握りしめたままのセルケトが背後を振り仰いだ。私も彼女の視線を追う。

「邪神セト……」

　そう呟いたセルケトの息が荒あらい。

「まさか、邪よこしまなる神……セト？　ホルスが昔、戦ったっていう？」

　視線の先にいるのは、異様な長身の男だ。宙に浮いている。頭からつま先まで全身が外套ローブで隠され、その合間からツチブタのような顔が突つき出ていた。

　そして、その周囲に渦うず巻まく黒々としたものが、私の目を釘くぎ付づけにした。

　アヌの闇とは違う。アヌは夜の帳とばりで優しく私たちを覆おおってくれる。安らぐ夜を贈ってくれる。

　セトがまとうそれは、まるで底なしの沼ぬまだった。

　私は目を背けた。このままでは生気を削そがれる、そんな気がしたから。

「そうだね、あの憎き小鳥に倒されて、私はしばらく砂漠に沈んでいた」

　抑よく揚ようのない声がツチブタの口から発せられる。淡たん々たんとしていて、その言葉に感情の色は見えない。瞳も外套ローブの陰に隠れていた。

　でも、怖い。歯の根がカチカチ鳴り出すほどに。セルケトを見ると、彼女の指先も小さく震えていた。

「セト……アルシノエをつかまえてくれてありがとう……これでイアフが王ファラオになれるよね……？」

　色を失った顔で、彼女はセトに向き直る。すがるような声はかすれていた。

「くっくっくっ、そうだな、きっとなれるな……あともう一歩だ」

　笑う声は乾かわいてた。

「そのために、この女を守護している神を倒さねばならない──天の玉座で踏ん反り返っているあの者をな──！」

　最後の言葉は咆哮だった。

　邪じゃ神しんは落下するように地に降り、セルケトの目の前に立つ。

「君のおかげでだいぶ力が蘇よみがえってきたよ」

　外套ローブの奥の顔と向き合って、彼女の体が硬直した。サソリの尾が張りつめて、細い目は見開かれたまま。

　だめよ、セルケト、こいつの顔をのぞきこんじゃダメ！

「さぁ、最後にもう一ひと絞しぼり、君の力を分けておくれ……！」

　その言葉とともにセトの闇が大きくふくらんだ。嬉き々きとして踊おどり狂いながら、その禍々しいものがセルケトを吞みこもうとする。

「うわぁぁぁぁ!!」

　泥でい土どのような暗黒に襲われ、彼女は必死にそれをふり払おうとする。けれどべったりとした闇がセルケトの足をつかまえた。彼女はたまらず膝をつき、助けを求めて顔を上げた。

　その怯えた瞳と目が合う。

「あ、アルシノエ……た、たすけ……」

「セルケト!!」

　私は格子の隙間に肩までねじこみ、限界まで手を伸ばした。

　セトの闇はすでに彼女の下半身に食らいついている。

「セルケト、頑張りなさい！　負けちゃダメよ!!」

　叫んだ声は、石壁に反射してむなしく響ひびく。

　指先が、彼女の華きゃ奢しゃな指に近づいた。あともう少し、あともう少しで届くのに……！

「やめてっ！　やめてよ──!!」

　恐怖にひずんだ少年のような顔に、闇が這いよって吞みこんでしまう。最後に残ったのは、私に救いを求めた橙の瞳だった。

　その切実な光も、あっという間に暗黒の餌え食じきになって消えてしまった。

「くっくっくっ……」

　セトの突き出た口から長い舌が伸びる。口の周りをベロリとなめて、満足そうに笑った。

「あぁ、美味おいしかった」

　彼の外套ローブの中から、一いっ匹ぴきのサソリが放り出された。

「セルケト……っ!!」

　乾いた砂漠の色の体が、私の目の前にぽとりと落ちた。小さな体に駆け寄って抱え上げても、両手におさまった彼女はぴくりとも動かない。

　あぁ、生きているのかしら……それすら分からないわ！

「……なんてことを!!」

　私はセトの長身をにらみあげた。

「セルケトはあんたのことを仲間だと思ってたんじゃないの!?　それなのに、こんな……」

「仲間だと言った覚えはないな……互いの望みを叶かなえるために共きょう闘とうしただけさ」

　コキコキと首を鳴らして、セトは話を続ける。

「ホルスに封ふう印いんされ、エジプトにおける私への信仰は完全に途と絶だえてしまった。いかな私といえど、それでは力が弱まってしまう……。けれど、今から一年ほど前か。私が沈む砂漠に、黒々とした気を放つ神が現れた。それがセルケトだったのだよ」

　見上げる彼がいっそう大きくなった気がする。セルケトを吞んでからだ。

「くっくっくっ。そいつは私を頼ってきた。イアフメスを王ファラオにしてくれと、邪神セトしか頼るものがないと」

「それでセルケトを利用したのね……！」

「本当に助かったよ。そのサソリが毒を使って集めた不ふ浄じょうの信仰心は、私が美味しくいただいた。芳ほう醇じゅんで、舌した触ざわりもよかった。力がみなぎっていく感覚に魂が震えたよ」

　長い腕で自分の体を抱いて、セトは身もだえした。

「セルケトは役に立った。だからその小神の望みは叶えてやってもよい。ただ、イアフメスとやらが座る玉座の隣にそいつがいられるかどうかは知らないが」

　くい、とツチブタの口先がこちらを向いた。頭にかかった外套ローブが肩に落ちて、セトの顔があらわになる。

　瞳があるべきところに、二つの穴があった。底が見えない。無明の深しん淵えん。

　全身に悪お寒かんを感じて、私はセルケトを抱えたままあとずさった。けれど背はすぐに石壁にぶつかってしまう。

「アルシノエ、お前には玉座から降りてもらう……。だが、その前に！」

　彼の腕が格子の隙間から入りこむ。私が目を見開くうちに、汚お泥でいの奔ほん流りゅうがこちらに躍おどりかかってきた。

「きゃぁぁぁぁ！」

　まず首がつかまった。するすると闇が降りて私の体を壁に縫ぬいつけていく。

　足が浮いた──身動きがとれない！

「お前は人ひと質じちだ。お前の命が危険にさらされれば、奴が必ず現れるだろう──！」

　長身がぬるりと格子の間をすべる。ギョッとした。人間が通れるような隙間じゃない。彼の体は闇そのもののように揺らいでいた。

　近づいてくる。セトが動くと、ワニの尾が引きずられて床に跡あとをつけた。ぬたりとした黒い光こう沢たく。気持ちが悪い、怖い。歯がガクガクと鳴っている。震えが止まらない。

　私、こいつに殺されるんだ。こんな暗い部屋で、誰にも知られずに。

　無意識に両手をぎゅっと握った。その指先に、硬かたい感かん触しょく。

　──そうよ、私の手の中にはセルケトがいる。

　歯を食いしばった。怖おじ気けついた全身を、なんとか奮い立たせる。

　──この子を守らなきゃ！　守って、絶対にイアフのところに帰さなきゃ!!

「さぁ、王ファラオよ！　命いのち乞ごいをせよ！　そのさえずりで太陽神ラーを呼び出すのだ!!」

　セトが雄おたけびをあげる。私を囚えた闇の力が増す。

「きゃぁぁぁぁ!!」

　ギリギリと締め上げられる。苦しい、でも……負けちゃダメだ！

　正直なところ、私は、自分の命がそんなに大事だとは思えない。人質としての価値なんてない。

　だってイアフが言っていた通りだもん。

　──ティズ様のためには、私なんていない方がいい。私との結婚なんてなかったことになった方が絶対いい。

　あの薄紅の薔薇の贈り主が、きっと故郷でティズ様を想っているから。

　私が切り裂いた二つの恋を、彼らに返さなきゃいけない。

　だから、自分は命をなくしてもいい、でも──、

　セルケトだけは守るんだ!!

「セト！　私は、あんたになんか負けないわ!!」

　ぎゅっと目をつぶる。涙とも汗とも分からない何かが頰を伝っていく。闇に締め上げられて全身がきしんだ。痛い、苦しい。指先が痺しびれる。彼女を包む両手も、押しつぶされてしまいそうだ。

　ダメよ、負けちゃダメよ、アルシノエ……頑張るのよ……。

　そんな私のまぶたの裏に。

　じわりと一つの影が浮かんだ。

　あ……。

　このお顔。

　つややかな髪は風になびき、やわらかく。

　──どうしてこんな時まで思い出してしまうんだろう。

　精せい悍かんなお顔立ちなのに、その表情はいつも穏やかだった。

　──思い浮かべる権利なんて、私にはないはずなのに。

　初めて会った時に、知ってしまったの。花がほころぶように笑う人だって。

　──でも……でも。

　私の大好きな人。

　ずっとずっと大好きで、ずるくても、醜くても、奪ってでも、私の隣にいてほしかった人。

　──この最さい期ごの時も、私は……あなたが大好きです。




「ティズカール様ぁぁぁぁぁぁ!!」




　その時何が起こったのか、私にはまったく分からなかった。

　セトも啞然としている。

　そのせいか拘こう束そくする闇が緩ゆるんで、私は床に落とされた。

　セトに絞しめ殺ころされる直前、轟ごう音おんと激しい衝しょう撃げきが巻き起こったのだ。まるで、私の叫びに応えたように。

　あたりを見回すと、石牢の左側の壁にぽっかりと大きな穴があいていた。

「ど、どうして……？」

　その穴の向こうから、瓦が礫れきを越えて、こちらに踏み出す人ひと影かげが見えた。その輪りん郭かくはほこりで揺らいでいる。

　でも、私にはそれが誰だかすぐに分かった。

「アルシノエ様！」

　少しだけ低い、心地よい声。

　呼びかけられると、それだけで胸が熱くなって。たまらなく、愛いとしくて。

　どうしてこんなところにいるんだろう。あなたが私を助けに来てくれるなんて、そんな奇き跡せきみたいなことあるはずないのに──。

「ティ……ティズ様……」

　ぽろぽろと頰を伝うものが熱い。せっかくの彼の姿が、涙でにじむ。

　あぁ、私やっぱり──。

「セト、アルシノエから離れろ!!」

　ティズ様の後ろから、もう一つ耳になじんだ声が聞こえた。

「アヌ！」

　私の守護神が、全身の毛を怒らせてセトに牙をむいている。

　そしてさらに、二人の頭上で空くうをかいて一羽の隼はやぶさが部屋の中にすべりこんだ。風かざ切きり羽ばねが炎で揺らぐ。

「貴様っ……ホルス……!!」

　あのセトがじりりと背後に下がった。威い嚇かくするようにホルスの全身が燃え上がって、その炎の中から人間の姿の彼が現れた。

「はっはっはっ！　久しぶりだなセト!!」

　彼の赤い長ちょう髪はつが猛たけ々だけしく宙に躍る。

　そして、さらに。

「うむ、やはりここで間違いなかったか」

　ティズ様のわきで白い布がひらひらと揺れていた。その隙間から、すね毛の生えた足がのぞいている。

「メ……メジェド神まで……！」

　おなじみの顔ぶれになぜだか笑えてきてしまって、そのおかげで肩の力が抜けた。

　──みんな、助けに来てくれたんだ。アヌも、ホルスも、メジェド神も。

　そして。

「アルシノエ様っ!!」

　もう一度私の名を呼んで、彼がこちらへ駆けてくる。

　眉も、口の端もゆがめて、心の底から心配している顔で。

「ティズ様……」

　どんな顔をしていいか分からない。もう彼に合わせる顔なんてないと思っていたから。

　でも、そんな私を彼はぎゅっと抱きしめてくれた。

「よかった、ご無事で……」

　その声が切実なまでにかすれていて。彼の胸の中があまりにあたたかくて。

「ティズ様……」

　どうしよう。

　私はもう一度、ティズ様に恋に落ちてしまった。




　ティズ様。ティズ様。ティズ様。

　彼の胸に抱かれて、しばらく何も考えられなかった。あったかくて、ホッとする。怖かった気持ちが消えていく。

「アルシノエ様、もう大丈夫です」

　彼は私の肩をつかんで優しく微笑んでくださった。そして私を抱き起こす。

「ここはあのお二方に任せて、ひとまず逃げましょう」

　そう目線で示された先には、翼を燃え上がらせる隼神ホルスと、全身から殺気を放つ黒犬神アヌビスが並んでいる。

「はっはっはっ、覚かく悟ごしろ、邪神セト！」

「アルシノエを痛めつけてくれた礼は、たっぷりさせてもらうぞ！」

　怒りを爆ばく発はつさせるアヌの周囲に闇の気配がただよっている。セトと同じように黒々としたものが渦巻くのに、アヌはどうして明るく見えるのかしら。

「さぁ、こっちじゃ」

　メジェド神が石壁にあいた穴のわきで白布のすそをふりふりしている。

「でもアヌたちが……」

「神々の戦いの前では俺たちは無力です。先に逃げると約束してあります。さぁ、行きましょう」

　私の手をつかもうとしてティズ様は首をかしげた。

「何かをお持ちなのですか？」

　うなずいて、私はそっと手のひらを開いた。

「蠍女神セルケトなの……」

　小さな体を差し出す。

「なんとかイアフのもとに連れて帰りたいの……ティズ様、お願い。わたくしのことはどうでもいいから、この子のことだけは助けてあげて……」

　ピクリとも動かないサソリを前に、ティズ様は息をつめた。私の肩を引き寄せる。

「バカなこと言わないでください。みんなで助かるんです！」

　そう言った彼の右手には剣が握られていた。

「はやくするんじゃ、ティズ君！」

　メジェド神に急かされて、私たちは穴の中に駆けこんだ。




　穴の向こうは廊下だった。先ほどまでいた牢と同じ、石造りの狭せまい壁が続く。

　石牢から遠ざかると、灯りが何もない。外光も入らない。一度角を曲がってしまうと、ほんの数歩先が闇の中だった。

「仕方がない……我の力を嬢にもご覧いただこうか」

　ペタペタと前に歩み出て、メジェド神が腰を落とすような仕草をした。腰がどこかは分からないけど。

「刮かつ目もくせよ！　我が目め力ぢからに!!」

　そのたいそうな掛かけ声ごえとともに、突然彼の白布が光を放った。いや、光っているのは瞳だわ！

「メジェド・ビ──────────ム!!」

「えぇ!?」

　炭色の瞳から、白い光線が発せられた。な、何これ、まぶしい！

「大丈夫じゃ、すぐに目が慣れるぞぃ」

　そう笑うメジェド神の瞳からは光が放たれ続け、回かい廊ろうの奥までをよく照らした。

「……まぁ、これでとりあえず先に進めますね」

　ティズ様が呆れ顔で前方を見すえる。

「それにしてもメジェド君の体は不思議がいっぱいですね。先ほどもその白布の中からとんでもないものを出してましたし……」

「とんでもないもの？」

　私が首をかしげると、ティズ様はどこか遠くを見つめた。

「アルシノエ様のところにたどりつくのに、石壁に穴をあけましたでしょう。あれ、メジェド君がやったんですよ。突然白布の中から、火花を噴ふく銀の筒つつが飛び出して……」

「そうじゃ、我の〝ロケットランチャー〟で嬢を助けたのだぞ。感謝せぃ」

「ろけっと……？」

　気の抜けた話の隙に、前方の光の中をカサカサと何かが動いた。

「むっ、これは……」

　光から逃げたそれを、メジェド神の視線が追う。

「サソリだ……やけにでかいな、しかも多い」

　言うなり、ティズ様が私を背後に押しやる。そして剣をかまえた。

　私はその群れ──そう言っていいと思う。だって二十匹以上いるから──を指差した。

「普通のサソリじゃないわ！」

　光に照らされた節のある体が黒い。それだけじゃなくドロドロとした闇をまとっている。そう、まるでセトのように。その異様な生き物が、こちらに向かって太い尾を振り上げていた。

「こっちにはサソリの女め神がみがいるのにのぅ。セルケトの眷属のはずのこいつらも完全にセトに操られておるな」

「悪いけど倒しましょう。あれに刺されたらひとたまりもない」

　言うなり、ティズ様が駆け出した。まずは、先頭の一匹を一突きし、そのまま周囲のサソリを薙なぎ払はらう。太た刀ち筋すじに迷いはなく、斬ざん撃げきは正確だった。剣を扱うのに慣れていらっしゃるのね。

　困ったわ。

　やっぱり素す敵てき。ティズ様と結婚してもうすぐ一年がたつのに、それでもまだこんな風に新しい発見があるなんて。こうやって、私は何度でもティズ様に恋に落ちてしまう。

　思わずぎゅっと両手に力を入れると、手の中の硬い体がかすかに動いた気がした。

「……セルケト！」

　生きてる──そうよ、セルケトが死ぬわけないわ。

　大丈夫よ、イアフ。私、この子をちゃんとあんたのもとに帰してあげるから。

　それだけやり遂とげたら──、自分の恋にも決着をつけなくちゃ。

　私の視線はもう一度ティズ様を追う。

　最後の一匹を斬きって捨てた彼が汗をぬぐって、こちらを振り返る。目が合うと、彼は私を安心させようと微笑んでくださった。

　その笑顔が今は苦しい。あなたは何も知らないから、私に笑いかけてくださるのよね。こうやって優しい瞳を向けて、いい夫婦になろうとしてくださるのよね。

　でも──それももうおしまい。もうあなたをだますのは終わりにします。




　じめじめした回廊をさまよい、いくつか階段を上ると、やがて石壁が煉れん瓦がにかわった。メジェド神がいつのまにか光を放つのをやめている。前方の階段の先から、光がこぼれていた。

　そして、その向こうから呼びかけてくる声がある。

「おい、だいじょーぶか!?」

　大嫌いな声だ。だってずっと悪口ばっかり言われてきたんだもの。

　でもね、悔くやしいけど、懐なつかしいなぁって思ったの。

「助かったのぅ！」

「よかった……！」

　階段を駆け上がって、外の光の中に飛びこんだ。メジェド神とティズ様が視線を合わせて笑ってる。そこは見知らぬ庭だった。煉瓦造りの建物に四方を囲まれた中庭。そよぐ風と緑が、なんて気持ちいいんだろう。

　あぁ、私、本当に助かったんだわ。

「おい、アリィ！」

　遠えん慮りょなく肩をつかまれた。さっきの声の主、イアフメスが私の全身をガクガクと揺する。

「セルケトは!?　あいつはどうしたんだよ!?」

　目の前でターコイズの瞳が怯えている。

　こんな顔をするイアフ、初めて見た……。私、弟のことならなんでも分かった気がしていたのに。そんなの思い上がりだったのね。

「ここよ」

　私はゆっくり両手を開いた。砂漠の赤土の色をした一匹のサソリを差し出す。

「セ……セルケト……」

　震える指先で、彼はそのぐったりとした小さな体をすくいあげた。

「おい、セルケト……セルケト……返事をしろよっ」

　イアフは彼女の体に頰をすり寄せた。おそるおそる、そして優しく。

　ああ、そうよね。私がティズ様を愛しく思うのと同じように、イアフもセルケトが大事なんだわ。

　彼の頰を大おお粒つぶの涙が伝って、乾いたサソリの体を濡らしていく。ぽつり、ぽつりとこぼれた涙がセルケトを包む。陽光を浴びて、その体は輝き出すようだった。

「あ……」

　小さな体が震えた。

「セルケト……っ！」

　イアフの声に応えるように、サソリがかすかにハサミの腕を持ち上げる。

「よかった……生きてる……！　生きてるよ！　セルケト!!　俺、お前がいなくなったらどうしようかと……」

　弟が泣きながら笑っている。それを見て、私は素直に嬉しいと思えた。

　ふっと、肩の荷が一つおりる。

　──よかった、私は自分の務めを果たせたのね。

　あとは……。

「ねぇ、イアフ」

　私は弟の名を呼んだ。涙を流したまま、彼はこちらに向き直る。

　ターコイズの視線がぶつかり合った。

　小ぶりな鼻、長いまつ毛、低い背せ丈たけ。私たちは、本当にそっくりだわ。

　大きく息を吸って、思い切って言った。

「ごめんね。この国から追い出そうとして」

　イアフは表情を変えない。突然謝られて困こん惑わくしているのかもしれなかった。

「あなたがセルケトと別れがたく思っていること……私、想像もしてみなかったの」

　あなたたちの言う通りよ。私は他人の気持ちなんて考えてこなかった。

「だから、ごめんね」

　そこまで言い切ってイアフの顔をまっすぐ見る。彼は黙ったままだ。その幼い頃から知っている顔をじいっと見つめていると。

　……なんだか、

　無む性しょうに、

　腹が立ってきた。

　ん？　なんかおかしくない？　なんで私ばっかり謝らなきゃいけないの？

　私、今までけっこう意地悪されてきたわよね？　ひどいこといっぱいされてきたわよね？

　唐とう突とつに腹の底がぐつぐつ煮にえたぎってきた。そうだわ、おもちゃを燃やされたり、お友だちを奪われたり、変な噂を流されたり。頭にくること、たくさんあったじゃない。

　ぷっちんと私の中で何かが切れた。

　もうやめた。我が慢まんするのやーめた！

　スパ────ン。

「いってぇ!!」

　快音を鳴らして、私はイアフの頰を平手で殴なぐってやった。

「よくも今まで意地悪してくれたわね！　やっぱりあんたムカつく！　どっか行け！　大嫌い！」

「はぁぁぁぁ!?　勝手に謝って、なんで今度は勝手にぶち切れてるんだよ!?　このアホ！　意味分かんねー！　アホシノエ!!」

「意味不明はあんたよイミフメス！　バカバカバカバカ!!」

　あらん限りの悪態をぶちまけた。隣でティズ様が啞然としている気がする。でも、もういいや。

　そうよ、最初からこうすればよかったんだわ。お利口ぶってないで、真正面からぶつかって、バカにバカって言ってやればよかったのよ。

　だって私たち、一緒に生まれて並んで育った、双子なんだもの。
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　天井の高い石牢の中、邪神セトが闇にまぎれて浮かんでいる。

「まったく面めん倒どうな話だ。さっさと太陽神ラーが出てくればいいのに、結局また息子せがれと戦わなきゃいけないとはね」

　セトは突き出た口でため息をつく。その臭い息を吹き飛ばしてやろうと、俺は翼を大きくはためかせた。

　そう俺は炎の隼神ホルス！　かつてこの忌いまわしき邪じゃ神しんを鎮めた、神界最強の男!!

「はっはっはっはっ！　そう簡単に父上が出てくると思うな！」

「そうだ。お前なんぞオレたち二神で十分だ！」

　おぉ、今日は黒犬神アヌビスも殺気だっているな！　いつもはちょっとばかしスカしているこいつも、アルシノエの危機となると違うものだ！

　冥界で死者を導く業務に忙いそがしいアヌビスだが……アルシノエを一目見た時から彼女と離れられなくなってしまったのは周知の事実！　王ファラオに対する愛情は、神々一なのだ、はっはっはっ！

　思い返せば、俺もアルシノエの父──先代の王ファラオと常に肩を並べていた。

　気が合ったのだよ、とても。明るく賢い男でな。権力者としてはめずらしく、裏表がない奴だった。それで真理女神マアトにはずいぶん心配されていたが。

　死の間ま際ぎわに奴と交わした約束を、俺が忘れるはずもない。

　──私の代わりだと思って、次の王ファラオ、アルシノエにも力を貸してやってほしい。

「はっはっはっはっ！　大事な王ファラオを傷つけた罪、ここで清算してもらおう！」

　俺は内なる闘とう気きを奮い立たせた。毎日念入りに鍛え上げた肉体に力がみなぎる。見よ！　この気高き汗の伝う胸筋、腹筋、上じょう腕わんを!!

　そして背に宿る翼を、炎の柱と変えて──。

「いけ、我が魂の業ごう火かよ──！」

　アヌビスも同時に両手を天に伸ばす。清き夜の闇が巨大な刃の形を成し、その手のひらにおさまった。

「冥界の鎌ケペシュよ、愚おろかな者に魂の死を！」

　渦巻く炎がセトを襲う。それを追うようにアヌビスの黒い刃やいばが振り下ろされる。普通の神ならこれで「降参」といったところだが……!?

　しかし外套ローブをひるがえして、セトはくるりと反転した。むむむ、余裕のある動きだ！

　全身を覆う暗黒の外套ローブがあっけなく俺たちの攻撃を無力化する。

「くっくっくっ、絶好調だ」

　セトが舌なめずりをしてニタリと笑った。

「蠍女神セルケトの邪じゃ心しんは養分に満ちていたからなぁ。ホルスよ、前回のようにはいかぬぞ！」

　気き炎えんをあげるとともに、セトの長身が膨ふくれ上がった。闇が膨ぼう張ちょうした、だと!?

「喰くらえ、地じ獄ごくの嵐を！」




　いったいどのくらいの時間が経過しただろう。

　俺の炎とアヌビスの鎌ケペシュがセトを襲い、奴の放つ砂嵐が俺たちを傷つける。防戦一方、とまではいかないが、俺たちは苦戦を強しいられていた。隣でアヌビスが背中を丸めて荒い息をつく。膝に手をついているところを見ると、けっこう消しょう耗もうしているようだ。

「くそぉ、こいつ、たしかに絶好調だ」

「はっはっ、以前より厄やっ介かいな相手になっているのは事実だな」

　激げき闘とうにより部屋は破壊され、アルシノエをとらえていた格子は跡あと形かたもない。天井の高い、石壁に囲まれた部屋の中心で、セトはふわりと宙に浮いている。ワニの尾から闇がぬるぬると滴したたっていた。

「王ファラオには逃げられてしまったが、人質は息子のお前でもいいかもしれないなぁ、ホルス」

　ニタリと笑ってセトは視線で俺をなめまわす。くそぉ気持ち悪いぞ！

　鳥肌が立った腕をさすっていると、アヌビスが丸めた背をぐいと伸ばした。

「さて、じゅーぶん時間もたったし……そろそろ決着をつけようじゃないか」

「なるほど、了りょう解かいした」

　俺はコキコキと首を鳴らす。

「さぁ、これが最後の攻撃だ！　はーっはははは！」

　隼の姿に戻った、これで力の制約はない。正しょう真しん正しょう銘めい、すべての力を出しきる！

「援えん護ごするぜ!!」

　アヌビスが鎌ケペシュを構えてセトに突っこむ。闇が二つに分かれた。二刀流か！

「くたばれ、セト！」

　跳躍するとともに、相棒は二つの鎌ケペシュを振りおろす。

「くだらんな、数が増えただけか」

　くっ、セトの腹から突風が！　振り下ろされた刃をからめとろうと、上じょう昇しょうする気流を作り上げている！　あっけなく二つの刃が巻き上げられた。ついでに小さなアヌビスの体も。

「うおぉぉぁぁぁぁあ！」

　しかし、空くうに浮いたアヌビスは、気合いとともに強引に体をひねった。

「ならばこちらを喰らえ!!」

　新たに放たれた一いち撃げきは──黒い尾、だった。アヌビスの特とく徴ちょう的てきな長い尾。その黒い毛の一本一本が、まるで針だ。無数の針がセトの肩口を襲う。

「ぐぁぁぁぁ!!」

　決まった！　怯ひるんだなセト！　この瞬間、逃のがさんっ!!

　俺は全身を炎のかたまりへと昇しょう華かさせた。そして一条の線のごとく急降下する。

　溶よう岩がん──もしくは彗すい星せい！　灼しゃく熱ねつの一撃となり、貴様を燃やし尽くす！

「ふざけるなぁぁぁぁ!!」

　な、なに!?

　セトがアヌビスの尾をつかんだ。信じられん！　これでは奴も無事では──！

　そう思った刹せつ那な、火の玉となった俺に、アヌビスの体が叩きつけられた。

「がっ!!」

　つぅ！　体が床に打ちつけられた。そして、相棒が火に包まれる。

　アヌビス……!!

「……だいじょーぶだ！」

　そうとだけ言うと、炎に巻かれた少年の姿が霞かすみに包まれる。代わりに現れたのは黒犬だ。なるほど、本来の姿になって己おのれを守ったか！　いい判断だ！

　しかし。

「死ね!!」

　その短い間にセトは間合いをつめていた。

「まずは貴様だ、王家の狗いぬめ！」

　外套ローブから黒い手が伸びる。汚泥をまとう指先。それが、黒犬の脳天を──。

「な、なんだ……？」

　脳天を貫く、直前。

　ほとんど床と水平に飛んだセトの体が、ピタリとその場に止まっていた。横倒しになった彫ちょう像ぞうが宙に浮いている、そんな風にしか見えない。

「ふっ、背後に気をつけろよ、セトさんよぉ」

　キザな台詞セリフが天井に響く。

　その声に胸をなでおろし、俺たちは人間の姿に戻った。

「はっはっはっ、作戦成功、だな!!」

　俺の高笑いにも、セトは微び動どうだにしない。それはそうだ、眉一つ動かせぬよう、奴の時を縫いつけたのだからな！

「おせーよ、時神トート！　丸まる焦こげになるところだったじゃねーか！」

「ふっ、英えい雄ゆうというものは簡単には現れないものだ。それに時を止める秘術を記すのは容易ではない」

　肩に垂れるターバンをかきあげながら、キラリと白い歯を見せて中年オヤジが笑う。そう、エジプトのあらゆる事象を記録する時の神トート。こやつがアルシノエのさらわれた場所を見つけ出してくれたのだ。

　そして、トートは右手の巻物をセトに向かって放り投げた。

「トート……貴様ぁ……！」

　するすると巻物がほどけて、紙パピルスがセトの体に巻きついていく。その表面に刻まれるは神聖文字──文字が構築するのは、トートにのみ許された呪じゅ文もん。

「時を縫いつけたというのにまだ言葉を発するとは。ふっ、さすがはセト」

「はっはっはっ、前回よりも念入りに封じてやろう！」

　俺の高笑いに、セトがこちらをぎょろりとにらむ。白いところのない眼球が、破は裂れつしそうなほど激しく震えていた。

「ふざけるな……貴様らに二度も負けはせぬ……私は邪神セト……真に偉い大だいなる神……！」

「まずい！　セトが術を破る！」

　アヌビスが悲鳴をあげた。

　──憎ぞう悪お、悲劇、惨さん劇げき、絶望、失望、堕だ落らく、虚きょ無む、汚お辱じょく、背徳。

　セトの口からどろりとした汚泥とともに言葉がこぼれていく。その穢けがれで、トートの紙パピルスが腐ふ敗はいする。

　一刻の猶ゆう予よもなし！　今度こそ仕留める!!

　再び俺は隼に変化した。高く舞い上がれ、炎の翼よ！　邪なる神から、王家を、国を守るために!!

　その俺の背を、何かが後押しする。

　──この力！

　はっはっはっ、やはり大人しくしていられなかったか！　この力、思う存分お借りするぞ──太陽神ちちうえっ!!

「いっけ───────!!!!」

　アヌビスが吠え、俺は炎の雷いかずちとなった。

　雷らい鳴めい、轟とどろく。業火、唸うなる。向かうは、邪神の肉体、ただ一つ。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ」

　俺の一撃を腹に受けて、セトが炎に巻かれる。外套ローブが朽くち、闇が霧む散さんする。輪郭がぽろぽろと崩れるように、奴の姿が炎の中へと消えた。

　さらば、セトよ。どうせ魂までは滅めっせぬ、再びゆっくりと砂漠で眠るのだ！

　はっはっはっはっ!!
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「くそっ、この、チビシノエ……ぜぇぜぇ」

「なによ……はぁはぁ……三歳児……イアフカス」

　イアフは蠍女神セルケトを抱えたまま座りこみ、私は膝に手をついて肩で息をしていた。あらん限りの悪態をついて、二人とも疲れきっていた。

「さて、そろそろ姉弟きょうだい喧げん嘩かも終わりにしようぞい」

　メジェド神が間に入って白布をふりふりと揺らした。そのおじさんくさい足につい目がいってしまった、その時。

　どおぉぉぉぉぉん。

「な、なんだ!?」

　足もとが激しく揺れた。下から突き上げるような衝撃だ。

「隼神ホルスたちの戦いに決着がついたかの？」

　メジェド神が地下牢へと続く階段をのぞきこむ。揺れがおさまっても地じ響ひびきは続いていた。

「うーむ、とりあえずここを離れようかの。黒犬神あいつらは心配じゃが……ん？」

　メジェド神が耳を澄すますような仕草をした。何かと思ってみな押し黙ると。

「……っはっはっはっはっはっ！」

　地下の暗闇の中から、聞き慣れた高笑いが聞こえてくる。のぞきこんだ地下道の先が徐々に明るくなった。松明たいまつなんかじゃない、この力強い明かりは……！

「ホルス！　アヌ！　時神トートまで!!」

「はっはっはっ、今戻ったぞ！」

「ふっ、地上の光はまばゆいな」

「はー疲れた〜」

　みんな全身傷だらけで、泥どろだか煤すすだかよく分からないもので汚れていた。

　高笑いがよく似合う鍛え抜かれたホルスの背では、大きな翼が煌こう々こうと炎を揺らしている。トートは白い歯を見せて、ターバンを風になびかせながら笑っていた。飄ひょう々ひょうとしたアヌの表情も、可愛い黒耳も尻尾も。

　みんなちゃんと戻ってきてくれたんだ！

「よかった！」

「うぉ！」

　嬉しくて思わず抱きつくと、アヌが腕の中でもがいた。

「やめろっ！　やめてくれ、アルシノエ！　今度こそ殺される！」

「大げさねぇ、私が抱きついたくらいでアヌが死ぬわけないでしょ？」

「そうじゃない、婿殿だよ！　うわぁ、そんな呪のろうような目で俺をにらむな！」

　何をバカなことを言ってるのかしらと振り返ると、ティズ様がいつものようにそよ風のような微笑みを浮かべていらっしゃる。

「ティズ様が人を呪ったりにらんだりするわけないでしょ。大丈夫、アヌ？　邪神セトに頭をやられたの？」

「アルシノエ……だまされるな、あの婿殿はそんなにお人ひと好よしじゃない……敵に回すと怖い奴だ。頼たのむから離れてくれっ！」

　しようがなく解放すると、アヌはなぜか自分の耳をかばってびくびくしている。そこにメジェド神が話に入ってきた。

「で、セトは倒せたのか？」

「無論」

　ホルスが胸を張る。

「ふっ、俺の時を操る力で、彼かの者の力をおさえこんだからな」

「最後はなんだかんだで太陽神ラーまで力を貸してくれたよ」

　トートとアヌも誇ほこらしげだ。

「ラーまで降臨したのかの？」

「いや、少し力を貸してくれただけ。さすがにアルシノエの危機に黙っていられなくなったんだろ。ラーはアルシノエが大好きだから」

「はっはっはっ、そうだな、会いたくてうずうずしているだろう。アルシノエ、今度久々に呼び出してやってくれぬか。お前の無事をご自身の目で確認したいだろうから」

　ホルスの言葉に、私は肩をすくめる。

「ラーを呼び出すなんて畏れ多いのに。いつでも自分から来てくれてかまわないのになぁ」

「ふっ、素直じゃないお方だからな」

　トートも片眉をあげて笑っている。

「さーて、じゃあ帰るか！」

　ぐーんと伸びをして、アヌビスが言った。そういえば、と私は思う。

「ねぇ、ここってどこなの？　あと、この立派な建物は何？」

　あらためてぐるりとあたりを見み渡わたす。椰や子しが植えられて緑豊かな中庭も、堅けん固ごな建物も、お金と労力がかかった代しろ物ものだわ。

「はっはっはっ、ここはエジプト南境の街、エレファンティンだ」

「そう、それでこれはセルケトを祀まつる神殿。立派すぎだよな〜」

「すげーな、セルケト。さすが俺の女神」

　イアフが手のひらの中のサソリに呼びかけてニヤついている。私は二重にも三重にも呆れてしまった。

「これだけの神殿を造らせるなんて、セルケトったらずいぶん張り切ったのね」

「そりゃ、アリィをつかまえるためだもんなー気合いも入るぜ！」

「イアフ……この愚弟め……」

　どうしましょう。また弟への怒りが湧わき上がってきたわ。

「アルシノエ様、とりあえず宮殿に帰りましょう。お召めし物ものも汚れていますし、何よりお疲れでしょう？」

　ティズ様が私とアヌの間に入る。アヌがなぜかひっと声をあげて一歩あとずさった。

「あの……ティズ様、みんな」

　でも彼の言葉にうなずくわけにはいかない。宮殿に戻る前に私には伝えなきゃいけないことがあるから。

「ティズ様とお話ししたいことがあるの。少し二人きりにしてくれないかしら？」




　神殿の上階へと昇り、適当な露台バルコニーに出ると、街の遥はるかまでを見渡せた。みんなには帰る準備をしてもらって、今はティズ様と二人きり。

「エジプトの空は本当によく澄んでいますね。雨の恵めぐみがないのには驚きましたが、いつでも青空に迎えてもらえるのもいいものです」

　ティズ様が露台バルコニーの縁ふちから身を乗り出して気持ちよさそうに笑っている。空と、街と、どこまでも広がる砂漠を眺めて。

　ふと、こちらを見て、ティズ様が眉をひそめた。

「アルシノエ様、どうしました？　顔色が……」

「待って。そこで聞いてください」

　私は胸の前で両手を固く結んだ。鼓こ動どうが激しく脈打って痛い。喉の奥がカラカラに乾いて貼はりついている。

　言いたくない。話したくない。話してしまったら、すべて終わってしまう。

　でもダメよ、アルシノエ。もう逃げないって決めたんだから。

　今にも震え出しそうな全身を励まして、数歩離れた先にいる彼をしっかりと見つめた。

「わたくし、ティズ様にちゃんとお話ししなきゃいけないことがあるんです」

「はい」

「長い話になると思うので、ぜひ座って聞いてください」

　折り目正しく返事をする彼に、長椅子を示す。ためらいながらも腰をおろした彼は、隣に来るよううながしてくれたけど、私はこのまま話をしたかった。

「最初から全部お話しします……」

　どこから何を話せばいいのか分からない。

　だから何もかもをさらけ出してしまおう。

　どんなに長くなっても、噓うそ偽いつわりなく、自分の心のうちのすべてを──。




　まだ幼い頃、あなたのお名前すら知らなかったあの日から。

　遠くからずっと、そのお姿を見つめていたの。

　会いたくて、お話ししてみたくて、あなたに私を知ってほしくて。

　好きで、好きで、大好きで。

　想いの蕾つぼみはどんどんふくらんで、やがてふっくらとほころんだ。

　そうして咲さいたのは──

　嫉しっ妬とと欲望にまみれた、醜い花だったのよ。




「イシュ、と名を呼ばれたあの子。彼女がいなくなればいいと、何度思ったことでしょうか……。次にあなたにお会いする時には、その隣から彼女が消えていればいいのにと、呪うように願ったのです」

　長い長い話の間、ティズ様のお顔を見ることなんてできなかった。うつむいた視線の先で、自分の組んだ指先が情けなく震えている。

「愚かで、醜しゅう悪あくなほど、あなたのことが好きだったんです……」

　ティズ様は何もおっしゃらない。ただ、息をつめた気配だけが伝わってくる。

「だから王ファラオに即位すると同時に、あなたを強引に婿にお迎えしました。あなたが他の女の子のものになってしまうなんて耐えられなかったから……あなたのお気持ちなんて少しも考えずに」

　声がつまる。でも、最後まで言ってしまわなきゃ。

「だから、ティズ様とイシュ殿を引き裂いたのはわたくしなんです。何度謝っても何を引ひき換かえにしても許されないことをしてしまいました……だから、今さらですけれど……」




　もう、故国にお戻りになってもいいのです。




　そう言いたかった。言わなきゃいけなかった。それなのに言葉よりも涙があふれてくる。

　──ちゃんと向き合うって決めたのに。

　頰を伝ってこぼれた涙が、ぽつりぽつりと指先を濡らし、床にこぼれて暗い染しみを作る。

　──泣いちゃだめよ。しっかり笑って、彼の顔を見て言わなくちゃ。

　あなたには、自由になってほしい。

　私の、王ファラオの権力になんて縛しばられずに。

　ティズ様のお顔を見つめるのはこれで最後。たとえ蔑さげすまれても罵られても、ちゃんとさよならを言わなくちゃ。

　そう覚悟をして、私は顔をあげた。

　なのに。

「……ティズ様？」

　私が見たのは、想像もしなかったティズ様のお顔だった。

　お耳も頰も真っ赤に染まっている。

　あれ……？

「あの……アルシノエ様……」

　少し間を置いて、彼は自分の顔を両手で覆った。

「は、はい」

　おずおずと返事をする。彼は大きく息を吐いた。

「そ……そんなに昔から、俺のことを見ていてくださったんですか……？」

　あ。

　カーッと頰が熱くなる。私の顔、火を噴いているんじゃないかしら。きっと目の前のティズ様よりもずっとずっと真っ赤だわ。

『遠くから、あなただけを見つめていました』

『大好きで大好きで仕方がなかったのです』

『あなたが他の人のものになるなんて耐えられなかったから』

　さっき伝えたばかりの自分の言葉が、頭の中で反はん響きょうしている。

　は……恥はずかしい。

　できることなら消えてしまいたかった。

　──私、ティズ様に盛せい大だいな愛の告白をしてしまったんだわ。




　一点のけがれもない青い空の下、私たちは互いに顔を真っ赤に染めたまま、何も言えずにいた。もしかして、私たちの時間も時神トートに縫いつけられてしまったんじゃないかしら。

　でも、どんなに恥ずかしくて死んでしまいそうでも、私はティズ様とちゃんとお話ししなきゃいけないのだ。ためらいを投げ捨てて声をかける。

「あの、ティズ様……？」

　彼は頰を赤らめたままこちらを見た。

「ごめんなさい、その……わたくし、あなたに告白したかったのではなくて……イシュ殿とのことを謝りたかったんです……」

「イシュとのこと、ですか？　どういう意味です？」

　ティズ様はきょとんとしていた。

「いや、ですから、わたくしがお二人を引き裂いたことを……」

「引き裂いた……？」

「だって、お二人は恋こい人びとだったのでしょう？　いつでも寄り添って、仲睦まじくて……」

　私の言葉はティズ様の驚きにさえぎられた。

「こ、恋人……!?　いや、もちろんイシュとの別れは寂さびしかったですけれど……それは彼女が自分の妹のような存在だったからで……」

　え？　……妹？

「イシュとはずいぶん年ねん齢れいが離れていますし、そもそも彼女は俺が育てたのですよ。もともと奴隷だったせいで人間不信に陥おちいっていて大変でした。引っかかれたり嚙みつかれたりしましたからね」

「そ、そうなんですか……？」

　えぇ、と苦笑含みにうなずいた後、ティズ様がはたと私の瞳を見つめる。みるみるうちに彼の顔が再び朱に染まっていった。

「も、もしかして……俺のことで嫉妬してくださっていたんですか？」

「あの、それは……その……」

　しどろもどろになったあげくに、私はただこくりとうなずいた。彼が語る胸の内に心が追いつかなくて、言葉が出てこない。

　弱ったなぁ、と彼は口もとを手で隠した。

「……婿入りする前、俺はエジプトの王ファラオというのは、冷然とした女性なんだろうと思い描えがいていたんです。国の益のみを求めて婿を選ぶようなお方なのだと……だから」

　ティズ様はちょっと顔をそらして咳払いした。耳もまだ赤い。

「俺のことを……その……好いてくださって、婿に迎えたのだと言われると、あの……さすがに驚きます」

　そんな風に言われて、私はどう答えていいのか分からなくなってしまった。

　ティズ様は、ぽんぽんと自分の隣を示した。

「アルシノエ様、どうかお座りになってください。お疲れでしょう？」

「いえ、その……」

「俺も話したいことがあるんです」

　決して強い調子ではないけれどはっきりとうながされ、私は彼に従った。たいして大きくもない長椅子に腰をおろすと、ティズ様との距離が近い。

「アルシノエ様、あなたが率そっ直ちょくに話してくださったから、俺も秘めていた想いを語りたいのですが」

　もしかしたら、あなたを傷つけることになるかもしれません、と彼は前置きする。そんなことはもちろんかまわなかった。だって、あなたを失う覚悟で話をきりだしたのだもの。深くうなずいた私に、彼ははっきりとこう言った。

「たしかに、ある日突然、それまでの生活を捨ててこのエジプトに婿入りすることになったのは、俺にとって青せい天てんの霹へき靂れきでした。これまで重ねてきた商あきないの経験がふいになってしまうことが惜おしく、故郷の家族や友人と離れるのはひどく寂しかったので」

　何事かを思案するようにティズ様が黙り、やがて意を決したように口を開ける。

「……そうですね、もしこの国に来た直後にあなたに先ほどのように謝られてしまったら、俺は故国に帰ろうとしたかもしれません」

　でも、と言ってこちらを見るティズ様のお顔がゆがんでにじむ。大きな手が私に伸ばされた。

「泣かないでください、アルシノエ様」

　彼の指先が私の頰をぬぐう。

「今の俺は、あなたのそんなお顔を見るのが耐えられないんです」

　彼は私の正面で片膝をついた。私の手が強く握られる。小さく鼻をすすって顔をあげれば、どこか狂おしげな瞳で私を見つめる彼がいる。

「結婚してまもなく一年がたつでしょうか？　正直に申し上げて、当初は婿としての責務を果たすべく、そのためだけにアルシノエ様にお仕えするつもりでした。けれど、あなたのおそばに置いていただくうちに、だんだんとあなたのことを知っていきました」

　ふっとティズ様が笑う。

「メジェド君に策を与あたえられて、アルシノエ様の寝しん室しつに忍びこんだこともありましたね」

　──病びょう床しょうのあなたを見み舞まった時に、初めてあなたを可愛い女性だと思ったんです。

　──寝台ではずいぶん怖がらせてしまいましたが、そのおかげでたくさんお話しすることができるようになった。

　──舟旅では、あなたの繊細な思いやりにふれました。それに、民たみや兵に対する毅き然ぜんとしたお姿は格好よかったな。

　そして、彼は紅玉ルビーの首飾りネックレスを取り出した。

「これをいただいた時、俺がどんなに嬉しかったか、分かっていただけるでしょうか？」

　彼が語るこの一年。私にとってきらきら輝く宝物のような、ティズ様と過ごした一日一日。ティズ様の心にも、ちゃんと大切にしまわれていたんだ。

「先をこされてしまいましたけど、俺にも言わせてください」

　涙の止まらない私をのぞきこんで、ティズ様が笑う。

「舟旅の頃には、もうあなたが愛おしくてたまらなかった」

「……ティズ様」

　間近に迫るオリーブ色の瞳に、私の姿が映っている。

　この瞳の中に完全に囚われてしまったわ。

「アルシノエ様、愛しています」

　なんと返していいのか分からない。どんな顔をしていいのかも分からない。

　でも、やっぱり。

　──私、この人が大好きなんだ。

　心の奥の奥。自分でもふれられないところ。自分でもどうしても制御できないところ。そのやわらかいところから、気持ちがあふれて止まらない。

　あなたが好き。大好き。

　それだけは、どうしたって変わらない。変えられない。

　彼の手に引かれて二人で立ち上がった。しっかりと両足で立って、彼と見つめ合う。

「ティズ様……本当に、本当にそう思ってくださっているんですか？　本当にわたくしでいいんですか？」

「俺の言葉が信じられませんか？」

「ち、違います！」

　また涙があふれてきた。それを見てティズ様が慌てだすので、やっぱり泣いちゃダメだと自分を励ました。

「でも、イシュ殿のことは……」

　ティズ様は彼女を妹だとおっしゃったけど、イシュ殿にとっての彼は、もっともっと特別な存在だったのではないかしら？　だってあんなに愛おしそうにティズ様の背を見つめていたのだから。

　それに、たとえ恋人でなかったとしても、ティズ様がイシュ殿を大切に慈しんでいたのは事実なのだ。

「じゃあ……俺の心の少しを彼女に割さくことを、許してくださいますか？」

　私の手を握りながら、彼は続ける。

「彼女は乙女薔薇ピンクローズを俺に贈ってくれたのです。その花言葉をご存知でしょうか？」

　首を横に振る。答えを聞くのが怖いような気がしたけど、ティズ様の表情は屈くっ託たくなく晴れやかだった。

「『どうぞ、お幸せに』ですよ。俺にこの国で幸せになってほしいと、イシュも応おう援えんしてくれている。その気持ちを、受け取ってもいいでしょうか？」

「『どうぞお幸せに』……」

　その言葉を知って、涙なんて涸かれるほど圧倒されてしまった。美しいあの女ひとは、私なんか及およびもしないくらいにしなやかで格好いい方なのだ。

　愛する人を、『どうぞお幸せに』とここに送り出した彼女。同情していたことが、失礼な気さえしてきた。私、油断していたら、彼女に負けてしまうわ。

「故国との離別はたしかに辛つらかった。その離別を招いたのがエジプトの王ファラオ──あなた様だということも知っていた。そのうえで、あなたのことを愛しく思うようになったのです。だから、俺の気持ちを信じてくださいませんか……？」

　かしこまって話しだした彼の言葉を、私は最後まで聞けなかった。

「ア、アルシノエ様……？」

　私は彼の胸に飛びこんでいた。狼ろう狽ばいしたようにティズ様が両腕をあげる。

　彼の体をぎゅっと強く抱きしめた。絶対に失いたくないから、誰にも渡したくないから。

「信じるとか信じないとか、そんなこと関係ないんです……わたくしがティズ様のことを大好きだっていう、それだけなんです……」

「はい……」

「それに、ティズ様こそわたくしのことをもっと信じてください。わたくし、イシュ殿との想い出まで捨てろと命じるような、そんな女じゃありません」

　ちょっと強がってそう言って、彼の胸もとに顔をうずめた。鼻先を彼のにおいが刺激する。汗のにおいが混じったような……でも、とっても心地よい香り。もう、それだけで、どうにかなってしまいそうだ。

　ティズ様も私を包みこんでくれた。長い腕が私の背に回される。ひどく優しい力で、私は抱きしめられている。

　耳もとで、どこかほっとしたような吐息を感じた。

「アルシノエ様がさらわれた時、生きた心地がしませんでしたよ……」

「す、すみません」

「それに、あなたに嫌われてるんだと思って傷ついていたんですからね」

　あっ、そうだったわ！　私、イアフに怯えてティズ様を遠ざけていたから。

「ごめんなさい、それには事情が……！」

　顔をあげると、ティズ様は拗すねたように口を結んでいた。

「その事情というのはイアフメス様ご本人と黒犬神アヌビス様に聞きました。まったく……」

　彼は私の頰を両手で包んだ。お顔が近い。もうこばむ必要はないんだと分かっていても、胸がどきどきして苦しくって逃げたくなってしまう。

「なんで俺はあなたに守られるだけの夫だと思われていたんでしょうか？　そんなに頼りなかったかなぁ」

「ち、違います……！」

「自分が情けなさすぎてまいっちゃいますよ」

「違いますってば！」

　ど、どうしよう、そんなつもりじゃなかったのに！　頰をとらえられたまま必死で否定しても、彼の表情は変わらない。

　冷や汗をかくうちに、こつんと彼がひたいを寄せる。二つのひたいがふれあって、私はもう少しも身動きができない。

「じゃあ、これからは俺のことを頼ってくださいますか？」

「……はい」

「あと、どうしてもお願いしたいことがあるんですけど」

　え、なに？　そんな怖い顔でどんなことを？

「これからはアヌビス様や白兎男神ウヌヌ様と一緒のお部屋で寝るのをやめてくださいませんか？」

　……え？　な、なんでかしら？

　返答につまっていると、ティズ様に大きなため息をつかれてしまった。

「俺以外の男のそばにいないでほしいんです！　言わせないでくださいよ！」

　あれ……？　こういう気持ち、私も知ってる。もしかして──。

　ティズ様がまた頰を真っ赤に染めている。私も全身の体温がまた一段と上がっていくのを感じた。

「まぁ……これからは俺がアヌビス様たちを追い出しますけどね」

「え？　あの……それは……」

「嫌われてないと分かったら、もう遠慮はしませんよ。覚悟してくださいね」

　そう言い切った彼の唇が、返事なんて待たずに、私の唇をふさいだ。
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　もうなんにも考えられなくなるくらいに──。

　甘くて、優しくて、体の芯が溶とけてしまいそうなほど──熱い接吻キスだった。
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　邪神セトによるアルシノエ様誘拐事件から一月ほどがたった。

　事件が王宮に与えた衝撃は大きく、警護のあり方や神々と官かん僚りょうとの連れん携けいなど多くの制度や人事が見直されることとなった。そのせいで、アルシノエ様はさらに多た忙ぼうになり、日々は慌ただしく過ぎていく。

　乾季シェムウの盛さかりを越えて、季節はまた一いち巡じゅんしようとしていた。

　そんな中、俺、ティズカールは、現在ある一つの使命に燃えている。

「ほら、イアフメス様、違いますよ！　黒人メジャイの王国ではそんな文字は使いません。エジプトの文字と混同してはダメです」

「えぇ、いいじゃん、別に読めるだろ……っていてぇ!!」

　王弟の丸まった背中に容赦ない頭突きをかましたのはメジェド君だ。

「甘えるでないぞイアフメス！　お前など、婿としてはまだまだなのだからな！　しっかりと学び、ティズ君のように最高の〝ラブコメ〟を生み出せる〝ヒーロー〟になるのだぞ！」

「うぅぅぅ、意味わかんねーよぉ〜」

「意味不明はあなたですよ！　そもそもなんで自国の文字すらままならないのです？　つい昨年この国に来た俺よりひどいですよ！」

「だって別に俺は王ファラオになるわけじゃなかったしぃ……」

　バカモーン、とまたメジェド君がイアフメス様をどつきまわしている。

　そう、俺は今、王弟の教育係という役目を与えられている。彼の自室を毎日訪れ、可能な限りのことを彼に教えているのだ。

　それにしても、彼はなんとも教えがいのある生徒だ。やむを得ず基本的な礼儀作法から叩きこんでいる。とはいえ、俺だって彼が婿入りする南の国のことをよく知るわけではないから、自分でも夜まで月明かりで勉強しながらの手て探さぐりの毎日だ。

「ほれ、蠍女神セルケトもお前のことを見守っているぞい！　もっと格好いいところをみせよ！」

　メジェド君が視線をやった先には、小さな小さな寝台がある。

　窓辺に設しつらえられたその寝台でスヤスヤと午ご睡すいを楽しんでいるのは、サソリのお姿のセルケト様だ。

　セトの闇に吞まれて以来、彼女はまだ人間の姿に戻れていない。けれど太陽神の恵みを毎日一身に受けて、なんとか体が動くほどには回復していた。

「ほれ、セルケトが人間の姿に戻る前に、お前はもっと立派な男になるのじゃぞ！」

「うぇぇ」

　泣き言をもらしながらも、イアフメス様は毎日しっかりとペンを握っている。これならきっと大丈夫。婿入りする予定の二月後には、ずいぶんと成長なさっているはずだ。

「ティズ様〜」

　開け放たれた扉の向こうから、俺の従者であるイサヤの顔がのぞいている。

　そして、その背中にピタリとくっつく女性の影。

「おぉ従者Ｂ！　どうしたのだ？」

「はぁ、また変な名前で呼ばないでくださいよ。そろそろ休きゅう憩けいのお時間です。果汁ジュースをしぼりましたので、お持ちしてもよろしいですか？」

　やったーと両手をあげるイアフメス様。けれど俺は、イサヤの背に頰ずりする猫女神バステト様が気になって仕方がなかった。

「イサヤ、あの、お前まさかバステト様と……？」

「うーん、この女神様離れてくれないんですよ……迷惑だって言ってるのに」

「迷惑だなんてひどいにゃーん！」

「くぅぅ、従者Ｂ、贅ぜい沢たくじゃな！　中肉中背でサラサラの髪くらいしか特徴のない〝モブ〟のくせに！」

　だが、それもちょっと萌えるぞい、とメジェド君の口の端によだれがきらめく。

「にゃーん、こういう男も誘ゆう惑わくのしがいがあるにゃーん」

「はいはい。じゃあ果汁ジュースをお持ちしますからねー」

　二人が去ると、イアフメス様が大きく伸びをした。そのどことなく晴れやかな表情から彼の充じゅう実じつした日々を感じて、俺も満足する。

「さぁ、たっぷり飲んで、しっかり休みましょう。陽が傾いてからは剣けん技ぎの訓練ですよ」

「げっ、そうだった！」

「十分成長しておられますし、今日からはもっと課題を増やして……」

「や、やめてくれぇぇぇぇ！」

「わはは、ティズ君はけっこう〝スパルタ〟じゃのぉ!!」

　こんな風に毎日がにぎやかに過ぎていく。




　夜の帳に追われるように、俺とイアフメス様は帰路を急ぐ。

　今日の午後は少し遠出をした。宮殿も街も抜け出して、聖河ナイルの見渡せる丘おかの上へ。一通り穂ほが刈かり取とられ乾ききった大地が、聖河ナイルの恵みを待ちぼうけている。

　普段なら「疲れた、もう歩けない」などと大騒ぎをする王弟殿下が、今日に限ってはやけに静かだ。宵よい闇やみの空にも王都郊こう外がいの集落にも目を向けない。やや首を垂れて、先導するルツの後ろをついていく。

「……あのさー、むこ殿」

「なんですか？」

　いつもの軽い調子を装よそおって、イアフメス様がぽつりと言葉をこぼした。

　続く言葉が、俺の喉をつまらせる。

「むこ殿は、逃げたいと思ったことあるか？」

　俺の沈黙を、問われたことが分からないせいだと理解したのか、彼は慌てて説明を加えた。

「ほら、むこ殿も自分で望んだわけじゃなく故郷を離れたんだろ？　その時に逃げたいなーとか思ったのかなーと思って！」

　いや別に俺の婿入りとは関係ないぜ！　と手を振り回すイアフメス様に、俺は軽く笑いかけた。

「愛する女性がいるなら、逃げたっていいと思いますよ」

「えっ!?　あ、いや、だから、俺のことじゃ……」

「ただし、その方が幸せになれるならです」

　立ち止まって背を伸ばし、ターコイズの瞳をのぞきこむと、彼も俺にならって居住まいを正した。

「あなたは、自分のことではなく、相手のことを考えなさい。簡単に結論を出すのではなく、真しん剣けんに愛する女性のことを想いなさい。それが一番大事なことです」

「あいてのことを、かんがえる……」

　そう呟いて、イアフメス様は俺の瞳をのぞきこんだ。そのターコイズの瞳は月光を湛たたえ、今までにない大人びた光を秘めていた。
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「久しぶりだね、アルシノエ」

　王都の中心を成す神殿を訪れると、最さい奥おうの至聖所で、すでにそのお方が私を待ってくれていた。

「お久しぶりです、神々の王、太陽神ラー」

　花か崗こう岩がんで作られた小箱のような部屋で、すらりと長い両手を広げる神こう々ごうしい姿。

　その姿は、久しぶりに見るとどうしても違和感がある。

「そんなにかしこまらないでほしいな。君は私の大事な女の子なんだから」

　声は落ち着いた響きでしっとりと低く、口調もお顔も、人間でいうなら働き盛りの年頃の男性というところかしら。あごは少し細いけれど、首はのどぼとけが目立って男らしい。ついでに言うならまっすぐ伸びた眉も力強く太くて男らしいし、切れ長の瞳も角張った鼻だって十分男らしい。

　でも、ラーはいつも女性の格好をしている神様なの。

　光を編んだような明るい髪を豊かに伸ばし、耳もとには銀の髪飾りを輝かせている。チュニックは床につくほど長く、光沢のある肩掛けが首回りを包んでいる。化け粧しょうにもずいぶん力が入っているのよ。アイメイクははっきりと濃こく、金きん箔ぱくでもまぶしたかのようなまつ毛がまぶしい。

　ラーのこの格好、見慣れないとびっくりするのよね。

「あぁ、アルシノエ。君が邪神セトにさらわれた時は、この世界ごとあの忌いま々いましい神をぶっ潰つぶしてやろうかと思ったよ」

「か、過激ねぇ……」

「当然さ、危うく自分で君を救いに行くところだった。でも」

　ラーは紅をひいた唇を優ゆう雅がに持ち上げて笑う。

「婿殿に助けられる方がよかっただろう？」

「まぁ、そうですけど……」

　いやだわ、ラーったら、私のことからかっているのね。

「こらこらアルシノエ、私は意地悪を言っているわけじゃない。君はあの時、ひどい思いこみで苦しんでいただろう？　その呪じゅ縛ばくを解き放つことができるのは、ティズカールだけだったんだから」

　この私でさえ無力だったのさ、悔しいことにね、と彼は大げさに肩をすくめた。

　あぁ、もう。さすがはラーだわ。なんでもお見通しなのね。悔しいのは私の方よ。だからラーにはなんでも相談したくなっちゃうの。

「あのさ、これで本当によかったのかしら……？」

「なんのことだい、アルシノエ？」

「ティズ様のこと。セトから助けてもらった時、彼は私を受け入れてくれたけど、内心ではひどく無理をしていたんじゃないかしら。イシュ殿のことを大切にしていたことも、故郷から無理やり連れ出されたことも事実だもの」

　あれがそのまま彼の本心だったと思っていいのかしら。

　小首をかしげたラーは、くすりと笑う。

「それでまだ婿殿と一夜をともにする決心がつかないのかい？」

「えっ？」

　カーッと顔が上気する。もう、なんでラーまでそのことを知ってるのよっ！

「ほら、黒犬神アヌビスが冥界で嘆なげいているから。『オレは毎晩アルシノエの部屋を追い出されるのに、全然意味がないんだ』って」

「アヌぅぅ！」

「考えすぎだよアルシノエ。どうしようもないことに囚われていても、君の夫が困ってしまうだけだ」

「……でも」

「面倒な子だねぇ。そこがまた可愛らしいけど。さて、じゃあ少し昔話をしてあげようか。私の恋の話」

「えぇ!?　ラーも恋をしたの!?」

「当然さ、つらい恋をこじらせて、いまだにこんな格好をしているんだから」

　彼は自分の姿を見回して自じ嘲ちょうした。その様子は一見楽しそうに見えるけれど。

「たいした話じゃないさ。愛した相手が男で、私は彼に愛してもらえなかった。それだけのことだ」

　あぁ、と思わずうなってしまった。

「相手はね、君のご先祖様。最初の王ファラオさ。ひどいよね、人を束ねる力を与えて、私は女の格好までしたっていうのに、どうしても好きになってもらえなかったんだ」

　彼は一段高い祭さい壇だんに腰こしかけて長い足を組んだ。足の指が見える。爪つめの先まで美しく色彩が施ほどこされていて、それが無性に切なかった。

「ラーは、その人のことが本当に好きだったのね……」

　いまだに自分を美しく飾ってしまうほどに。

「そうだよ、頑張って好きになってもらおうと思った。彼のためならなんでもした。でもさ、彼には私より大事な女性がいたんだ。どうやってもダメだった」

　それに、彼はすぐに死んでしまったから、と笑う声がぽつんと浮かぶ。

「だからさ、アルシノエ。君は夫の心を自分で変えられるなんて思わない方がいい。権力も富も神でさえも、人の心の前では無力だ。彼が君を愛していると口づけるのなら、それがすべてなんだよ。それ以上でも、それ以下でもない」

「ラー……」

　思わず彼に近寄ろうとすると、厳しい瞳で首を振られた。

「ダメだ、アルシノエ、これ以上私に近づくな」

「ご、ごめんなさい」

　そうよ、この方は神々の王。ほかの神と同列に扱ってはいけないんだわ。

「違うよ、無礼だからというわけではない。私が困るんだ」

　彼は眉をひそめてこちらをじっと見る。

「君は、あの男に似すぎている。顔や、姿ではなく、その香り立つ気配が……だから私にこれ以上近づいてはいけない」

　言わんとすることを悟さとってしまって、私はその場に立ち尽くした。

「ふふ、もう子どもじゃないんだね、アルシノエ。君を怖がらせたいわけではない。いつだって私は君の守り神だ。君と大事な婿殿の仲を引き裂くようなことはしないよ」

　でも、とあごをなでながら笑う姿は、いたずら好きの子どもみたいだった。

「そうだね、あのティズカールという異邦の男が、クソみたいな情けない奴で君のことを泣かせるのだとしたら……その時は私も本気で地上に──君のそばに降りてしまうかな」
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　王ファラオに即そく位いしてもうすぐ二年、私はまたしても夫にせまられていた。

「だから、もう少しあなたのお時間を俺にくださいませんでしょうか？」

　息がかかるほどの距きょ離りに夫がいて、ちっとも身動きがとれない。宮きゅう殿でんの自室、石いし壁かべに追いつめられていて。

「アルシノエ様……どうして俺はまたあなたに避さけられているのでしょうか？　二人の間には、もうどんな壁かべもないのだと思っていたのに」

　こつんとひたいを寄せて、至近の距離で彼が私を見つめる。

　ええと、この状じょう況きょう、この一年で三回目よね。だからもちろんティズ様にせまられるのにはもう慣れている……そう、慣れているはずなのよ？

「ティズ様……？　わたくしも質問していいですか？」

「もちろん」

「あの、今日はお召めし物ものはどうされたんですか？」

　普ふ段だんと違ちがうのよ、ティズ様ったら！

　これまでは故国から持ちこんだ衣ころもをまとっていたのに、今日はエジプト風のお姿で。見慣れないからドキドキするし、今までよりもだいぶ薄うす着ぎだし。

　お、おかしいわ……隼神ホルスだって、時神トートだって、いつも惜おしげなく体をあらわにしているのに。

　なんでティズ様だけが、こんなに色っぽく見えるのよ!?

「故郷の服は封ふう印いんしました」

「ど、どうしてですか……」

「そのままだとエジプトの男に見えない、ってご指し摘てきをいただいたんですよね、イアフメス様に」

　……イアフめぇぇぇ！

　なんていいこと言ってくれたのよ！　もう、ちょっとあんたのこと好きになりかけちゃったわ！

「というわけで、俺の決意を知っていただけましたか？」

　そうよ、ティズ様にこうしてせまられるのは三回目。

　一年前、ティズ様が忍しのんできてくださった時は、私たちはまだお互たがいのことを何も知らない夫ふう婦ふだった。

　そして乾季シェムウの始まり。心の闇やみに囚われて怯おびえる私に、彼が口づけたのもこの部屋でのことだった。

　あの時は、ティズ様を失うのが怖こわかった。イアフが彼を害するんじゃないか、ティズ様の心は決して私の方を向かないんだ、と二重にも三重にもがんじがらめになっていた。

　でも、もう大だい丈じょう夫ぶ。ラーの言う通りよ。私は、ティズ様の瞳ひとみの熱だけ信じていればいいんだ。

「もし俺が何か気に障さわることをしたのなら……」

　言いかけた彼の唇くちびるをふさいでしまう。私の唇を重ねて、強ごう引いんに。

　えぇ、私だってせまられてばかりじゃないわ！　私の方がずーっと長くティズ様のことをお慕したいしていたんだから！

　目を見開いたティズ様の胸をぐいと押す。そのまま逆側の壁に彼を押しつけた。

「覚かく悟ごしてください、ってティズ様がおっしゃったでしょう……気持ちが整うのに時間が必要だっただけです！」

　言い切ってしまうと、私は全身の力を抜ぬいた。そのまま彼の胸に体を預けてしまう。

「アルシノエ様……」

　二人で見つめ合った。長身の彼と、小こ柄がらな私と。私を抱だき寄せささやくティズ様の声は、どういうわけか苦しげだ。

「……俺、分かってしまいました」

「何がですか？」

「これが〝できあい〟ってやつなんですね」

　できあい？　何かしら、それ？　彼の故郷の言葉かしら？　首をかしげる私に、ティズ様が甘くささやいた。

「〝おぼれるような愛〟です。あなたを愛したせいで、こんなに胸が苦しくって息もできないんですから」

「ティ、ティズ様……？」

　背中に添そえられた、彼の大きな手のひらの力を感じる。

「今度はアルシノエ様が俺の愛でおぼれてください」

　彼の唇が私の頰ほおをたどって、唇にたどりつく。吐と息いきと吐息が混ざり合う。

　その時。

　ドシ──────ン

　と背後でとんでもない音がした。

「え？」

　振ふり返かえると、木戸が内側に押し倒たおされている。

　その上に重なっているのは……。

「アヌ、マアト、ウヌウヌ、そしてメジェド神……あなたたちいったい何をしているのかしら……？」

「いやぁ、ほら、二人の仲が進展しないから、あまりに心配で……！」

　必死に言い訳を始めたのはアヌで、ティズ様の怒ど気きがそれをさえぎった。

「アヌビス様、やはり俺はあなたと本気の命の取り合いをした方がよろしいようですね……！」

「ひぃぃなんで俺だけぇぇ!?」

「待てっ、逃にげるなこの邪じゃ魔ま犬!!」

　そして、倒れた木戸の上でピクピクとけいれんしているのは。

「〝逆壁ドン〟……尊みで死ねる……しかもティズ君の〝溺でき愛あい〟宣言……たまらぬ、我はもうダメじゃ……」

「メジェド神……！」

　私は引きつった笑いでシーツのかたまりを見おろす。

「あなた、いったいどうして私たちの邪魔をするのよっ！」
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　もう頭にきた！　その白布をひっくり返して辱はずかしめてやるわ！

「ふぅ、だからやめた方がいいって言ったのに、でちゅ」

「でも、マアト様も聞き耳をたててたじゃないですか？」

「そうよね、ウヌヌ」

「あ、あたちはお父様に報告する義務があるから仕方なく、でちゅ〜」

　もぉ！　こんな夜くらい、みんなまとめてどっかに消えててよぉ！











ｅｎｄ
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　はじめまして、風かぜ乃のあむりです。本書をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　この『女じょ王おう陛へい下かは一いち途ずな恋心きもちをかくしたいっ!!』は私の単著デビュー作です。当初『ファラオは恋心きもちをかくしたいっ!!』というタイトルでウェブ上に公開し、『ファラ恋こい』という愛あい称しょうのもと、読者の皆みな様さまの愛とウィットに富んだコメントに育てられながら完結した、という幸せな物語でした。のみならず、さらにこうして紙の書しょ籍せきという新しい姿を与あたえていただいたことは、私にとってまさに「有あり難がたき幸せ」です。魔ま法ほうのｉらんど、ビーズログ文庫の皆様をはじめ、関係するすべての方々に御おん礼れい申もうし上あげます。

　特に由ゆ貴き先生のイラストの一枚一枚に大興奮していることを感謝とともにここに告白いたします。婿むこ殿どのがあまりに格好よく、元気に鼻血を噴ふき出だしそうでした。メジェド君が尊みで死にかける気持ちがよくわかりました……アルシノエが一ひと目め惚ぼれする所以ゆえんも……。




　さて、古代エジプトが舞ぶ台たいの本作ですが、多くの設定が歴史的事実とかけはなれています。なんちゃってエジプトです。神話部分も、かなり作者自身の創作が混じっています。やりたい放題です。

　エジプトについて勉強しながら、神々を私好みに色付けしていく作業はとても楽しいものでした。もしもこの作品をきっかけに古代エジプトに興味を持った方がいましたらとても嬉うれしく思います。関連書籍をあさったり、博物館に足を運んだり、エジプトにまつわる創作世界に飛び込んで、ともに歴史の奥おく深ぶかさを味わい尽つくしましょう！




　最後に、もう一度本書をお読みいただいた皆様に感謝を。

　物語は花のつぼみ。書き手が育て、読み手に届きその胸の中でふっくら綻ほころび、それぞれの場所で独自の花を咲さかせるものなのかなぁ、と考えています。だからこそ読んでいただくことって本当に幸福なことなのです。感謝です。

　それでは、またどこかで再会できましたら光栄です。ＳＮＳ、小説投とう稿こうサイト、もしくはまた別の紙面でお会いできますように。





２０２１年夏　風乃あむり










電子書籍特典　書き下ろし短編

『アヌビスの災難』









　セトの一件が解決してから三ヶ月後。オレ、闇の黒犬神アヌビスはかつてない窮地に立たされていた。

　きっかけは、オレが守護する王ファラオ、アルシノエの何気ない一言だった。

「そういえば、どうして猫女神バステトは語尾に〝にゃあ〟ってつけて話すのに、アヌは〝わん〟って言わないの？」

　国王夫婦と神々が集って催された和やかな宴の場でのことだった（ちなみに兎夫婦ウヌウヌはデートのため欠席だ）。

　なにをバカなこと言ってんだ。呆れたオレは、その間抜けな疑問を一蹴した。

「そんな馬鹿丸出しな話し方、この〝闇のアヌビス〟がするわけないだろ」

　そうだ、オレは冥界の王オシリスの息子にして、死後の世界の導き役。人間界ここでは少年の姿をしていても、とうに齢は数千年を過ぎている。

　そんな高位の神であるオレが、まさか語尾に〝わん〟だなんてつけられるはずがない。魂の行く末を定めるオレがわんわん話していたら、死者たちもがっくりだ。何よりオレの矜持が許さない。

　こんな話題、本来ならこれでおしまいになるはずだった。

「そうだにゃあ、やっぱりアヌビスも〝わん〟って言うべきだと思うにゃあ。黒犬の神なんだからにゃ〜」

　猫目を細めたバステトが、極悪な笑みを浮かべてもっともらしくうなずいている。

　しまった！　この笑顔……バステトが本気でキレてる時の顔だ！

　オレが〝馬鹿丸出し〟なんて言ったせいか!?　こいつ、けっこう根に持つタイプだから今のうちに謝っておかないと……！

　ところが、オレがフォローを入れる前に、バステトの隣で時神トートが白い歯を見せてきらりと笑った。

「ふっ、バステトの言う通りだな。アヌビス、お前の個性を際立たせるためにも、これからは〝わん〟をつけて話すといい。いつだって男は新境地を開拓すべきものだ」

「にゃ〜トートはいい事言うにゃ〜」

　くそっ、なんでトートがバステトに加勢するんだよ!?　言ってることの意味も分かんねーし！

「はーっはっはっは！　俺もアヌビ」

「黙れこの筋肉のかたまり!!」

「ホルスお兄ちゃん、最後まで言わせてもらえませんでちたね〜」

　兄の背中を真理女神マアトがぽんぽん叩いて慰めた。

　そうだ、隼神ホルスに状況を引っ搔き回されてたまるもんか。どうせろくなこと言わないんだからな。今はバステトへのフォローが先決だ。この話題をはやくたたまないと……！

　ところが、焦るオレをマアトが金色の瞳でじいっと見ている。な、なんだよ。正義を司るこいつに睨まれると、オレですらちょっと落ち着かない。

「アヌビス、いくらなんでも大人げないでちゅよ。〝わん〟って言うくらい、たいしたことじゃないでちょ。言えばすぐ終わるんだから言えばいいんでちゅ」

「えっ？」

「そうよ、ちょっとした遊びみたいなものじゃない」

　アルシノエが同調し、その周りでオレ以外の神々やつらがうんうん頷いている。

　ま、まずい……みんなバステト側についてる!?　なんでオレ孤立してんだ……!?　勘弁してくれよ、わんわん話すなんてガラじゃないんだって！

　味方を求めて周囲を見渡すと、バチリと一人の男と目が合った。唯一この話題に乗ってこなかった──アルシノエの婿殿、ティズカールだった。

　こいつじゃダメだ。オレは絶望に天を仰いだ。

　婿殿がオレの味方になるはずがない。だってこいつはオレの天敵だ。物腰柔らかな男だが、オレにだけは当たりがキツい。オレが常にアルシノエの側にいるのが気に食わないみたいなんだ……王ファラオの守護神だからしようがないのに！

　すくりと婿殿が立ち上がった。

「皆さん、アヌビス様をこれ以上いじめるのはよくないですよ」

　……あ、あれ？

　予想に反して婿殿がさらりとオレを庇ってくれた。穏やかな声音で彼は続ける。

「他の方にとっては容易たやすいことでも、自分にはできない。そういうことってあるものでしょう？　無理強いしないであげましょう」

　む、婿殿……！　なんて親切な奴だ!!

　そうだよな、普段はいがみ合ってるとしても、オレたちはアルシノエのそばにいたい者同士、絶対分かり合えると思ってたんだよ!!

　これまでどうも胡散臭く見えていた婿殿の笑顔に後光がさして見えた。

「そうかにゃ〜」

　バステトが不満げに長い足を組んだ。くそっ、はやく引き下がってくれよ！

　そこに突然シーツの塊がヌッと現れた。

「では、こういうのはどうじゃ？」

「うおっ、メジェド神！　びっくりした、突然現れるなよ！」

　我は群れるタイプじゃないのじゃ、とか言って宴に参加しなかったくせに。

　抗議するオレの顔に向かって、奴のシーツの中から何かが勢いよく飛び出してきた。

「いてっ!!」

　床に転がり落ちたその何かを婿殿が拾い上げる。

「これは……賽子サイコロですか？」

「そうじゃ。こういう時は運を天に任せるのじゃよ。出目が偶数だったらアヌビスの、奇数だったらバステトの言うとおりにするのじゃ」

「なるほどにゃ〜それなら恨みっこなしにゃ〜」

　では、いくぞい、っとメジェド神が合図すると、婿殿の手の中の賽子がぽーんと宙に跳ね上がった。

　ころころと床を転がり、思わせぶりにゆっくりと止まって現れたその出目は──。


[image: 区切り]



「ウヌウヌ……お帰りだわんっ。楽しかったわん？」

「ひっ!?　ど、どうなさいました、アヌビスさま!?」

　日暮れどき、アルシノエの寝室に戻ったウヌウヌがウサ耳をピーンと張った。その白と黒の毛は驚き逆立っている。

「なんでもないわん……オレはもともとこういう話し方だわん……」

　猫型のバステトが部屋の隅に丸まっている。その金色の目に監視されながら、オレは運試しに負けた報いを受けていた。

　くそっ、なにが〝わん〟だ……！　オレは高貴なる闇のアヌビスだぞ!?　こんな口調、屈辱だ！

「ひぃっ！」

　煮えたぎるオレの怒りを感じ取ったのか、ウヌウヌは兎型になってぴょんぴょんどこかへ消えてしまった。一方、部屋の主アルシノエはそんなことにはおかまいなしだ。くっそーもともとはこいつが変な話題を出したせいでこんな目にあってるのに！

「ふふ、語尾に〝わん〟をつけてるアヌビス、すっごく可愛いわよ！　ずっとそのままでもいいと思うわ！」

「そ、そうか、わん〜？」

　どうやら〝わん〟がずいぶん気に入ったらしく、アルシノエは背後から抱きついて頰ずりしてくる。くそっ、人型の時まで犬扱いするんじゃない！　ま、まぁ悪い気はしないけどさ……。

　──はっ!?

　突然、オレは背すじに強烈な悪寒を感じた。全身が粟立つように震える。こんな恐怖はあの邪神セトとの激闘以来だ……!!

「ア〜ヌ〜ビ〜ス〜さ〜ま〜……？」

「ひいぃっ!?」

　背後から、憎悪に満ち満ちた身の毛のよだつ声が俺を襲う。おそるおそる振り返った。そこにいるのは──

「む、婿殿!!」

　ティズカールが組んだ指をぽきぽき鳴らしながら俺を見下ろしていた。視線が突き刺さる。痛い、マジで痛い。というか、怖い。ティズカールの背後に、どういうわけか黒々と燃え上がる炎が見えた。

「アヌビス様は、私の妻とずいぶん仲睦まじいようで……!?」

　黒い微笑みを浮かべながら、奴はアルシノエをオレから引き剝がした。とうのアルシノエはきょとんと婿殿を見上げている。

　しまった！　婿殿の前でアルシノエに頰ずりされてたから──こいつ、アルシノエのことになると豹変するんだった……！

　こ、殺されるっ!!

「違うわん！　これは違うわん!!」

「何が違うのですか!?　私にはアヌビス様とアルシノエ様が睦まじく抱き合っているように見えましたが!?」

「ちょっと待つわん！　抱き合っていないわん！　抱きつかれてただけ──」

「余計許せません!!」

　婿殿の怒りの形相に、オレはその場から逃げ出そうとしたのだが。

「ぎゃっ！」

　オレの長い尻尾が婿殿に捕まった。こうなるともう力が出ない。

「だから嫌だったんですよね……アヌビス様が〝わん〟口調で話すのは」

　尻尾を摑まれびたんと床に張り付いたオレに婿殿の静かな怒りがぼそぼそと降り注ぐ。

「あなたがそんなことしたら、絶対アルシノエ様が喜んじゃうじゃないですか」

　な、なるほど！　だからさっき婿殿だけはオレの味方をしてくれたのか！

「案の定アルシノエ様に気に入られて抱きつかれて……許せません……っ!!」

　ゴゴゴとものすごい圧力が俺を襲う。

　くそーっ！　別にオレは〝わん〟なんて言いたくなかったのに！　そりゃあアルシノエに頰ずりされたのは……う、嬉しくなかったとは言えないけど……！

「そろそろ決着をつけましょうか、アヌビス様っ！」

　やられてたまるか！　婿殿の手からなんとか尻尾を引き抜き、オレは部屋の外に逃げ出した。

「待て、この邪魔犬っ!!」

「ひぃーやめてくれぇぇ!!　なんでオレばっかりこんな目にあうんだよぉー!?　うわーんわーん！」




　こうしてその晩、エジプトの王宮にはわんわん泣くオレの声がこだましたのだった──わん。



















女じょ王おう陛へい下かは一いち途ずな恋心きもちをかくしたいっ！！




【電でん子し特とく典てん付つき】
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